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　　　プロローグ







　その日、フォールス侯爵、カイル・ウッドハウスは、少々朝寝坊をしていた。いや、朝寝坊ですませるにはさすがに寝過ぎかもしれなかった。

　普段なら、もう昼食も食べ終えている頃合いだ。けれど、昨夜は読み始めた本が面白くて、つい明け方まで読んでしまった。

　どうせ気ままな独身生活、家は上位貴族の侯爵家で代々の資産家。今は亡き母が多少散財したが、暮らしにはまったく困っていない。

　朝食は抜いてしまい、だらだらと新聞を読みながらサンルームで遅い昼食をとっていたら、執事のシモンズが入ってきた。

「……旦那様、お目にかかりたいという女性がおいでなのですが」

「会わない。帰ってもらえ」

　カイルはあまり他人とは関わらないことにしている。幼い頃から続いた家庭内のいざこざのせいで、人間関係を構築するのが面倒なのだ。

「ですが、若く、美しい女性ですぞ……」

　シモンズは、往生際悪く言い立てた。

　しかし、若く美しい女性というのは、カイルがもっとも苦手とする人種だ。

「──公爵夫人とのお約束まで、あと一年残っておりません」

　まだ諦めないシモンズの言葉に、二十五までに結婚するという祖母との約束を思い出して思いきりしかめっ面つらになる。

　カイルの両親は、カイルが十代半ばの頃あいついで亡くなっている。母方の祖母であるゼルフィール公爵夫人は、二十四歳にもなってまだ独身のカイルのことを心配していて、早く結婚しろとせっついてくるのだ。

「さあさあ、ご縁はどこに転がっているかわかりません。さっさと着替えてお会いしてください」

「──おいっ！」

　抵抗するも、子供の頃からカイルの面倒を見てくれているシモンズにはかなわなかった。

　客人に会うつもりなんてなかったのに、気がついたら服装を整えられ、髪もきちんとセットされて、客人の待っている応接間へと送り込まれている。

　──シモンズのやつ、なんで、こんな。

　扉を開き、中にいた女性の姿を目にとめたとたん、舌打ちしたい気分になった。

　そこに待っていたのが、とてつもない美貌の持ち主だったからだ。

　最初に目に飛び込んだのは、ふわふわと波打つ豊かな金髪だ。背はあまり高くないが、背筋がぴんと伸びていて姿勢がよく、すらりとして見えた。

　大きな青い瞳は夢見るように煌きらめき、艶つややかな唇は緩やかな弧を描いていて、柔らかな微笑みを形作っている。

　身に着けているドレスはいくぶん流行遅れの品であったけれど、きちんと手入れされ、清潔感に溢れている。流行遅れの服装も、彼女の美貌を損なうものではなかった。

「──初めて、お目にかかります。あの……私、リネット・ダンフォードと言います。今日は……閣下にお願いがあって参りました」

　カイルが落ち着きを失っている程度には、リネットの方も落ち着きがないらしい。手にしたバッグの中をずっとかき回している。

　カイルがじっと見ていたら、彼女はさらに困ったように眉を寄せた。バッグから手を出し、一つ大きく呼吸する。

　だが、次に彼女の口から出てきたのは、カイルの想像をはるかに超えていた。

「どうか、私を買ってください！」

「──は？」

　あまりにも常識外れの言葉に、カイルは言葉を失った。





　　　第一章　花嫁、絶賛売り込み中







　リネットは困り果てていた。

　──転地療養だなんて、無理よ……！

　リネットの生家であるダンフォード家は、代々続く男爵家だ。

　父が生きていた頃はよかったのだが、あいにくと娘しか生まれず、父が亡くなった後は爵位と財産は叔父のウィリップが継ぐことになった。

　ウィリップは、もちろん親戚への援助を忘れたりはしなかった。

　母とリネット、それから妹のメイベルが暮らすための小さな家を借りてくれて、家賃他いくらかの支援をしてくれた。

　けれど、ダンフォード家の財政はだんだん苦しくなっているらしい。

　十年前は働かなくてもなんとか食べていけるくらいの仕送りをしてくれたのに、今は家賃を払うのが精一杯だ。

　もちろん、母も働いて、自分達を養う努力はしていた。

　けれど、母は隣国エグラント王国の出身。この国、リンドロム王国の出身ではないために、この国の常識には多少うといところがある。

　そのためか仕事がうまくいかない母を見かねたリネットは、十三歳になったその年から働き始めた。

　アルディ宝石商会という国内でも有数の宝石商人のところで、事務所の雑用から始め、十八歳の今はタイプを打ったり、手紙を代筆したりという事務職員として働いている。

　仕事は順調だが、リネットの稼ぎでは家族三人が食べていくのがやっと。くわえて、二年ほど前からは母が病気がちになってしまい、医者に勧められた転地療養の費用までは出すことができない。

　──叔父様が、お金を貸してくれたらいいんだけど……。

　なにせ、仕送りの額もどんどん減らされてしまっているのだ。先月は家賃分さえも送ってもらえなくて、結局リネットが貯めたわずかな貯金でその分をまかなった。

　母の治療もしてやりたいけれど、学校に通っているメイベルにはまだまだお金がかかる。

　思いきって生まれ育った屋敷の前に立っても、しばらくの間、呼び鈴を鳴らす勇気は持てなかった。

　──うん、叔父様だもの。きっと何か手を考えてくださるでしょう。

　叔父は大人だから、母やリネットよりずっと世間のことに詳しいはずだ。

　お金は貸してもらえなかったとしても、安価な薬があるとか、リネットにでもできそうな他の仕事を紹介してくれるとか、何か知恵を貸してもらえるかもしれない。

　リネットが懐かしい屋敷に入った時、ウィリップは居間のソファでくつろいでいた。

「ごきげんよう、叔父様」

　挨拶しながら、リネットは、左右に視線を走らせた。

　この居間も、リネットの記憶にある十年前とはだいぶ姿を変えているようだ。代々伝わってきた上質の家具は失われていて、みるからに安っぽい家具──ちょうど、今のリネットの家にあるような──に置き換えられていた。

　──叔父様ったら、この家をきちんと守ってくださるとおっしゃっていたのに。

　一瞬口から出かけたその言葉を、リネットは首を振ることで追い払った。

「どうした？　リネット、ここに来るのはずいぶん久しぶりじゃないか」

　ウィリップの手にしているグラスには、並々とブランデーが注がれている。まだ、日も高い時間だというのに、そんなだらしない格好を見せている彼に、また反発心が芽生えた。

　だが、それを表に出しては、こちらの頼みを聞いてもらうことなんてできない。十三の時から働きに出ているのだから、そのくらいの空気を読むことはできる。

　さっさと話をして、引き上げることにしよう。そう決めて口を開いた。

「叔父様……お願いがあって来たの。少し、お金を融通してはいただけないかしら」

「リネット──私も、できる限りの援助はしているんだよ。だが、このところ、我が家の財政は厳しくなる一方でね」

　果たして、リネットが借金を申し込むと、ウィリップは困ったようにため息をついた。

「わかっているわ、叔父様。でも……お母様が病気になってしまって、海辺に転地療養するよう勧められたの。とてもじゃないけれど、そんなお金なんてないし……私、仕事を増やして、きちんとお返しするから……お願いします！」

　ここで断られてしまったら、もう後はない。必死になって頭を下げた。

「仕事を増やして返すってどうやって増やすつもりなんだい？　お前にできることは限りがあるだろうに」

　その言葉に、返す言葉もなく、リネットは唇を噛んだ。

　アルディ宝石商会での仕事はほぼ毎日みっしり入っている。もう一つ増やすとしたら、夜に働くしかない。

　──酒場でお酒を運ぶとか……そんな仕事、したことはないけれど。

　いざとなったらやるしかないのだろうが、夜の飲食店に集まる酔客を上手にあしらう自信はない。

　あとは、どこかのメゾンに頼んで針仕事を回してもらい、夜に働くくらいか。幸いなことに、針の腕はプロ級ではあるけれど──針仕事の賃金は驚くほど安いということも知っていた。

「そうだな、リネット。お前にできる仕事はそんなに多くない──だが、まだ一つ手が残っているじゃないか」

　ソファから立ち上がったウィリップが、ゆっくりとリネットの方へ歩み寄ってくる。なんだか嫌な予感がして、思わず身体を強ばらせた。

「……まだ、結婚していないんだろう？」

「け……結婚？　そんなこと、考えたことないわ」

　男爵家を離れたとはいえ、一時期は貴族の令嬢として育ったから知っている。

　リネットのような立場になってしまったら、結婚相手を探すのはとても難しいのだ。

　叔父が持参金を持たせてくれればその限りではないが、叔父はリネット達を養うことさえできないのだから、持参金については望み薄だ。

「そうだな、だが……お前の容姿なら、相手さえ選べば、持参金がなくてももらってくれるという人がいるだろう。たとえば、お金を持っている人とか」

「そんな人は、私なんて相手にしないでしょ？」

　リネット自身はあまり意識していないのだが、実のところリネットの容姿はかなりいい。

　事務員として働いている店でも、「あの娘はどこの誰だ」と一頃噂になっていたこともある。

　だが、リネット本人は母と妹を養うのに精一杯で、そんな声にはまったく気づいていなかった。

「大丈夫だとも。お前なら引く手あまただろう──まあ、相手によっては身売りのようなと言われてしまうこともあるかもしれないが」

「……身売り……」

　呆然とウィリップの言葉を繰り返した。

　けれど、他に選択肢がないというのならばやるしかない。

「でも、叔父様。どうやってお相手を探したらいいの？　商会のアルディさんに聞いたらいいかしら？　貴族のお屋敷にも出入りしているし、誰か私を買ってくれそうな人を知っているかもしれないもの」

　あっという間に決心をし、頭の中に雇い主の顔を思い浮かべながら口早に言う。

　その反応にウィリップは驚いたようではあったが、慌てて手を振った。

「いやいやいやいや、アルディさんは貴族の裏の顔にまでは詳しくないだろう。私が、お前を娶めとってくれそうな人を一覧にするよ。そうしたら、お前を売り込み開始だから──相手についての情報を集めて、できるだけいい条件で引き取ってもらえるようにするんだ」

　叔父の言葉の後半は、完全にリネットの耳には入っていなかった。

　どうにかして自分を売り込まなければということで、頭がいっぱいになってしまったから。

　──買っていただくんだから、ちゃんと自分のいいところはお伝えしなきゃ。

「叔父様。私のいいところってどこかしら？」

　さっそく使用人に筆記用具を持ってこさせて、うんうん唸うなりながらリストを作っている叔父に向かってリネットは問いかけた。

「そうだなあ。一番は健康じゃないか？　風邪もめったに引かないんだろう。だから、跡取りを産むにはぴったりだ。何人だって産めるだろう」

「そうね、ここ五年くらい風邪も引いてないわ。だって休むと、その分お給金を引かれてしまうんだもの」

　基本的に給料は出勤した日数で計算される契約のため、一日休んでしまうと、その分引かれてしまうのだ。

　母と妹を養っていくのにかつかつだから、めったなことでは病気にならないよう気を使っていた。

「お前はまだ若いし、十人でも二十人でも、相手が望むだけ産めるだろうというのは、こういう話では大きな利点だな。まあ、既に跡取りがいるところでは利点にならない家もあるが、そこはまた別の売り込み方があるから」

　そんな会話を交わしている間も、叔父は懸命に考えながらリストに名前を並べていく。

「さあ、このくらいかな。リストの一番上から当たってみるつもりだ。私に任せておきなさい」

「……まあ、こんなにたくさん？」

　リストには、十人以上の名前が並んでいた。こんなにもたくさん候補を挙げてもらえるとは予想外だ。

「安心するのはまだ早いぞ。もし、誰もお前を引き取ってくれなかったら……そうだな、娼婦の館やかたにでも行くしかなくなるだろう。もちろん、そうならないように、私も全力を尽くす。だが、──この屋敷も既に抵当に入ってしまっていてね」

「まあ……叔父様も大変だったのね。ごめんなさい。こんな時に、お金が必要なんてお願いしてしまって」

「リストの候補者について今日のうちに情報をまとめて、明日、お前の家に行くよ。義姉ねえさんにもよろしく伝えておくれ」

「はい、叔父様」

　そう言い残し、屋敷を出たリネットは門のところで振り返ってみた。

　──そう、抵当に入っているの。

　まさか、叔父がそこまで困窮しているとは思ってもいなかった。ダンフォード男爵家も、もう終わりなのかもしれない。

　──でも、やれることはやるしかないんだもの。お母様とメイベルのためにも。

　そう判断したリネットは、叔父が作ってくれたリストに視線を落とした。

　カイル・ウッドハウス──フォールス侯爵を筆頭に、そうそうたる顔ぶれが並んでいる。いずれも、新聞の社交欄ではしばしば名前を見かける人達だ。

　──お年を召した方が多いのは、きっと後妻のお話だからなのね。

　フォールス侯爵ともう一人を除いては、皆四十以上──ひょっとしたら、五十以上の人もいるかもしれなかった。

　──でも、お年を召した方なら、きっと頼りがいもあるし……。そういう方にお会いできたら、いいな。

　父を亡くして以来、ずっと母と妹を支えてきたから、頼れる男性というのはリネットにとって憧れの存在だ。

　叔父が情報をまとめてくれるというのをまったく聞いていなかったリネットは、まずはリストの一番上、フォールス侯爵家に向かうことにした。

　叔父の家から歩いて行ける範囲にあったので、ちょうどよかったのだ。

　そして、歩くこと三十分。立派な屋敷の前に立って、リネットは困惑していた。

　──いきなり侯爵様に会わせてくださいってお願いして……会ってもらえるものなのかしら。

　早いうちに貴族社会から身を引いてしまったけれど、たしか、人の家を訪問するには、嫌になるほど煩雑はんざつな手続きがあったはずだ。こうして押しかけてきて会ってもらえるかどうか。

　──でも、しかたないわよね。お願いするしかないんだもの。

　玄関の前で深呼吸をしてから、呼び鈴を鳴らす。

　出てきたのは、メイドと思われる黒いお仕着せを着た使用人だった。

「あ、あの私……リネット・ダンフォード……前ダンフォード男爵の娘なのですが、フォールス侯爵にお会いすることはできるでしょうか」

　前男爵の娘とはいえ、今のリネットの格好はかなりみすぼらしいものだ。

　信じてもらえなかったらどうしようと思っていたけれど、メイドはその場でリネットを追い返したりしなかった。

「私では判断しかねますので、少々こちらでお待ちくださいませ」

　そう言うなり、目の前でぱたりと扉が閉じられる。

　──あまり、長いこと待たされないといいけれど。フォールス侯爵家がだめだったら、今日中にもう一軒、回らないといけないし。

　しばらく待っていたら、もう一度扉が開かれた。今度姿を見せたのは、五十代と思われる男性だ。仕立ての良い黒の衣服を身に着けているところからして、執事だろうか。

「これはこれは、お可愛らしいお嬢様でございますね……すぐに旦那様を呼んで参りますので、どうぞ客間においでください」

「よろしいんですか？」

　とりあえず、第一の関門は越えた。思わず両手をぱちりと打ち合わせたら、執事の口元がかすかに緩む。

「さあ、どうぞこちらへ」

　通された客間は、とても広く、どこで待っていたらいいのか迷うくらいだった。執事はリネットを通すと姿を消す。

　窓に近づき、そこから庭を眺ながめてみると、今のダンフォード男爵家とは違ってきちんと調えられていた。

　花壇には季節の花が咲き乱れ、灌木かんぼくは決められた形にきちんと刈られている。芝生もこまめに手入れをしているようで、みっともなく伸びているところなんてなかった。

　遠くの方できらきらと噴水が水を撒まいているのが見える。

　それを見ていたら、どんどん自信がなくなってきた。

　──叔父様ったら……いくらなんでも、身分が違いすぎると思うのよ……。

　父が生きていた頃でさえ、ダンフォード男爵家がこれほどきちんと調えられていたことはなかったように思う。

　扉が開かれる音に、はっとして振り返ったリネットは固まってしまった。

　不機嫌そうな顔をして、入り口のところに立っていたのは、見目麗しい青年だった。

　小柄なリネットとは対照的に、彼は背が高い。通った鼻筋、形のよい唇。黒い髪はきちんと整えられていて、切れ長の怜悧れいりな目にはいぶかし気な表情が浮かんでいた。彼のその黒い瞳が正面からリネットを見つめている。

「カイル・ウッドハウスだ。俺に用があるんだろう？　それで、君の名は？」

　リネットは相手の美貌に口をぽかんと開けてしまった。もちろん、侯爵の名前は知っていた。

　新聞に載っている写真を見たことはあるけれど、掲載される写真はモノクロだし、粒子が粗いので、顔立ちまではわかるはずもない。

　──え、ええと……。

「名前！」

　ぴしりと言われ、その場で飛び上がった。

　こういう場合、どうやって話を切り出したらいいんだろう。そこのところが完全に頭から抜けていたことに今さら気づく。

「──初めて、お目にかかります。あの……私、リネット・ダンフォードと言います。今日は……閣下にお願いがあって参りました」

　初対面の挨拶はこれでよかっただろうか。頭の中が真っ白で、次に何を言い出すべきかさっぱりわからない。意味もなく手にしたままのバッグを開いて中をかき回した。

「用件を言ってもらえないか。これでも俺は忙しいんだ」

　約束もせずに押しかけてきた自覚はある。さっさと片付けた方がいいだろう。

　リネットは思いきって口を開いた。

「どうか、私を買ってください！」

「──は？」

　あまりの言葉に、目の前で侯爵がぽかんとした表情になった。それを見てリネットの頬がかっと熱くなる。

　──違う、こう言いたかったわけじゃないのに！

　けれど、回らない頭では適切な言葉なんて出てくるはずもなくて、次から次へと自分自身でも信じられないような言葉しか出てこない。

「そ、その……母が病気でお金が必要で──それで、私」

「──そんな馬鹿げた話を聞かせるために、わざわざここまで？」

「スミマセン……」

　相手が怒っているのがわかるから、一気にしゅんとしてしまった。

　目の奥が熱くなってくるのを必死にこらえる。

「悪いが、帰ってもらえないか。俺もそこまで暇じゃない」

「はい、失礼します」

　最初からうまくいくなんて思ってもいなかったが、正直、打ちのめされた。

　ぺこりと頭を下げ、侯爵の隣をすり抜けて屋敷を後にする。

　──でも、考え方によってはこれでよかったのよ。話の切り出し方は練習できたし……最初から侯爵閣下とじゃ釣り合わないし。

　切り替えの早いところが、自分の長所だとリネットは思っている。叔父からもらったリスト、次に書かれていたのは誰だろうとメモを探してバッグに手をやり、そこで固まった。

　バッグに入れていたはずのメモがない。

　──ひょっとしたら……あの時……！

　おそらく、侯爵の前でバッグの中身をかき回した時に落としたのだろう。慌てて屋敷の方に戻りかけ、それはどうなのかとそこで足が止まる。

　きっと、客間に落としてきたのだろうが、メモを探させてほしいと頼むのはあまりにも図々しい。

　──しかたないわね。もう一回叔父様にお願いしましょう。

　少なくともフォールス侯爵の名前はリストから削除できるから、それだけでもよしとしなければ。

　諦めて、もう一度門を目指して歩き始めた時、後ろからリネットの名前を呼ぶ声が聞こえてきた。

「待ってくれ、リネット・ダンフォード嬢！」

　首を傾げて振り返ったら、リネットを呼び止めたのは侯爵だった。

　よほど慌てて走ってきたらしく、リネットのところまで追いついたものの、肩で息をしている。

「閣下……なんでしょうか？」

「──忘れ物だ」

　彼がリネットの方に突き出したのは、落としたと思っていたメモだった。

　明日、もう一度叔父に頼まなければいけないと気が重かったから、両手を打ち合わせて喜んでしまう。

「ありがとうございます、閣下！　これがないと困るんです、とても」

「君は正気か？」

　真顔で侯爵は問いかけてくる。

　──正気ってどういう意味？　ちょっと失礼なんじゃないかしら。

　その不満が、表情に出ていたみたいで、侯爵は大きくため息をついた。

「……ここじゃゆっくり話せない。もう一度、屋敷に戻ってくれ」

「わかりました」

　渋々侯爵の言葉に従って、出てきたばかりの客間に戻る。

　リネットが彼に続いて足を踏み入れると、そこにはお茶の用意がされていた。

　甘い香りのするケーキに、ジャムで飾りをつけたクッキー、焼きたてのスコーン。三段のトレイには、サンドイッチも載せられている。

　今日は昼食を抜いてしまったから、甘い香りに誘われて胃が音を立てた。侯爵の耳に聞こえないかと慌ててその場所を押さえてみる。

「──お席にどうぞ」

　先ほど案内してくれた執事らしき男にうながされ、指定された場所に座る。テーブルに並んでいるティーセットが、銀製であるのに気がついてまたびっくりした。

　これだけの用意をしてくれているということは、きっとゆっくり話をしようということなのだろうけれど、いいのだろうか。

「シモンズ、控えていろ」

「かしこまりました」

　ゆっくりと一礼した執事が、壁際へと下がる。いざ話の始まる雰囲気になると、急に居心地悪く思えてきた。

「まずはそのリストだが──」

　侯爵が口を開いたところで、また胃が派手な音を立てて、リネットは顔を赤くする。

「スミマセン……いつもはこんなこと、ないんですけど」

　午前中、母を看てもらっている医者から転地療養を勧められ、頭がいっぱいになってしまった。とりあえず妹には昼食を食べさせたけれど、自分の食事をとるには時間が足りなかったのだ。

　リネットがもじもじしているのを見て、侯爵はしかめっ面つらになった。

「本当に、ごめんなさい……！」

　──どうしよう、いたたまれない。

　この場から逃走したい気もしてくる。

「まあいい。食べながら話を聞いてくれ」

　彼がクッキーの載った皿を勧めてくれて、ありがたくそれを受け取った。

　銀のティーカップに注がれた紅茶は香りがよくて、その香りにもまた食欲をそそられる。リネットは用心深くクッキーを囓かじった。

「──おいしい！　……あ、すみません」

　本音がつい口から漏もれた。さくさくのクッキーは、口の中に入れるとほろりと崩れ、そのタイミングで上質のバターの香りがぱっと立つのだ。濃厚な甘みなのにしつこくなく、上に載せられたイチゴのジャムがいいアクセントとなっている。

「誉められると、家の料理人も喜ぶだろう。スコーンも食べるといい」

　スコーンにはクロテッドクリームとレモンカードが添えられていた。少し酸味のあるレモンカードを選んで、割ったスコーンにつけて食べる。

「スコーンもおいしい……です……」

　口に入れたものどれもがあまりにも美味で、一瞬、自分がなんのためにここに来ているのかわからなくなった。

　侯爵はといえば、自分は食べ物には手をつけず、紅茶のカップだけを手元に引き寄せている。

　クッキーを二枚と、スコーンを一つ、サンドイッチ二切れを食べたところでようやく我に返った。

　──話をするって言ってたのに！

　目の前の食べ物につられている場合じゃなかった。

　こわごわと侯爵をうかがえば、なんとも言えない表情をしてリネットを眺めている。

「……落ち着いたか？」

　静かに問われて、リネットは首を縦に動かした。出されたものをがつがつ食べるという淑女らしからぬ振る舞いに頬が熱くなったが、侯爵はあまり気にしていないようだった。

「それならいい。まずは一つ、君に話がある。このリストに並んでいる名前はなんだ」

「それは……叔父が、ですね……結婚して養ってくださる相手を探せ、と」

　侯爵は話を聞いてくれるみたいなので、リネットは身の上を話した。

　病気になった母には転地療養が必要だと医者から勧められたこと。リネットが働いて、家族三人なんとか生活してはいるけれど、療養にやれるだけの稼ぎはないこと。

　叔父に援助を頼みに行ったら、リストを渡されて、誰か結婚してくれる相手を探せと言われたこと。若いし健康なので、誰か見つかるのではないかと期待していること。

　ぽつぽつと語っている間に、侯爵の眉間にどんどん皺が刻まれていくのがわかった。

「だからって、買ってくださいはないだろう！」

「あ、あれは……焦ってしまって……ス、スミマセン……」

　自分でも、とんでもないことを口走った自覚はある。リネットが首を振ると、侯爵は真面目な顔でリストを上から下まで指でなぞってみせた。

「君は、ここに並んでいる人達を知っているのか？」

「いいえ、知りません。閣下のことも……ここに来るまで存じ上げませんでした。あっ、あの、新聞ではお名前を拝見してましたけれど」

「それでは、表の顔しか見られないだろうからな……一つ忠告しておくとすれば」

　ためらうように一瞬言葉を切り、彼は再び口を開いた。

「正直に言えば、このリストに掲載されている人のほとんどは──結婚相手に適した人物ではない」

「そうなのですか？」

「たとえば、リストの二番目にあるジャイルズ伯爵。景気よく見えてはいるが、実はかなりの額の借金を抱えている」

「それでは、援助のお願いは難しいですね……」

「それから、三番目のポーレーン男爵。彼は、君より四十も年上だ──ああ、そんな顔をするな。それだけなら、別に止めるほどのことじゃない」

　四十離れているといえば、多少は珍しいが、貴族同士の婚姻ならばありえない話ではない。若く美貌に恵まれた妻を迎えた夫はほくほくだろうし、迎えられた妻の方が年老いた夫をどう思っているかは別として、それでなりたっている家もある。

「彼には、愛人が三人いる」

　それを聞いても、リネットはめげなかった。

「──それは……男の方だからしかたないですね」

　でも、叔父の作ってくれたリストに載せられている人は、まだ十人近くいる。誰か一人くらいは、リネットを受け入れてくれる人が見つかるだろう。

　──叔父様ったら、社交界のことには詳しくないんだわ、きっと。

　けれど、リストに挙げられている一人一人につき、侯爵は彼らが結婚相手としてはなかなか難しいだろうと思われる理由を挙げていく。

　そして、とうとう最後の一人にたどり着いた。

「このメロー子爵だが……彼は鞭むちを好む」

　──鞭を好むってどういうことかしら。

　鞭を叩きつけるといい音がするが、その音を聞くのが好きということなんだろうか。鞭は使ったことがないので、練習しなければ。

「……まあ。では、鞭の使い方を覚えないといけませんね。どこに行ったら、習うことができるんでしょう？」

　その言葉を聞いた侯爵は、軽くむせたあと、がしゃんと音を立ててカップをソーサーに戻した。

「……君が叩くんじゃない。君が叩かれる方だ」

「……ええと」

　それはものすごく困る。少なくとも、叩かれて喜ぶような趣味はない。

　とはいえ、叩かれるうちに慣れたらどうにかなるかもしれない。いや、慣れるしかない。

「それでも、しかたないですね。痛いのは好きではありませんが、なるべく痛くならないようにお願いしてみます……あとは、どうにか慣れるように努力します」

「慣れるように努力しますって、そういう問題じゃないだろう！」

　ますます頭を抱えてしまった侯爵の様子にいたたまれなくなって、リネットは手を差し出した。

「申し訳ないのですが、その紙を返していただけますか？　どちらにしても、皆さんにお願いはしてみようと思うので」

「ひどい目に遭うのがわかっていて、行かせられるはずがないだろう」

「閣下は──ご親切なんですね」

　リネットは微笑んだ。

　必死に追いかけてきてくれて、こうやって改めて話を聞いてくれている。

　──最初に、親切な方に話を聞いてもらえてよかった。少なくとも、これから先の傾向と対策を練ることができるわけだし。

　フォールス侯爵については、社交界で噂になるようなことはほとんどないけれど、最初に彼に会えたのは幸運だ。

「なんとか、やってみます。母を放っておくわけにもいかないし、できる限りのことはやってみなくちゃ」

　けれど、立ち上がりかけたリネットを引き止めたのは、侯爵だった。

「──君、家庭の切り盛りは？」

「一通りは。メイドを雇うお金もないので、家事も自分達でやっていますし」

　メイドを雇う余裕もない、というのは正直なところとても零落れいらくしているということだ。だが、一番恥ずかしい話はもうしてしまっているわけで、侯爵の前でそこを否定しても始まらない。

「さっき、完全に健康だと言っていたな」

「五年くらい、風邪一つ引いてないです」

「結婚についてはどう思う？」

「先ほどまで真面目に考えたことは、ありませんでした。そんな余裕もなかったので」

　母と妹を養うのに精一杯で、自分のことまで考えている余裕がなかったというのも本当のことだ。

　考える表情になった侯爵は、手元のリストをびりびりと破いてしまう。

「あっ──それがないと困るんです！」

　半泣きになったリネットは、慌ててテーブルの上に散らばった残骸を拾い集めた。けれど、侯爵は、なんでもないことのように言い放った。

「必要ない。俺が君を買うことにした」

「……え？」

　だって、先ほどはさっさと帰れとリネットを追い出したのに。

　──私の境遇に同情したとか？　でも、こんな話はどこにでもあると思うし……。
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　なぜ、彼が急に意見を変えたのかがさっぱりわからない。かき集めた紙片を手に握ったまま黙っていると、侯爵は落ちてきた前髪をうっとうしそうにかき上げた。

「実のところ、俺も祖母から結婚を急せかされているんだ。だが、なかなかそんな気にもなれないから、今までなんとかやり過ごしていた」

「……でも」

　すごく今さらではあるけれど、こういう状況での結婚に侯爵の祖母は反対しないのだろうか。リネットの迷いを理解したように、彼は続けた。

「祖母からは、相手が貴族でなくても気にしない、とにかくさっさと結婚しろと……言われているのはそれだけだ」

「……そうなんですね」

　彼の身分と容姿と財力からしたら、結婚したいと願う令嬢はたくさんいるはずなのに、誰でもいいのか。そういえば、新聞のゴシップ欄でも彼に関するゴシップは掲載されていなかった気がする。

「もともと、人付き合いがあまり好きじゃないんだ。この屋敷にも、必要最低限の使用人しか置いていない」

　──そのようには、見えなかったけれど……。

　リネットの目からしたら、この屋敷はどこもきちんと手入れされているように見えた。ということは、最低限の使用人達がものすごく頑張っているということなのだろうか。

「近々、家政婦が辞めることになって、その代わりの人間を探そうと思っているところだった。もし、君が、家事の切り盛りも面倒を見てくれるというのであれば、君の願いを聞いてもいい」

「……ありがとうございます！」

　大声をあげたリネットに向かって、彼はだるそうに手を振った。

「俺も祖母の命令をかわすことができるし、礼を言われるほどのことじゃない。俺と結婚して跡取りを作り、家政の面倒を見てくれればそれでいい。あとは──なるべく、俺の前に姿を見せないでもらえるとありがたい。静かに過ごすのが好きなんだ」

「わかりました」

　もっと大変なことを要求されると思っていたから驚いたが、侯爵の要求はもっともなものと思えた。

「買っていただいたお値段分、しっかり働きますね！」

「事務員の仕事の方は辞めてもらうことになるが問題ないか？　明日にでも、お母上の転地療養の手配をしよう」

「……あ、そうですね……次の人が見つかるまで、すぐには辞められませんが、退職のお話はしておきます」

　十三の時からずっと働いてきた店を辞めるとなると、ちょっと寂しい。

　けれど、少なくとも母を療養に行かせてやることができるので、リネットは安堵した。

「あ、あの……」

　一瞬、ためらった様子のリネットに、侯爵はいぶかしげな目を向ける。

「閣下も、鞭を使うのがお好きなんですか？」

「そんなわけないだろう！」

　侯爵が大声をあげて、リネットは首をすくめる。とにかく、さっさと結婚しろと言われているということは、侯爵も何かしらの欠点があるかと思ったけれど、そうでもないらしい。

「俺は、とんでもないことをしたのかもしれない」

　という彼のつぶやきは、聞こえなかったことにした。

　そして、帰る前に挨拶だけはしておくようにと、侯爵は執事のシモンズを近くに呼んでリネットに紹介した。

　シモンズは、侯爵が婚約した相手だと引き合わせたリネットを見て柔らかな微笑みを浮かべる。先ほどリネットを招き入れてくれたのは彼だった。

「奥様──とお呼びすればよろしいでしょうか」

「いいえ、どうぞ名前で呼んでください。だって、奥様じゃないし」

　いずれは奥様になるのかもしれないけれど、今はまだそうじゃない。そう言うリネットにシモンズはまた微笑んだ。

「リネット様が来てくだされば助かります」

「できる限りのことはしますね。どうぞよろしくお願いします」

　リネットは屋敷を見回す。この屋敷で、買ってもらった分はきちんと満足してもらえるだけの働きをしなければ。

　心の中でえいと拳こぶしを突き上げると、リネットは意気揚々ようようと屋敷を後にしたのだった。




◇　◇　◇

　翌日、ウィリップがやって来た時、リネットは侯爵との取り決めをありのままに話した。

「叔父様ったら、ぼんやりしてらっしゃるのねぇ。叔父様が教えてくださった方、みーんな結婚相手には不向きだって、侯爵様はおっしゃっていたわよ」

「そ……それはすまなかったね。いきなりお前が自分を売り込みに行くとは思ってもいなかったものだから」

　リネットの言葉に、ウィリップは焦った様子だった。

　ポケットから取り出したハンカチで、しきりに額ひたいを拭ぬぐう。ウィリップがそんな真似をする理由もよくわからなくて、リネットはまた首を傾げた。

「でもよかったわ。侯爵様が引き取ってくださって。そうじゃなかったら、何度も空振りをするところだったわ」

　ウィリップを通したのは、居間兼食堂兼客間だった。

　この家には、あと厨房の他は寝室が二つあるだけだ。

　寝室の一つは、病人である母が使っていて、もう一つをリネットとメイベルが分け合っている。ベッドを二つ入れたらそれでいっぱいになってしまう小さな部屋だ。

　入浴の時には、厨房で沸かした湯を、寝室に置いてある浴槽まで運ぶ。それはリネットとメイベルの二人で手分けして行っていた。

「ま、まあ……フォールス侯爵がお前達の面倒を見てくださるというのなら、安心したよ」

「ええ。だから、私、うんと頑張って働かないと！」

　──買って損したと思われたくはないもの！

　ウィリップにお茶とクッキーを勧めながら、傍かたわらのテーブルで算数の宿題を片付けているメイベルに目をやる。十二歳という年齢の割に少々幼いところがあるから、少なくともあと一年は勉強させてやりたい。

「叔父様、だから……私達のことは心配しないで大丈夫。叔父様も、これから大変でしょう？」

　もちろん、今までだって必要以上に叔父に頼っていたというわけではなかった。

　ただ、今後は今まで払ってくれていた家賃の支払いもなくなるわけだし、叔父の生活を立て直すこともできるだろう。

「あ、ああ、そうだな。それで、侯爵様にご挨拶をする機会はあるのかな」

「……どうかしら。そういうことって、あちらにお任せするものでしょう。どうして？」

「いやなに、可愛い姪をよろしくお願いしますとご挨拶したいだけだよ。たった一人の兄上が残してくれた娘だからね」

　やはりウィリップは暑くてたまらないみたいだ。先ほどからハンカチを手放すことなく、しきりに額を拭っている。

「……そうねえ」

　リネットがそう言った時だった。

　玄関の呼び鈴が鳴る音がする。対応に向かうと、そこに立っていたのは、昨日顔を合わせたシモンズだった。

「入ってもよろしいかと旦那様がお聞きしております」

「……あ、はい。どうぞ……今、叔父が来ていますが──かまいませんか？」

　言葉の後半は、シモンズの肩越しに向かって投げかけた。なぜなら、そこに立っていたのはリネットの婚約者になった侯爵だったから。

　今日の彼は、黒いフロックコートを一分の隙もなく着こなしている。侯爵が手で合図すると、シモンズは一歩下がって侯爵を通した。

「君の叔父上が来ているというのならちょうどいい。先に話をしてしまおう──」

　先ほどまでウィリップを歓待していた部屋に戻ると、慌てた様子でウィリップは立ち上がる。

「メイベル。お母様のところに行っていてくれる？　しばらくの間でいいから」

「うん」

　妹を母のいる寝室へと追いやり、リネットは、婚約者と叔父を振り返った。その時には、二人はもう話を始めていた。

「なんでも、姪に求婚なさってくださったそうで」

　もみ手をしそうな勢いで、ウィリップは侯爵に向かってぺこぺことしている。そんな彼に向かって、侯爵は冷たい声で言い放った。

「俺は目立つことは好きじゃない。リネット嬢との約束はきちんと守るから、その点は安心してくれていい。まず、この家は男爵、あなたが借りているのだろう？」

「さようでございます──閣下」

「わかった。ここは準備ができ次第引き払う。お母上は転地療養が必要だと聞いたから、すぐに転地させる。侯爵家うちの別荘を使ってもらえばいい。妹には家庭教師をつけて、一緒に療養先に行ってもらおう。母親と離れるのは不安だろうから」

　──昨日の今日で、ここまで考えてくださったの……？

　手配をするとは言っていたが、こんなにも早く話を決めてくれるとは思ってもいなかった。

「では、リネットはどうなるのですか」

「俺の屋敷に来ればいい。婚約者の一人や二人、滞在できないほど狭い屋敷でもないし」

「ですが──嫁入り前の娘が、お屋敷に滞在するなどというのは」

　ウィリップが、困った様子を見せる。

　どうしようかとリネットが困惑していたら、侯爵はわざとらしく息をついてみせた。

「わかっていないな、男爵。リネット嬢には侯爵夫人として勉強してもらわなければならないことがいろいろある。祖母が海外から戻ってきたら、すぐに挙式できるように早めに準備を始めたい」

「……閣下がそうおっしゃるのでしたら」

　侯爵があっという間に話をまとめてしまう。あまりにもてきぱきと進むので、リネットが驚いていたら、彼はこちらに目を向けた。

「お母上にも挨拶したいのだが、かまわないかな」

「……聞いてきます」

　慌てて寝室へと向かい、母の様子をうかがう。会うべきだという返事が返ってきたから、リネットはそのまま急ぎ足に居間に戻った。

「叔父様、もうちょっと待っていてね。閣下をご案内してくるから」

　狭い二階への階段を、リネットは先に上がる。急で狭い階段だけれど、侯爵は何の危なげもなくリネットについてきた。

「お母様、フォールス侯爵様よ。力を貸してくださるって」

　侯爵を室内に招き入れると、ベッドに身を起こした母は侯爵に向かって頭を下げた。それから、リネットに向かって席を外すようにと言う。

　メイベルは、と言えばリネットと分け合って使っている寝室の方に入れられたらしい。

　先に階下の部屋に戻ったら、叔父は困ったような顔をしていた。

「叔父様、何かあったの？」

「いや……侯爵様は、思っていたのと少し違う方のようだな」

「どんなところが？」

「い、いや、いいんだ。私はこれで帰ることにするよ。義姉さんの様子も見ることができたからね」

　叔父は、侯爵が戻ってくる前に引き上げた。それからすぐに戻ってきた侯爵を、リネットは玄関先まで見送る。

「閣下……あ、ありがとうございます。母のことも。それから……妹のことも。私、一生懸命頑張りますね」

「……ああ」

　侯爵のために、リネットには何ができるのだろう。

　──お屋敷に行ってから、シモンズさんに相談したらいいわね、きっと。

　あの執事なら、リネットの相談にもきちんと乗ってくれるだろう。そんな気がする。

　こうして、リネットが侯爵の屋敷に押しかけてから一週間後。

　母とメイベルは侯爵の持つ海辺の別荘へ。

　リネットは、侯爵家へと移動することになったのだった。
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　手にトランクを一つ持って、リネットはフォールス侯爵家の前に立っていた。

　──侯爵閣下は……扱いにくい人だと叔父様は言っていたけれど。

　一昨日改めて訪ねてきた叔父は、いろいろとリネットに話をしてくれた。

『お前にとっては、手強い相手になると思うよ』

　なんて言っていたけれど、そんなことを口にする理由がわからない。

　──この一週間はものすごく忙しかったっけ。

　侯爵家からはシモンズと、もう一人アンというメイドが派遣されてきた。

　シモンズがもろもろの手続きを片付けてくれ、アンが荷造りを手伝ってくれて引っ越しの準備を終えることができた。

　侯爵は馬車まで回してくれて、母とメイベルはその馬車でナーヴという保養地に向けて旅立っていった。

「シモンズさん、こんにちは！　今日からよろしくお願いしますね！」

「お待ちしておりました、リネット様」

　一週間の間、毎日手伝いに来てくれていたシモンズとリネットは、かなり気楽に話すことのできる関係になっていた。

「お荷物をお持ちしましょう、リネット様」

「あら、いいのよ。だってこれ、うんと軽いんだもの」

　もともと贅沢ぜいたくはしていないので、リネットの荷物はとても少ない。

　何着かの着替えに、ブラシや歯ブラシ、ハンカチや髪をまとめるリボンに日記帳などごくごくわずかな身の回りの品だけだ。荷物はたいして重くない。

「私は、どこにお泊まりするの？　三階？」

「三階は使用人の部屋ですので……リネット様には、旦那様の隣の部屋を使っていただきます」

「私、そこに泊まってしまっていいのかしら」

　たしか、侯爵はできるだけ静かにしておいてほしいと言っていたような気がする。

　それなのに、隣の部屋をリネットが使ってしまっていいんだろうか。

「もちろんでございますとも。失礼ながら、私の方でお部屋は調えさせていただきました。気に入ってくださるとよいのですが──」

「──素敵！」

　二階の寝室に案内され、扉を開かれた瞬間、リネットは大きな声をあげてしまった。

　壁に張られているのは花模様を散らした壁紙。たっぷりと襞ひだを取り、金で縁取ったピンクのカーテンが窓にかけられていて、天井からはシャンデリアが下げられている。

　どっしりとした天蓋付きのベッドに用意されているのはシルクの寝具。

　置かれている家具はいずれも年代物のようだが、よく磨き込まれている。

「あっ……ごめんなさい」

　静かにしていてほしいと言われたことを思い出し、慌てて手で口を塞ぐ。そんな彼女を見て、シモンズは面白そうに笑った。

「静かにしておかないといけないんですよね」

「この時間帯は、旦那様は図書室にいらっしゃるから大丈夫ですよ」

「……ああ、よかった」

　来たそうそう追い出されてしまうのではないかと、ちょっと不安になった。

「──旦那様は、あまり人と関わり合うのがお好きではありませんからね。おかげで、この屋敷も最低限の人数しか雇っていないのでございますよ」

「……そういうお話だったわね。大丈夫、私もお手伝いします」

　とんでもない、とシモンズが笑う。

「リネット様は、この屋敷の奥方になられる方でございますから」

「あら、私のお仕事には家政婦業も入るのよ。しっかり働かないと」

　本来、家政婦というのは女性の使用人達をまとめる立場にあるから、リネットの想定しているような下働きの仕事はする必要がない。

　けれど、母の転地療養にかかる費用を全て出してもらっている上に、転地先での家族の生活の面倒まで見てもらっている。できることは全部やるつもりだ。

「リネット様、夕食は十九時半にご用意いたします。お召し替えを──お支度にアンをよこしましょうか」

「いいえ、大丈夫。一人で着られる服しか持っていないの」

「かしこまりました」

　一礼してシモンズが寝室を出て行くのを見送り、手にしてきたトランクを開いて、中身を取り出す。

　事務員として働いていたから、リネットの服装は常に簡素なものだ。

　今着ている外出用のドレス以外は、家向きのドレスが二着と、仕事用のドレスが二着。手元にあるのはそれだけで、クローゼットに吊す作業もあっという間だった。

　壁に押しつけるように置かれていたライティングデスクの引き出しに日記帳をしまい、鏡台の前にブラシを置く。

　その他のこまごまとした品を引き出しに収めたら、荷物の片付けは終わってしまった。

　──お召し替えって言われても。

　外出用の服のままでは問題だ、ということなのだろうと解釈して、家向きのものに着替える。紺色の地味な服しかないが、普段着ているものでいいだろう。

　おそらく、正装して来るようにということなのだろうが、そういう服は持っていない。

　夕食の時間になると、リネットの知らないメイドが迎えに来てくれた。

「……リネット様がお見えになりました」

　食堂に到着したリネットを、シモンズが侯爵の前へと押し出す。

　そこは、広い食堂だった。白い清潔なクロスのかけられたテーブルについていた侯爵は、入ってきたリネットを見て眉を上げた。

「なぜ、君がここに来た？」

「あの、シモンズさんがここに──」

　こちらを見る侯爵の目が、とてもいぶかしげなものだったから、リネットはいたたまれなくなる。

　──なんだか、私、困らせてしまっているのかしら。

「リネット様は婚約者ですよ、旦那様。今日くらい、一緒に食事をしてもよろしいでしょう」

「シモンズ、お前な」

　一瞬、めんどくさそうな表情になった侯爵だったけれど、シモンズの目配せでリネットに座るよう合図する。

　──困ったことになったわ。

　侯爵の向かい側に座ったが、どうしたらいいのかわからず落ち着かない。シモンズに助けを求めようかと思ったら、彼はあっという間に姿を消していた。

　しばらくすると、メイドが料理の載ったトレイを手に入ってくる。シモンズがそれぞれに給仕してくれた料理にリネットの目が丸くなった。

「──わあ！　……あ、ゴメンナサイ」

「……静かにしてもらえるとありがたいな」

「はい、気をつけます」

　──そうよね。静かにするって約束したんだから。

　それきり、食事のテーブルには静かな空気が広がった。

　侯爵は無言のまま食事を進めていき、彼と同じようにリネットも無言のままナイフとフォークを動かす。

「……はぁ、幸せ」

　思わず声を出してしまい、ちらりと侯爵の方に目をやる。今のは聞こえていなかったようだ。問題ない。

　──それにしても、こんなに静かなテーブルってなんだか変。

　家族で食事をする時は、いつも賑にぎやかだった。

　メイベルが学校でのあれこれを話すのを、母と二人でうんうんと言いながら聞いていた。

　それなのに、ここでは侯爵はリネットの方に一度も目をやろうともしない。

　──これ以上、お邪魔してはだめね。

　先に食事を終えて、席を立つ。

「……それでは、お先に失礼いたします」

「……ああ」

　返事はとても短くぶっきらぼう。

　こんな風に彼と一緒にいるのは、間違っているんじゃないだろうかと思えてきた。

　それでも、やるべきことはしっかりやらねば。

　──少しでも、恩返しができますように。




　気合いが入りすぎていたのか、翌朝は日が昇るのと同じくらいに目を覚ましてしまった。

　リネットの部屋は、当主の妻に与えられるものだという。もちろん、それは正しいのだろうけれど──あまりにも広くて静かで落ち着かない。

「よし！」

　ただの婚約者ではなくて、家政婦も任されるのだ。

　今日から張り切っていかなければ。

　仕事用の灰色のドレスを選び、その上からエプロンをつける。用意されていた水差しの水で顔を洗い、髪をきゅきゅっと手早く結えば身支度完了だ。

「お……おはようございます。もう起きていらしたのですか」

　紅茶を持ってきてくれたアンは、リネットがもう起きていることに驚いたみたいだった。サイドテーブルに紅茶を置いて、到着が遅れたことに申し訳なさそうな顔になる。

「あなたがお世話をしてくれるの？　心強いわ！」

　リネットは両手を打ち合わせた。

　一週間の間に、アンとはずいぶん気安く話すことができるようになっていたから、彼女が来てくれたことに安堵する。

「明日から、私の分のお茶はいいわ。わざわざ持ってくるのは大変でしょう。皆は朝のお茶は使用人の食堂でいただいているの？」

「え、ええ……」

「それなら、明日からは私もそこでいただくことにする」

　せっかくアンが持ってきてくれたお茶だ。無駄にしたくないし、朝の一杯は目を覚ますのに必要だとされているので遠慮なく口に運ぶ。

「うん、おいしい！」

「旦那様は、メイド達にもいい茶葉をくださいますが──奥様に差し上げるのとはやはり違います。こちらに運んできた方が」

　一口飲んだら、頭がしゃっきりとしてきた気がする。

「いいのいいの。だって、私……家政婦のお仕事をするんだもの」

　跡取りの問題はあるが、それは結婚したあとのことだ。今、期待されている第一の役割は、きっと家政の切り盛りだ。

「私の家の手伝いに来てくれていたから、手が回っていないのでしょ？　さあ、パーカー夫人のところに行って、何をするのか聞きましょう」

　きっとまだ侯爵は寝ているだろう。

　空になったカップの載ったトレイを手に、アンを急かすようにして階下に向かう。

　使用人の食堂では、家政婦のパーカー夫人も、他の皆と一緒になってお茶を飲んでいた。

「ほら……一人で飲むよりも、皆でここで飲んだ方が楽しいもの……だめ？」

　リネットのお願いに、皆うーんと困った表情になってしまう。

　その困惑を解いてくれたのはシモンズだった。

「旦那様は、気になさらないだろう。お前達も、細かいことに気を取られていないで、リネット様を助けて差し上げるように」

「シモンズさん、ありがとう！」

　リネットの顔に、満面の笑みが浮かぶ。ぱっと明るくなったその顔にシモンズは目を細めたけれど、それきり彼は自分の仕事に行ってしまった。

　それからリネットは大忙しだった。

　パーカー夫人が辞めてしまう前に、彼女のやっていたあれこれを全て覚えなければならないのだ。

　この屋敷で働いているのは、先代から仕えているシモンズに、家政婦のパーカー夫人。それに主にキッチンを任されているアンとその他のメイドが三人、シモンズの助手であり力仕事をする男性の使用人が三人だ。

　この屋敷の規模からすれば、使用人の数が圧倒的に少なく、皆がいくつもの役を兼任しているそうだ。

「料理とお茶菓子はアンに任せていただいてかまいません」

「わかったわ。では、私は他の部分をまかなえばよいのね」

　食料品店への注文に、洗濯物の管理、日々の支払い。シモンズの手が回らないところにリネットが手を貸すことになる。

　──お洗濯もお掃除も、この分だとなんとかできそうね。

「手が回らないところも多いんですよ。お客様をお通ししない場所は、後回しになりがちで……」

　パーカー夫人がぼやく。庭に表玄関、それに客人を通す客間に一階の廊下に、日頃侯爵が使っている部屋。日常の掃除は、そのあたりがメインになるらしく、使っていない部屋は放置されることも多いそうだ。

　──この間は気づかなかったけれど、言われてみれば、手が回っていないところも多いわね。

　それは、おいおいどうにかしていこう。

　その日は屋敷の家事がどのように行われているのかを確認して終わってしまった。侯爵と一緒に食事をするのは申し訳なかったので、食事は使用人用の食堂に紛れ込んで一緒に食べることに決める。

　二日目からは、リネットは大忙しだった。

　屋敷中のカーテンを洗い、カーペットの埃ほこりを払い、家具を磨く。階段の掃除に、床磨き、庭の手入れの手伝いまで。

　それから帳簿を確認して、必要なものの支払いをすませる。他の使用人達が終えた家事をチェックしたら、厨房で芋の皮を剥むき、ティータイム用のお菓子を焼くのにバターを練る役も引き受ける。皿洗いにも当然どんどん手を出した。

　この屋敷に入って五日目には、シモンズと一緒に銀の食器まで磨いていた。銀食器は少し油断をするとすぐに黒くなってしまう。

　リネットが銀食器を磨く手つきは慣れたものだ。実家にいた頃は、なんでも自分の手でやっていたから、このくらいたいしたことではない。せっせと磨いていたら、シモンズが感心したように息をついた。

「リネット様は、本当によく働かれるのですねぇ……」

「家族ごと引き取っていただいたんだもの。きちんと恩は返さないとね」

　今、リネットが身に着けているのは、使用人のお仕着せに似た黒いドレスだ。その上から白いエプロンをしているので、遠目には使用人とほとんど変わりなく見える。

「でも、侯爵閣下って吝嗇りんしょくな方ではないのでしょ？」

「もちろんでございますとも！」

　リネットの問いには、シモンズは鼻息も荒く返してきた。

「使用人達には、いずれも破格の賃金を支払っております。人数が少ない分……各自にかかる負担も大きいのですが、その分、よく報むくいてくださいます」

「あまり、たくさんの人を屋敷に入れたくないっておっしゃっていたけど」

「それも人手が足りない理由でございますよ。なかなか……旦那様の要求する基準にいたる使用人を見つけるのは難しいことなのです」

「なぜ……人を入れたがらないのかしらって……聞いたらいけないのよね」

　好奇心半分で聞きかけたけれど、シモンズがそこには口を閉じてしまったので追及するのはやめた。

　いずれにしても、リネットに求められているのは仕事をすることだけなのだから。

「リネット様が、旦那様に変化をもたらしてくださることを期待しておりますよ」

「無理無理無理無理、そんなの無理よ。閣下も私には……こういうお仕事以外は期待していないと思うの」

「さて、それはどうでしょうか」

　意味ありげにシモンズが微笑む。

　なんだか、この人にはかなわないのかもしれないと素直に思った。

　そんな風にして、リネットはあっという間に侯爵の屋敷に馴染なじんでしまった。

　パーカー夫人も退職するその日に、リネットに教えることはもう何も残ってないと太鼓判を押してくれた。

「閣下が、人を入れたがらないのはわかるけれど、本当にぎりぎりなのよねえ……」

　誰も手抜きなんてしていないのも今日までの間に理解したが、ぎりぎりのところでやりくりしているものだから、どうしても手の回らないところが出てくる。

「今日は、窓を磨きましょう。天気もいいし、ぴかぴかにしたら気持ちいいもの」

　日課の掃除を終え、出入りの商人達に食材の注文もすませる。料理はアンとメイドの一人に任せることにして、午後からは一階の窓磨きにかかることにした。

　石けん液をバケツに作り、丁寧に窓を磨いていく。あっという間に真っ黒になってしまった雑巾ぞうきんを綺麗に洗い、再び窓磨きにかかる。

　料理をしていないメイドと一緒になって、外から窓を磨いていたら、不意に後ろから声をかけられた。

「君、新しいメイド……？　の割に制服を着てないね」

　リネットが梯子はしごの上から見下ろしたら、そこに立っていたのは、リネットより少し年上と思われる青年だった。

「お客様ですか？　気がつかなくてすみませんっ！」

　慌てて梯子から下りたから、転げ落ちそうになる。

　落ちる前にリネットを支えてくれた青年は、詫わびの言葉を口にしてそっとリネットを離してくれた。

「僕は、アーロン・ベルグラム──カイルの従兄弟なんだ。最近、会っていなかったから顔を見ようと思って。君は？」

「リネット・ダンフォードです……ええと、閣下が私を雇ってくださって」

　そう言うと、アーロンはいぶかし気な顔になった。

「リネット・ダンフォードって……君とは、婚約したと聞いたんだけど」

「それも間違いではないですね。婚約もしたのですが、家政婦としてもお仕事をしているんです。そういうお約束なので」

「……なんてことだ。君はこの屋敷の女主人になるんだろう。そんな君に窓を磨かせるような真似をするなんて。それに窓ふきは家政婦の仕事じゃない」

　家政婦の仕事は、他の使用人の管理であり、掃除や洗濯などには手を出さないのが普通だ。

　けれど、この屋敷は根本的に人手が足りていないので、前任者のパーカー夫人も掃除には手を出していた。リネットも同じようにしているだけだ。それに汚れはどうしても気になる。

「だって、手が足りないんですもの。誰かがやらないと、窓は汚れる一方だし……」

「そんなひどいことってあるか？　カイルにきちんと言ってやらなければ」

「でも、閣下はとてもよくしてくださるし……いただいたお金の分はきちんと働かないと」

「お金？」

　口を滑らしたことに気がついて、石けん液につけた雑巾を握りしめる。

　──どう、説明したらいいのかしら。

　侯爵との約束のことを、どう説明したらアーロンにわかってもらえるんだろう。

　困り果てていたら、侯爵が居間の窓から顔をのぞかせた。

「アーロン、そんなところで何をしてるんだ？　用があるならさっさと入ってこい」

「閣下、お茶をお持ちしましょうか？」

「ああ、頼む。給仕には、シモンズをよこしてくれ」

　リネットの言葉に返事をすると、侯爵はそのまま顔を引っ込めてしまった。

「君、カイルのこと『閣下』って呼んでいるの？」

「ええ……だって、閣下ですもの」

　リネットがきょとんとしていたら、アーロンは額ひたいに手を当てて嘆息した。先ほどから、何度もため息をついているのはなんでだろう。

「僕のことは、名前で呼んでもらえるとありがたいんだけど」

「では、お言葉に甘えて……アーロン様は、お菓子は何がお好きですか？　お茶と一緒にお持ちしますね」

「甘いものは好きだけど、君に任せるよ」

「かしこまりました」

　いずれにしても、窓ふきはそろそろおしまいだ。

　残りの作業はメイドに任せて、お茶を頼むために厨房へと向かった。

　そのあとは、厨房で夕食の手伝いだ。

　アーロンはいつの間にか帰ったみたいだけれど、リネットが気にするほどのことでもないだろう。




　夕食の仕込みを終えたあとは少し時間が取れた。図書室で本を読んでいたら、ふらりと侯爵が入ってくる。

「……今日、従兄弟が来た」

「はい、アーロン様ですね。お茶、気に入ってくださいました？」

　お茶を出すのはシモンズに任せてそのまま引っ込んでしまったから、アーロンの口に合ったかどうかは聞きそびれてしまった。

　リネットの向かいの席に腰を下ろした侯爵は、リネットをまっすぐに見つめてきた。

「アーロンのことは、名前で呼ぶんだな」

「……そう呼んでほしいと言われましたので」

　──どうしよう、居心地悪い。

　今までのんびりと読書していたのに、正面に侯爵が座っていると読書に集中できなくなる。

　視線は膝の上に置いた本に落ちているのに、急に文字を追うことができなくなった。

　よく考えたら、侯爵とこうやって向かい合うのは、この屋敷に着いた当日、夕食の席以来だった。

　彼は、静かな生活を好むと言うし、リネットはこの屋敷の切り盛りを覚えるので精一杯だった。同じ屋敷にいても、二人の生活はまったく重なることはなかったのである。

「アーロンを名前で呼んでいるのなら、俺のことも名前で呼んでほしい」

「ええと……そうして……よろしいのでしょうか……？」

「……名前くらいは覚えていてくれるかと思っていたんだが」

　侯爵は額に手を当てて嘆息した。伏せた目元が色っぽくて、リネットはまじまじと見てしまう。胸がぎゅっと掴まれたような気がした。

「な……、名前って……覚えてますっ！」

　いくらなんでも侯爵の名前を忘れるような失礼な真似はしない。

「では、これからは名前で呼ぶように」

「はい、閣下」

「名前で──カイルと呼べと言ったんだけどな」

　目の前で、ため息がもう一つ。

「……カイル、様……？」

　言われるままに、カイル──と名を口にする。

　どうしてだろう、耳のあたりがじんわりとしてきた。

　──やだ、どうしよう。

　急に頬も熱くなってきた。赤くなっているのではないかと心配になる。

「これで、いいでしょうか……カイル様」

　もう一度、名前を口にしてみる。

「……ああ、いいんじゃないか」

　それきりカイルは口を閉じてしまったけれど、リネットも何も言えなかったから、二人の間に重い沈黙が落ちた。

　この屋敷の人間は全員、カイルのことを『旦那様』と呼んでいた。なんとなく、そう呼べなくて、初対面の時からずっと『閣下』で通していたが、言われてみればおかしな話かもしれない。

　──今度から、きちんと名前でお呼びしないとね。

「君は、俺の婚約者なんだから──まあ、買ったと言ってもいいんだろうけど」

「はい、カイル様」

　じんわりとした耳も、熱くなった頬も、すぐに元の温度を取り戻す。

　──そうよね。閣下……カイル様にとっては、使用人を一人雇っただけのようなことだもの。

　とはいえ、単なる使用人というだけではなくて婚約者でもあるのだから、それらしいこともしなければ。

　それにしても、婚約者っていったい何をしたらいいんだろう？




◇　◇　◇

　その日の夜、いつものようにメイド達とわいわいしながら食事をしていたら、何やら箱を抱えたシモンズが思いきった様子でリネットの元に近づいてきた。

「お話がございます、リネット様」

「なぁに？」

「ここでは、話しにくいことですので──お部屋でよろしいでしょうか」

　ちょうど食べ終えたところだったから、空になった皿を洗い場まで下げておく。それからシモンズについて自分の部屋まで戻った。

　シモンズはデスクの上に抱えてきた箱を置き、リネットの方へと振り返る。

「リネット様は大変よく家を切り盛りしてくださっています。ですが、リネット様のお仕事は、もう一つございます。それは、後継ぎとなるお子を授かることです」

「でも、私とカイル様はまだ結婚してないし……」

「リネット様！」

「はいっ！」

　両手をしっかりと掴まれ、大きな声で名前を呼ばれて、ついうっかりリネットも反応した。

「旦那様は──ああいうお方ですので、ご自分からはなかなかお話をしにくいのではないかと思うのです。ですから、リネット様の方からぜひとも！」

　シモンズの真摯しんしなまなざしにリネットも俄然やる気になった。

「ええと……結婚前だけど大丈夫？」

「お式まで、三月みつきを切っております。誰も気にしませんよ。それより、リネット様には、お役目を果たしていただかなければなりません」

「……そ、そうよねっ！」

　──カイル様には私を買ってもらったのだから、その分しっかりお仕事をさせてもらわないとね。

「任せて！　今夜、さっそくお願いするから！」

「頼もしいお言葉です」

　シモンズはリネットの手を放すと、デスクの上に置いた箱を取り上げ、恭うやうやしく差し出した。

「よろしければこれをお召しくださいませ」

「……あ、ありがとう？」

　健闘を祈ります、と言い残したシモンズが部屋を去っていく。

　浴槽に湯を張っている間に、シモンズが置いていった箱を開けることにした。この屋敷は、最新式の設備が整えられていて、浴室では簡単に湯を使うことができるのがありがたい。

「わ、あ……」

　箱の蓋を開いて、リネットは目を丸くした。

　箱の中に入っていたのは、白いシルクのナイトドレスだった。リネットが普段寝る時に着ているコットンの寝間着とはまるで違う。

　寝る時に身に着ける品ではあるけれど、寝間着なんて野暮ったい言い方をしては申し訳ないような気がするくらい繊細で美しい品だった。

「こ……これで、眠れるのかしら……」

　シルク特有の艶つやのある光沢に、胸元は繊細なレースで飾られている。バルーン型に膨らんだ袖口にもレースが飾られていて、そこには小さなリボンもつけられていた。

「か……可愛い……！」

　裾にはたっぷりとフリルがあしらわれていて、日頃身に着けている服よりこちらの方が装飾が多いくらいだった。

　さっと入浴をすませて、ナイトドレスを身に着け、鏡の前で確認する。

　──どうしよう。本当に、これでいいのかしら。

　寝間着姿なんて、異性に見せるものでもないし、一緒のベッドで眠るなんてものすごく恥ずかしい。だが、一度引き受けた以上、やるしかないのだ。

「よし！」

　鏡を見つめながら気合いを入れ、枕を抱えて隣の部屋に向かう。廊下に面した扉を叩いたら、中から「入れ」という言葉が返ってきた。

「お……お邪魔します！」

「リネット……？」

　えいと部屋の中央まで進むと、ベッドに腰をかけて読書をしていたカイルが驚いたようにこちらを見た。

「お願いがあります、カイル様」

「なぜ、寝間着？　なぜ、枕？」

　カイルは目を丸くしていて、何を口走っているのか自分でもよくわかっていないようだ。そんな彼の方へずいっと進んでリネットは頭を下げた。

「子供を……作ってください！　というより作りに来ました！」

「ちょ──待て、落ち着けリネット！　そういうのは結婚してからで──」

「結婚してからでは遅いとシモンズさんが言ってました！　私を買ってもらった分は、しっかり働きます！」

　カイルに止める間も与えず、ベッドの中に潜もぐり込こむ。

　一度潜り込んでしまえば、彼の方も追い出すことはできないだろう。

「──では、お休みなさいませ！」

　男女が共寝をすれば、子供を授かると聞いている。

　いつできるかはわからないけれど、カイルがお願いを聞いてくれたから大丈夫だろう、きっと。




◇　◇　◇

「婚約したぞ、シモンズ。元男爵家の令嬢だというから、悪くはないだろう」

「おめでとうございます、旦那様」

　忠実な執事がゆっくりと目の前で頭を下げるのを見て、カイルは小さく息をついた。

　たしかにちょうどいいと言えばちょうどよかったのだが、まさかあんな妙な娘と婚約する羽目になるとは思ってもいなかった。

　──家族のために、か。

　力強くそう言った時の、彼女の表情がやけに目の前にちらつくのはどうしてだろう。

　カイル・ウッドハウスは人嫌いである。

　それは、彼をよく知っている人間の間では周知の事実だった。

　侯爵家の別荘は海辺の保養地ナーヴにあるのだが、そこにはキャプテン・ウォレスという海賊が宝を残したという伝説がある。

　ロマンチストと言えば聞こえはよいが、夢想家で夢を追い続けた父親は、跡取りであるカイルが生まれると義務は果たしたと言わんばかりに家庭を放置して宝探しにいそしむようになった。

　他の女に負けるのと伝説に負けるのとどっちがましなのだろうと、そう愚痴をこぼしていた母は、夫に見向きもされない憂さ晴らしをするかのようにドレスや宝石に散財するようになった。

　両親を早くに亡くした後は、祖父母が後見人となってくれたが、それはそれでまた面倒ごとが押し寄せてくるようになった。

　父の死と共に受け継いだ爵位。母が散財したとはいえ、国内でも有数の資産家と言えるだけの多額の財。

　それを受け継いだ彼は、結婚相手としては理想的とも言える相手だったのだろう。まだ十五の頃から、彼の元にはひっきりなしに縁談が持ち込まれるようになった。

　たぶん、十五の少年であれば御しやすいという令嬢達の父親の思惑もあったのだと思う。

　──結婚なんて、するもんじゃない。

　冷え切った家庭しか知らないカイルは、集まってくる令嬢達には少しも魅力を覚えなかった。

　令嬢達だけではない。同年代の少年達も、どうにかして彼に取り入ることを考えている者ばかりだった。

　たぶん、カイルの出会った人間全てがそうだったというわけでもないだろうけれど、十五の少年に人の裏表を完全に見抜くのは無理だった。

　そんな訳で、十八になる頃には人間嫌いに拍車がかかり、屋敷に引きこもって生活するようになった。

　気心の知れた、ごくわずかな人数の使用人に身の回りのことをしてもらい、静かに読書でもしていられればそれでいい。

　時折、社交界に姿を見せる時には、作った笑顔を常に顔に貼り付けている。

　そうして適当に相手をしていれば、それだけで十分満足してくれる相手ばかりだ。パーティーに出席することがあっても、最低限の義務を果たしたあとはすぐに引き上げてしまう。

　そんなカイルの本性をよく知っていたのは、わずかな友人と母方の従兄弟であるアーロンだけ。

　ただ、後継ぎのことを考えると頭が痛い。両親を早くに亡くした孫カイルを不憫ふびんに思っているのか、フォールス侯爵家の断絶を憂えているのか。おそらく両方の理由だとは思うが、祖母はせっせと結婚しろとせっついてくる。

　二十五歳までに結婚するようにと約束させられたのだが、二十五の誕生日まであと一年も残っていない。

　そんな中、飛び込んできたのがリネット・ダンフォードだ。

　彼に自分を買い取ってくれと交渉し、断られると次の相手に会いに行くとさっさと引き上げてしまった。

　彼女が立ち去ったあと、落としていったメモを拾い上げたカイルは思わず息をつめた。

　どういう基準で選ばれたのかはよくわからないが、そこに並んでいる名前は、ろくな噂を聞かない人物ばかりだった。最初に書かれていたカイル自身を含めて。

　慌てて追いかけて事情を聞けば、結婚してくれる相手を探すためのリストだという。

　──自暴自棄としか思えない行動だろう、これは！

　客間に連れ戻し、シモンズの給仕した茶を飲みながら、相手をじっくりと観察する。

　──見た目は、悪くないんだよな……。

　最初に客間に入った時も、彼女の美しさに目がとまった。

　あまり良い品を身に着けているわけではないが、着ているものはきちんとアイロンもかけられ、手入れもされている。

　一言で言うならばおそらく、「清潔感のある」女性と言えるだろう。

　もっとも、彼の好みから言えば、少々騒がしすぎる。

　家族のことで必死となっている彼女を追い払うのも──なんだか気が引けた。

　それだけではなく、背後からものすごい圧力を感じるのだ。

　──シモンズのやつめ！

　それは、給仕のために壁際に控えさせていたシモンズの発するものだった。

　祖母からさっさと結婚しろ、今すぐ結婚しろとせっつかれているのはシモンズも知っている。というより、シモンズが祖母に変わってせっついてくる。

　カイル本人としてはもう少し従順そうなというか、静かな相手の方がよかったが、ちょうどよさそうな相手が目の前にいるではないか。

　──人助けと思えばいい。

　背後からの圧力に負けたなんて、絶対に認めてやるものか。

　どうせ、祖母が帰ってきたならば見合いの席を設けられるのは間違いのないところだし、それなら、今目の前にいる困った相手に手を差し伸べてやった方がいいかもしれない。

　リネットが家政も引き受けてくれるというから、家政婦のパーカー夫人が抜けた穴も埋めることができる。

　そうなれば、この問題をさっさと片付けてしまった方がいい。

　リネットの家に結婚の挨拶に行ってみれば、そこはカイルの暮らす屋敷とはまるで違っていた。

　お世辞にも上質とはいえない家具ばかりが揃っていたが、女性だけの家庭だからというのもあるのだろうか。テーブルクロスには可愛い刺繍が施ほどこされているし、ソファに置かれたクッションも手製のものらしい。

　花瓶には花がいけられ、たぶん、きちんと額装した絵を買うだけの余裕はないということなのだろうが、壁には額装されたポストカードがいくつか飾られている。質素ではあるが、居心地のよさそうな部屋だ。

　──ここに長居するのは危険だ。

　不意にこみ上げてきた感情を、リネットの前に見せないようにする。

　こんな温かな家庭があるなんて、信じないし、信じたくない。

　その場で顔を合わせたリネットの叔父であるダンフォード男爵については、特筆すべきことはなかった。

　おそらく、リストに並んだ名前は、彼が御しやすいと思った相手を並べただけなのだろう。

　──俺もそう思われていたのだろうな。

　必要以上に愛想よく相手をすれば、囲まれて困ったことになるのは目に見えているために、人の話には口を挟まず、にこにことして聞き役に徹しているのがいつものことだ。物静かで穏やかと評されてはいるが、単に相手をするのが面倒なだけだ。

　だが、それが男爵にカイルは扱いやすい人間だと思わせたのだろう。男爵と話をした時間はさほど長くなかったが、カイルはすぐにその結論に至った。




　こうして、海辺にある別荘に義母ははと義妹いもうとを送り、街の名医に診察してもらう手はずを整えた。リネット達の住んでいた家は、借りておくだけ無駄だから、解約してしまうことにする。

　──ダンフォード男爵の経済状況を考えれば、今後は俺の方で全て引き受けた方がいい。

　リネットの母と妹がこちらに戻ってきたなら、どこかに小さな家を借りてそこに住んでもらうことにしよう。

　こういう場合、屋敷に同居してもらうことも多いが、これ以上余計な荷物は抱え込みたくない。

　自分の感情が、かなりぐらぐらしていることに、カイル自身気がついていなかった。




　カイルが懸念していた通り、リネットはやかましかった。予想外だったのは、空気を読む術すべも心得ているらしいということだ。

　屋敷に到着した最初の日は、シモンズの差し金で夕食を共にすることになったが、それ以外に彼女に煩わずらわされることはなかった。

　日中は、メイド達と一緒に屋敷の中をあちこち動き回り、夜は図書室で本を読むか、部屋で静かに過ごしているらしい。

　リネットの部屋はカイルの部屋の隣だったけれど、彼女の部屋はしんとしていて、気に障るようなことはなかった。

　──思っていたよりも、快適だ。

　ということに気がついたのは、リネットが到着してから十日もたたないうちだった。

　この家のやり方を作り上げたパーカー夫人がいなくなって、屋敷の中のあちこちに手が回らなくなるかと思っていたけれど、以前と変わらず、静かで心地よい。

　リネットはメイドと一緒になって本来ならば家政婦は手を出さない──屋敷の女主人はもっとやらない──掃除や洗濯にまで手を出しているらしい。

　カイル自身はとても満足していたけれど、そこに口を挟んできたのは従兄弟のアーロンだった。

　アーロンは、カイルが家に立ち入ることを許すごくわずかな人間のうちの一人だ。

　カイル本人は友人が少ない点に不満はないが、アーロンはカイルを気遣って、しばしば社交上の付き合いに引っ張り出しにやってくる。

　その日も、いつものようにティータイムに訪れて、自分の屋敷で開くパーティーにカイルを誘いに来たアーロンだったけれど、少しいつもと様子が違っていた。

「……カイルが、人嫌いなのは知っていたけどさ。リネットだっけ？　あの子、かわいそうじゃないか」

「何がだ？　何も問題はないと思うが」

「……なら、なんで『閣下』なんだろうな」

　アーロン本人のことは嫌いではないし、最低限の人付き合いも当主としてはやらなければいけないことだろうからと、アーロンが誘った催もよおしだけは基本的に断らない。

　そんなわけで、彼はカイルに対して割と言いたい放題なのだ。従兄弟という気安さもあって、カイルもそれを受け入れている。

「なんでって」

「婚約者兼家政婦だって彼女は言ってたけど、本当に婚約しているのか？」

「何が言いたい？」

「だって、おかしいだろ。婚約者の家にいるのにあんなにこき使われて」

「こき使ってるつもりはないぞ。彼女には家政婦の──」

「だから、それがおかしいんだって。まあ、家政婦のいない家では奥方が采配を振ることがあるのは僕も知ってるよ？　でも、洗濯や掃除はメイドの役目だし、君のことを名前で呼ぶことすら許してないなんて」

　それを言われて言葉につまった。

　別に名前で呼ぶことを許していなかったわけじゃない。ただ、そういった話をする機会がなかっただけで。

　──話をする必要もないしな。

　と、心の中で弁解がましくカイルは付け足した。

　婚約者に望むのは、彼の邪魔をしないことだけ。

　それでも、去り際に言ったアーロンの言葉が気になった。

「金で買ったと言っても、もう少し大事にしてやれよ。すごくいい子じゃないか。野に咲く可憐な花って感じ」

　──誰が可憐な花だ？

　どちらかと言えば、リネットは野に咲く可憐な花ではないと思う。可憐というよりはたくましいというか生命力溢れるというか。

　アーロンの言葉が気になってしまって、結局、名前で呼ぶところから始めてみようかとリネットに言ってみる。

　二人きりでそんな話をするのも初めてだった。

　カイルの名を呼んだリネットは、気の毒なくらいに真っ赤になってしまう。

　そんな彼女を見ていたら、胸のあたりで何かがことりと動いた気がした。

　──気のせいだ、気のせい。

　自分にそう言い聞かせてみるものの、リネットの──というより、背後にいるシモンズの猛攻は止まらなかった。

　リネットがカイルを名前で呼び始めたのに目ざとく気づいたらしいシモンズは、リネットを寝室に送り込んできたのである。

「子供を作りましょう！　婚約者の仕事だって、シモンズさんが言ってました！」

　枕を抱えて寝室に突撃してきたリネットは、そう叫ぶなり、ベッドに潜り込んでそのまま横になってしまった。

　日頃の服装とはまるで違う、レースとフリルたっぷりの白いナイトドレスを身に着けて。

　どうやって追い返そうかと思っていたが、我に返った時は、リネットは早くも健やかな寝息を立てていた。

　完全に寝入っているところを起こすのは気の毒なような気もしてきて、つられるように隣に潜り込んだのが失敗だった。隣にいるリネットが気になってしかたない。

　結局、朝までまんじりともすることはできなかった。




　翌朝、起きたリネットに確認すれば『共寝』をすれば子供ができると思っているらしい。

　──誰だ、彼女に間違った知識を植えたのは！

　共寝とはそういう意味ではないのだと説明しようとした時には、リネットはさっさと寝室を後にしていた。やらなければならない仕事が山積みなのだそうだ。

「シモンズ、昨夜──俺の部屋に、奇妙な生き物が乱入してきた」

　カイルの身支度を手伝うために、寝室にやってきたシモンズをじろりと睨にらむ。

「奇妙な生き物ではなく、婚約者でございます、旦那様」

「あれはお前の差し金だな」

　問い詰めると、しれっとした表情でシモンズは告げる。

「旦那様があまりにもふがいないので、リネット様にお願いいたしました。私が旦那様の年頃には寄ってくる若い娘をちぎっては投げちぎっては投げ」

「──そのへんにしておけ。お前の過去の女性遍歴なんぞどうでもいい」

「女性遍歴を重ねないよう、好意を示された段階で全てちぎって投げて切り捨てております。お役目第一でございますので」

　──それは、それでどうなんだ。

　頭を抱え込みそうになったが、問題はそこではない。

「主あるじに全力で婚前交渉を進める執事がどこにいる。俺が鉄の意志を持ち合わせていて、理性を全力で働かさなければ大変なことになっていたぞ」

　本当に、大変なことになるところだった。

　少し身体を動かせば、温かな体温を感じてしまう。

　隣から聞こえてくる規則正しい寝息。

　レースの間からのぞく胸の谷間だの、袖から出た柔らかそうな二の腕だの、首筋にかかった髪の色っぽさだの──。

　シモンズの前でうっかりリネットの寝顔を思い出しかけて、慌てて首を横に振る。

「理性なんぞ、必要ございませんよ、旦那様」

「──お前な！」

　そうシモンズにはあきれてしまったけれど、その日の夜もやって来たリネットを追い返すこともできなかった。

　結局のところ毎晩彼女が寝室を訪れるのは、いつしか当たり前のこととなっていた。

　ただ隣で寝るだけでは子供はできないということを、いつ彼女に教えるべきか、そちらの方で頭が痛い。

　カイルの悩みは、もうしばらくの間続きそうだった。





　　　第三章　「イケナイコト」をしましょう







　アーロンがあまりにもしばしばやって来るので、リネットは少々困惑していた。

　──でも、従兄弟だから他の人とは違ってカイル様も気になさらないのかしら。

　そんなことを思いながら、今日もリネットは、厨房でメイド兼料理人のアンと一緒に作業している。

「私、バターを練る作業、けっこう好きなのよね」

　お茶の時間に出すクッキーを焼こうというのだ。バターを練り終え、そこに砂糖をふるい入れているリネットの横で、アンはチョコレートを刻んでいる。

「バターを練るのは、力仕事ですよね……あ、どうかなさいましたか？」

　アンが顔を上げたので振り向いてみたら、厨房の入り口のところに立っていたのはアーロンだった。

「リネット、君、ここで何してるの？」

「クッキーを焼いてます。今日は、アンが新しいレシピを教えてくれるんですよ」

　アンは料理だけではなくて、お菓子を作る腕前もなかなかのものだ。手が足りなければ、町の菓子屋から買ってきた菓子がティータイムに並ぶこともあるけれど、たいていはアンの焼いた菓子が出されている。

「あと、ケーキも焼いたので、お茶の時間にお出ししますね」

　もちろん、リネットもあとで使用人達と一緒にいただくつもりだ。今日のケーキはおいしそうに焼けているし、使用人用の食堂で皆と過ごすティータイムが楽しみだ。

　焼き上がったケーキは、今は作業台の端で冷ましているところだ。あとで上下半分に切り、間にベリーのジャムを挟んで粉砂糖で飾り付けたら完成だ。

「ちょっと、いいかな」

　入り口から廊下に引っ張り出されたリネットは、アーロンの目に同情するような表情が浮かんでいるのに気がついて、また困惑した。

「かわいそうに……キッチンでまでこき使われるなんて」

「こき使われてませんよ？　私が、好きでやっていることだし」

　──この人、何を言ってるのかしら。

　リネットは、カイルとの約束を守って家事の切り盛りをしているだけのつもりだが、世間の常識からは少しずれているのもまた事実だった。

「まだ、結婚していないんだろう。こんなところから、僕が救い出してあげるから」

「え……？　必要ないです、アーロン様。私、楽しくお仕事しているので大丈夫です」

「無理はしないで、リネット。そんな使用人みたいな服を着させられているなんて──君にそんな服は似合わない」

「……ええとですね」

　──アーロン様は、人の話を聞いてないのかしら。

　使用人みたいな服と言うけれど、これは実家からリネットが持ってきた服だ。

　たしかに華やかさには欠けているが、働いているのだからこれでちょうどいいのに。

「絶対、僕が君を救うから」

　とどめのようにもう一度リネットの手を握りしめてから、アーロンはばたばたと走り去ってしまった。

「あ……必要ないです……って、行っちゃったし」

「アーロン様のご用って何だったんですか？」

　厨房の入り口から顔を出し、アーロンを見送ったアンが声をかけてくる。

「んー、よくわからないわ」

　リネットは首を傾げる。それから、アンと一緒になってクッキーを焼く作業に戻ったのだった。




　リネットが寝室を訪れるのをカイルは拒まなかったから、毎晩彼のところに行っているけれど、それでもなんとなく毎朝枕は自分の部屋に持ち帰ってしまう。

　今夜も、枕を抱えてリネットがカイルの部屋に行ったら、彼はリネットの前にクリームの入った容器を差し出した。リネットも店で見たことはあるが、手の出せない値段の高級なクリームだ。

　ベッドにぺたりと腰を下ろしたリネットは、カイルからそれを差し出される理由がわからず、目を瞬またたかせた。

「これ、なんですか？」

「君の手がぼろぼろだから……つけるといい」

　なぜか視線をそらしながら、カイルが言う。

「……あの。水仕事をしたら、手が荒れるのは当然だし」

「クリームを塗ったら、少しはましになるんだろ？」

　彼の手にある容器をぼうっと見ていたら、彼はリネットの膝の上にその容器を置いた。

「これは、リネットのだから」

　──本当に、いただいてしまっていいのかしら。

　カイルからプレゼントを受け取ったことはなかったから、どうしたらいいのかわからない。

　金属製の小さな容器を見下ろしてもじもじしていたら、カイルはリネットの膝に載せた容器をひったくった。

　そして、自分の手で容器の蓋を開き、中のクリームをすくい取る。

「──リネットにやったんだから、リネットが使えばいいだろ。ほら、手を出せ」

「……え？」

　カイルがリネットの手を取って、そこにクリームを塗り始めた。

　──やだ、どうし……よう……。

　クリームを塗り込む彼の目は真剣そのもので、胸がどきりとするのを覚えた。

　掃除も洗濯も料理もするリネットの手は、水を使うことが多いから、がさがさだ。その肌に上質のクリームは、すっと馴染んでいく。

　指の先端まで一本一本丁寧にクリームを塗っていき、それから手の甲にも擦り込む。彼の手が皮膚の上を滑っていく感覚は馴染なじみのないもので、なんだかちょっとくすぐったい。

「……あ」

　思わず小さな声を漏もらすと、カイルはぱっと手を放す。

「ほら、これでいいだろ」

「ア……アリガトウゴザイマス」

　熱くなった頬に手を当てると、ふわりといい香りが漂う。



[image: ]





「い……いい香りですね、カイル様」

　香水をつける機会もないから、ふわふわといい香りが漂ってくるだけで気分が浮き立ってくる。鼻の前で手をぱたぱたさせて香りを楽しんでいたら、カイルが笑い声をあげた。

　──あ、笑った。

　カイルが、こんな風にリネットの前で笑ったことなんてあっただろうか。

「それは、そういう風に使うんじゃないと思う」

　リネットの手を取って下ろしたカイルの手からも、同じ香りがする。

　お揃いだと思ったら、ますますうきうきしてきた。

「カイル様、ありがとうございます。皆で大事に使いますね！」

　厨房で働いているアンや、その他のメイド達と一緒に使ったら、きっと皆喜ぶだろう。リネットがそう言ったら、カイルは複雑な表情になった。

「これは、リネットにやったものだから──そうだな、メイド達にはシモンズから渡すから気にしなくていい」

「本当ですか……ありがとうございます！」

　もう一度お礼を言ったら、リネットにはよくわからないけれど、彼は複雑な表情になってそっぽを向いてしまう。

　──同じ香り。

　ベッドの中に潜り込んだあとも、顔がにやけるのをとめられなかった。両手を鼻に押し当てて、何度も香りを吸い込んで楽しむ。ふわふわして幸せな気持ちのまま、リネットは眠りについた。




◇　◇　◇

　翌日は、朝から雨が降っていた。リネットは、窓から空を見上げて顎に手をあて、考えを巡らせた。

　──今日は、窓掃除は無理そうね。

　今日、こんなに雨が降るとわかっているのだったら、昨日のうちに外での仕事はしてしまったのに。

　しかたがないので、家の中の掃除をすることにする。

「リネット様、見てください。手がすべすべなんですよ！」

　一緒になって掃除をしていたアンが、リネットの前に手を差し出した。その手からもいい香りがする。

「旦那様からだって、シモンズさんがクリームをくださったんです」

「私もいただいたの。カイル様って優しいわよね」

「リネット様って鈍感ですねぇ」

「鈍感って？」

　アンは微妙な表情になった。だが、そんな表情をされる理由に心当たりはない。それより今日を楽しくする方が大切だ。

「今日は、早めにお掃除終わらせて、皆でお茶にしましょうよ。昨日焼いたケーキがまだ残っていたでしょう？」

　今日もカイルは一日部屋にこもりきりだろうし、皆でおしゃべりを楽しむのがよさそうだ。

　あっという間にそう決めたら、あとは皆で頑張ってその日の仕事を終えてしまうだけ。

　午後に楽しみが待っていると思ったら、仕事もはかどるというものだ。

　昼食の時間には、完全に一日の仕事は終わってしまった。あとは夕食の支度だけで、その下ごしらえも皆でわいわいと行う。

　下ごしらえが終わり、あとは食べる直前に仕上げをするだけというところまで到達してから、皆で使用人用の食堂に移動した。

　テーブルの主役は、昨日焼いたケーキの残りだ。それから、半端に残っていた菓子類も全部食料保管庫から出してきた。

　カイルには今日新しく焼いたお茶菓子を出すから、食料保管庫の残り物は空にしてしまってかまわない。

「リネット様、お菓子を作るのもお上手なんですねえ」

「それは、アンが焼いたケーキよ」

「こっちのクッキーは？」

「それは、私。お母様から教わったレシピなの。ジャムを載せて焼くのがこつね」

　いつの間にかシモンズまで加わって、使用人用の食堂は賑にぎやかだった。

　お菓子だけでなく残り物をフル活用したサンドイッチもあって、そちらは若い男性の使用人達がものすごい勢いで片付けている。

「リネット様がいらしてから、このお屋敷はとても明るくなりましたよ」

「そうでしょう？　お掃除頑張っているもの」

「いえ、私が言いたかったのはそういうことでは……」

　リネットはシモンズの前に、林檎ジャムを使ったパイの載った皿を差し出した。

「このジャム、家から持ってきたの。シモンズさんも味見してみない？」

「これはこれは、リネット様のお手製ですかな」

「そうよ。妹のメイベルと二人で皮を剥むいて林檎を煮て作ったの。私が前に働いていたアルディさんのお家には庭に林檎の木があって、収穫のお手伝いに行った時にたくさんいただいたの」

　リネットを事務員として雇っていた宝石商人は、庭の一角に果樹を植えていた。

　林檎、桃、無花果にオレンジ。オレンジは土が合わないらしくてあまりうまく育たなかったが、その他の果物は毎年山のように採れた。

　収穫の時期にはリネットにも声をかけてくれて、メイベルも一緒になって手伝いに行った。お返しには毎回山ほど果物を持たされて帰ってきたのである。

「だから、ジャムを作るのは得意なの。三人だと食べる量も限られているから、長期で保存したいし──あら、カイル様？」

　食堂の入り口のところに立っているのはカイルだった。皆がわいわいやっているのを、静かに見つめている。

「何かご用ですか？」

「あ、いや……今日は雨が降っていて庭に出られないから、退屈していたというか。散歩代わりに歩いていたというか」

「このお屋敷は広いですものね。お散歩くらいできそうです。カイル様もお茶にしますか？　それだったら、すぐにティールームに用意──」

「ここでもらおう──あ、いや、部屋に運んでもらおうか」

　もらおう、とカイルが口にした瞬間、使用人達の間の空気がぴしりと凍った。

　もちろん、主あるじとしてのカイルが嫌われているわけでもないし、憎まれているわけでもないということをリネットはよく知っている。

　ただ、皆──主の前に出ると緊張してしまうだけ。この空気をなんとかしようと、リネットの方から問いかける。

「退屈……なさってるんですよね？」

　首を傾げてたずねたら、カイルは黙ってうなずいた。

　──それなら、退屈しないようにしたらいいんだわ。

　幸いなことに──というのもおかしな話だが、退屈を紛まぎらわせる手段ならそれなりに心得ている。

「──わかりました」

　しばらく考えた末に、リネットはにっこりと微笑んだ。

「カイル様。私と『イケナイコト』をしましょう」

「は？　『イケナイコト』？」

　リネットの言葉に、瞬時にカイルの耳が赤くなった。一緒にお茶を飲んでいたメイド達も、「イケナイコト？」「あらあらまあまあ」とざわざわし始める。

「リネット、その、『イケナイコト』とは──」

「それは……ヒミツ、です！」

　今、内容を明かしてしまっては面白くない。リネットは、カイルの問いかけを笑ってかわした。

「そうですねぇ……用意に三十分くらいかかるかしら。三十分たったら、二階の一番南の部屋にいらしていただけますか？　そこにお茶の用意をしておきます」

「二階の一番南？　でも、なんでわざわざそこに」

「そこが一番都合がいいからです……あ、無理にってわけじゃないんですけど」

　今からリネットがやろうとしていることは、カイルには気に入らないかもしれない。

　──やっぱり、余計なことを言ってしまったしら……。

　いたたまれなくなって、視線をそらす。そんなリネットを見ていたカイルは、ぽんとリネットの肩に手を置いた。

「わかった。三十分後に二階の一番南の部屋だな」

「──はい！　すぐに支度しますね！」

　三十分とカイルに言ったけれど、彼が部屋に来た時には、完成していないといけない。リネットは慌ててバスケットを出すようにとシモンズに頼み、他の使用人達の手を借りて準備に取りかかった。




　用意するのはとても大変だったけれど、三十分後にはなんとか支度を終えることができた。

　リネットが指定した部屋に入ってきたカイルは、息をついたきり何も言わなくなった。

「……どう、ですか？」

「君の言う『イケナイコト』ってこれか」

「そうです。これは、お行儀が悪くてうーんと『イケナイコト』ですから」

　リネットは、三十分という短時間で部屋の様子をまったく変えてしまっていた。

　というか、南の部屋に置かれていた家具やカーテン、テーブルクロスなどを使って、部屋の中央にテントのような空間を作ったのだ。

　床に敷かれているのは、使われていないベッドから持ってきた毛布だ。クッションも空き部屋から持ち出してきたし、ごろごろするのに最適な空間ができあがっている。

　広大な屋敷を毎日のように掃除して回っていたから、どの部屋に何があるのかはだいたい把握していた。

「さあ、いらっしゃいませ！　ここに入る時は、靴を脱いでくださいね？」

「あ、うん……」

　リネットの勢いに押された様子で、カイルはテントの端で靴を脱ぐ。それから中に入ってまた驚いたみたいだった。

　そこには、シモンズに用意してもらったバスケットが置かれていた。それと、トレイの上には紅茶のカップとサンドイッチが置かれている。

　バスケットの中には林檎ジャムのパイとミートパイ、それから先ほどカイルのために焼いたケーキとクッキー、ゆで卵やチーズも入っている。

「……召し上がれ、カイル様。これは、最後の晩餐です」

「最後の晩餐？」

「そうです。ここは無人島です──というか、そのつもりでお願いします」

　真面目な顔をして言ってみる。平気なふりをしていたけれど、内心ではどきどきだった。

　──怒られそうな気がする……！

「それと、無人島に流れ着いたその日という設定と、助けが来て明日には帰ることができるという設定どちらがお好みですか？」

　リネットの示した場所に座りながら、彼は問いかけてきた。

「その違いは？」

「流れ着いたその日は、サンドイッチしか出ません。貴重な食料を一日で食べ尽くすわけにはいきませんからね……無人島最後の日はご馳走です。だって、明日には帰ることができるんだから」

「それなら、迷うことはないだろう。明日には帰ることができる日で──最後の食事は、味わっていただかないといけないな」

　けれど、リネットの心配をよそにカイルの方も意外と楽しそうに話に乗ってくれる。その様子を見て、ちょっと安堵してしまった。

「最後の晩餐にしては、ちょっと豪華すぎるんじゃないか？」

「そんなことないですよ。残っていた食料、全部出してるだけです。あ、紅茶のお代わりはありますが、ミルクはありませんからね？　牛は連れてきていないので」

　ミルクを入れ忘れてしまったので、そこは誤魔化すことにした。そんなことを言ったら、パイが焼けるのもおかしな話だが、どうせごっこ遊びなのでそれで十分だ。

「それなら、助けに来てくれた船に俺がもらいに行ってくる。二人分のミルクくらいもらえるだろう」

　笑ったカイルが立ち上がって、厨房まで行ってこようと言う。途中でミルクを忘れたのに気づいて届けに来てくれたアンと行き会ったそうで、すぐに彼は戻ってきた。

　戻ってきた時には、やっぱり楽しそうな顔をしている。

「せっかくなので、残った食料でできる限りのご馳走を作りました。全部食べてくださいね？」

「……わかった」

　──あ、意外と楽しそう。

　それから、リネットの差し出したサンドイッチを口にした。それからパイ、クッキーと次々に口に運ぶ。

「これ、リネットが作ったんだろう？　……うまい」

「本当ですか？　よかった！」

　リネットは両手を打ち合わせた。料理人であるアンがおいしいと言ってくれたから、まずくはないだろうなと思っていたけれど、育ちのよさそうなカイルの口に合うのかはちょっと心配していた。

「このミートパイは、アンが作ってくれました。昨日の残りだそうですけど」

　昨日の夕食に出たローストビーフの残りを細かく刻み、みじん切りの野菜と一緒に甘辛いソースで炒めてパイ皮に包んで焼いたものだ。

　当主にそんなパイを出すのはどうかと思ったけれど、ここは無人島なのでしかたないということにしておく。

「アンの料理もなかなかだからな」

　キッチンから持ち出したチーズだの、ゆで卵だのとかなりの量をぺろりと平らげて、カイルは満足そうに息をついた。

「うまかった。ごちそうさま」

「それはよかったです。お茶もこれで終わりです」

　バスケットに詰めてきた食料が全て空になったところで、リネットは広げたものを全てバスケットの中に戻した。

「こういうのも、意外と楽しいな」

　毛布の上にごろんと横になったカイルが、不意に口にする。

　──よかった。

　静かなのが好きとは言っていたから、どこまでなら許してもらえるのかわからなかったのだ。なんとなく、仲良くできたらいいな……とは思っていたけれど。

　カイルの側に座り、リネットは彼の方へ手を出した。彼の目の前で、手をひらひらと振ってみる。

「見てください。いただいたクリームで艶々です」

　カイルのくれたクリームはとても上質で、水仕事で荒れていた手もすっかり綺麗になっている。

　その手をじっと見つめていたカイルは、不意にリネットの手を掴んで唇に当てた。

「ひゃぅっ！」

　妙な声が上がり、慌ててもう片方の手で口をう。そんなリネットの様子がおかしかったらしくて、カイルはまた笑った。

　──意外とよく笑うのね。

　あまりカイルが笑うところは見たことがなかったから、こうやって笑顔を見せてくれるのは新鮮──なんてのんきに思っていたら、そのままぐいっと手を引かれた。

「なっ……なっ……！」

　それきり、何も言うことができない。気がついたら、カイルの上に倒れ込んでいた。

　二人の胸がぴたりと合って、ぎゅっと抱きしめられるというのは初めての経験で、自分の心臓の音ばかりがやかましく聞こえてくる。

「あの、カイル……さ、ま……？」

「なんで、これが『イケナイコト』なんだ？」

　リネットの身体に両腕を回したままカイルが問う。彼の手が、髪の間に滑り込んできて、そっと髪をすく。

「ええと、それはですね……最初、メイベルとの遊びだったんです。父が亡くなってから、あまり裕福じゃなかったし、避暑にも連れて行ってあげられなかったから」

　だから、メイベルが読んだ童話の挿絵を参考にしながら、テントを作り、中にお茶を持ち込んだ。それだけで、普通のティータイムがちょっと特別なものになったような気がして。

「でも、すごくお行儀が悪いですよね。だから、……本当は『してはいけないこと』なんですけど」

　癖にならないように、これをやるのは雨が降っていて外に行くことができない日だけ。そうやって決めて、メイベルの相手をしてきた。

　父が生きていた頃、自分が経験したみたいな楽しみをメイベルに味わわせてやれないのを申し訳なく思いながら。

「今日は、天気が悪かったから……久しぶりに、思い出したんですよね。きっと、カイル様はこういうことはしないだろうし、目新しいんじゃないかと思って。退屈なさっていたのでしょう？」

「……ああ」

　──やだな、落ち着かないな。

　リネットの心臓が、こんなにもどきどきしていることなんて、カイルはきっと知らない。気づかれたくない。

　──だって、私は……たぶん、カイル様のことが。

　カイルはあまり笑わないし、ろくに口もきいてくれないし、めったに外出もしないし、アーロン以外の友達もいなそうだし。たぶん、リネットのことはそれほど好きじゃない。

　それでも、なんの気まぐれか時々気を使ってくれて、それだけで面白いくらいにリネットの心はぐらぐらする。

　──私はきっと、カイル様のことが好きなんだと思う。

　たぶん、リネットが彼に対して抱いている想いは、救ってくれたことに対する感謝の念が形を変えたものでしかないのだろう。

　それでも、こうやって身近に彼の存在を感じれば、鼓動が早まるのを自覚せざるをえない。

　身動きしたら、リネットが使っている花の香りのするクリームとはまた違う爽やかな香りが漂ってくる。きっとカイルの使っている香水なのだろう。

「──リネット」

「ふ、ふぁいっ！」

　また妙な声が上がって、かっと頬が熱くなる。

　カイルの方はリネットのことなんてなんとも思っていないし──そもそも、リネットは彼に『買われて』ここにいるのだから、過剰な期待をするべきではない。それなのに、どうしてこんなにどきどきしているんだろう。

「……あ、れ……？」

　くるっと向きを変えられたかと思ったら、なぜか背中が床に押しつけられている。目を瞬またたかせると、リネットがカーテンで作ったテントの天上が見えた。

「カイル……さ、ま……？」

　なんで、こんなに彼の名前を呼ぶ声が震えているんだろう。

　おかしい、と思う間もなく、リネットの身体に巻き付いたままの彼の腕に力が入る。髪を撫なでていた方の手が顎を固定した次の瞬間、リネットは身体を強ばらせていた。

　──こ、これって……！

　一気に頭の中が真っ白になる。

　リネットの唇にぴったりと重ねられているのはカイルの唇。

　と、いうことは。

　キスされた、口づけされた、接吻され──いや、表現はどうでもいいのだ。けれど、こんなのリネットとカイルの間に生じるはずがなかったのに。

　──だって、だって、これって……。

　キスって恋人同士の間でするものじゃなかったのか。だったら、カイルがリネットにキスするはずなんてない。

　ぐるぐるする頭で考えるけれど、答えなんて見えるはずもなかった。

「──は、あ」

　唇が離された隙に、息をつく。

　息をついたかと思ったら、また角度を変えて口づけられた。

「んっ……ん……」

　──キスってこんなに甘いものなの？

　だけど、それって好きな相手同士でするからであって、カイルは別にリネットのことは好きなんかじゃないのに。

「やっ、カイル…様……ふ、んぅ……」

　唇を触れ合わされただけでもどきどきなのに、カイルはさらにリネットが驚くことをしかけてきた。

　今までキスの間に薄く開いていた唇の間から、彼の舌が中に潜もぐり込こんでくる。口内に押し込まれた熱にリネットは目を見開いた。

　あまりの衝撃に勝手に背中はしなったけれど、カイルはリネットを逃すつもりはなさそうだった。

「んぅ……ん、あぁ……」

　舌が絡め合わされて、ぴちゃりという音がする。その水音に、身体の芯がぞくぞくとした。

「んっ……ふっ……ん、ぁ……あぁっ……んっ……」

　舌を擦り合わされるたびに、その感覚が身体に広がっている。

　カイルにもっと側に来てほしくなって、上着を掴む手に力を込めた。その手が背中の方へ移動していって、ついにはリネットの方からも彼の身体に腕を回す。

「んぅ……ん、あぁ……んんっ」

　だけど、いつ、どうやって息をしたらいいんだろう。口内を蹂躙じゅうりんしていく舌に対応するのが精一杯で、呼吸にまで意識を向けることができない。



[image: ]





「カイル様……苦し……」

　息が苦しくて、身体から力が抜けた。毛布の上にぐたりと横たわったら、ようやくカイルはリネットを解放してくれる。

「……すまない」

　長いキスを終えて、最初に彼が口にしたのは謝罪の言葉だった。

「息……苦しくしたから……ですか？」

　心臓が痛いくらいにどきどきしている。その場所に手をあてて、息を整えようとしながらたずねた。

　きっと、彼はリネットにキスしたことを謝罪しているのだ。だって、キスは恋人とか夫婦とか、もっと親密な関係にある人達がすることで。

　──私は、恋人じゃないもの。

　もう少ししたら、リネットはカイルと結婚する。

　けれど、それはあくまでもカイルとリネットの利益が合致したからであって、こんな愛おしさを感じさせるキスなんてするような関係じゃない。

　じわりと涙が滲みかけて、慌てて、顔を横にそむける。

　──やっぱり。

　カイルが与えてくれた恩に対して、リネットはできる限りのことは返しているけれど、二人の関係はただの契約。それだけでしかない。

「──悪かった」

　もう一度彼が謝って、なんとも言えない沈黙が満ちる。手を引いて起こされた時には、二人の間に生じた親密さも完全に消え失せていた。




　カイルがリネットを寝室に入れてくれないのではないかと、一瞬不安を覚えたけれど、彼はいつもみたいにリネットを隣に入れてくれた。

　──カイル様の隣にいるの、好きだな。

　実際には手を伸ばすことはないけれど、伸ばしたら触れることのできる位置に彼がいる。寝返りを打つとかすかにきしむベッド。穏やかな寝息。

　彼が完全に眠っているのを確認して、体温を感じることができるくらいの位置までこっそり近寄る。

　──今以上は望まないから……だから、このままでいられますように。

　明日になったら、カイルの好きな料理をシモンズに聞いて、夕食のメニューを決めよう。お菓子もたくさん焼かないといけない。

　そうそう、新しいリネン類の注文も忘れてはいけないし、客用寝室のカーペットも新調しなくては。

　やることは山積みだと予定を立てていたのに、次の日カイルはリネットに外出の支度をするようにと言いつけた。

　──私を連れてどこに行こうというのかしら。

　カイルに連れて行かれたのは、最近できた百貨店だった。

「……凄いですね！」

　店内に足を踏み入れると、そこはまるで別世界だった。

　百貨店に足を踏み入れる機会なんてなかったから、リネットは目を丸くしてしまった。天井は高くて白く、クリスタル製のシャンデリアがきらびやかな光を振りまいている。その下を行き来している従業員達は、皆きちっとした格好をしていた。

　──場違いな、気がする……。

　カイルに続いて店内に入ったけれど、足がすくんでしまった。

　出かけるというからには、いつもの家用の服ではなくて、外出着を着ているけれど、それでも従業員達の方が上等な服装をしている気がしてならない。

「あ、あのですね、カイル様。私、帰ってもいい……です……か……」

　先に帰宅を申し出ようとしたら、カイルはじろっとリネットを見た。そんな目で見られて、またしゅんとしてしまう。

　──だって、だって！

　だって、と心の中で繰り返す。だって、ものすごく場違いなのだ、リネットは。

　それをカイルに伝えたくても、聞いてくれるつもりはないらしい。

「大丈夫です、リネット様。シモンズがついておりますから」

　背後からシモンズが耳打ちしてくれなかったら、絶対に途中で逃走していた。

　案内されたのは、百貨店の奥にある部屋だった。

「婚約者のリネット・ダンフォード嬢だ。急に俺の屋敷に来ることになって、ろくな服を持ってくることもできなかったから、何着か適当に見繕ってくれないか」

　かしこまりました、と店長がカイルに向かって頭を下げる。

　──何着か、って！　適当にって！

　リネットは心の中で悲鳴をあげた。

　適当にってどのくらいの数が必要なのかさえ、リネットにはわからないのに。

　困った顔をして、シモンズの方に目をやれば、彼はすかさず前に進み出た。

「お任せください。リネット様に必要なお召し物は、全て把握しておりますので」

　──いつの間に？

　なんて、目を回している間に、立派な一人がけのソファに座らされる。次から次へと目の前に運ばれてくる品々に、完全に圧倒された。

　カイルはリネットの右側にある同じように一人がけのソファに座り、店員達が運んで来る品を眺ながめている。

　リネットの後ろに立ったシモンズは、てきぱきと指示をしていた。なぜ、彼がこんなにも女性の服装に詳しいのかという点については、あまり考えない方がよさそうだ。

「そちらの、白いレースの襟のついた青いドレスは下げてください。リネット様には下品で合いません。レースの襟がついた青いドレスだったら、その二着横の方がよろしいでしょう」

　リネットの目には、どちらのドレスも同じように見えたけれど、シモンズの目には明確な違いがあるようだ。

　ちらりとカイルの方に目をやったら、彼も違いがわかっていないみたいだった。

　長い足を組んでソファに座っているものの、首を捻ひねっているのがリネットにもわかる。

「これでよろしいでしょう。あとはサイズを合わせて、少し手を入れてもらいます」

　既製服なので、ぴたりと身体に一致しているわけではない。リネットの身体に合わせて、直しをいれ、さらにはデザインをアレンジする。

　レースの襟を、別の襟に付け替えたり、リボンで留められているところを花飾りに変更したり。シモンズはそこにもまた細かな注文を出していた。

　そんなわけで、屋敷に帰った時にはリネットはぐったりしていた。普段使いのドレスや午後の外出用のドレスに散歩着、さらには晩餐会や舞踏会に参加する時のドレス。

　とりあえず必要そうなものだけと言っていたのに、とんでもない数の服を試着させられた。しかも、今日中に手直しされて、明日には屋敷に配達されるらしい。

　服だけではなく下着に寝間着、手袋に帽子に靴──それぞれに合わせたバッグも必要だ。

　シモンズがそれらについても全て見繕ってくれたけれど、リネットにとっては目が回るような一日だった。

　そして帰宅した後、カイルがリネットを招き入れたのは、まだリネットが入ったことのない、前侯爵夫人──カイルの母親が使っていた部屋だった。

　今、リネットが使っているのは主あるじであるカイルの部屋と行き来しやすい隣の部屋だ。だが、前侯爵夫人は、主の部屋から少し離れた場所に居室を持っていたようだ。

　リネットの部屋と同じように、室内は丸みを帯びた女性らしい形の家具で調えられていた。

　──そういえば、なんで、カイル様のお母様は女主人の部屋を使わなかったのかしら。

　興味深く室内を見回し、今聞かなくてもいいかと浮かんだ疑問を呑み込んだリネットは、歩み寄ってきたカイルを見て固まった。彼の手にあったのは、立派な宝石箱だった。

　さらに蓋を開けると、中にはずらりと高価そうな装身具が並んでいる。

「誰も使ってないから、リネットが使えばいい」

　カイルが中から取り出してリネットの方に差し出したのは、ダイヤモンドを連ねた首飾りだった。

　どう見ても、ガラスではなくて本物だ。本物だけが持つ輝きを放っている。

「──無理無理無理っ！　そんなの無理です、だめですっ！　首がもげちゃう……！」

　おそらく、彼の手にある首飾り一つで、以前リネットが住んでいたような庶民の家なら何軒も買えてしまう。

「首がもげるって……大げさだな。それなら、こっちはどうだ？」

「お……大きい……！　そんな大きな宝石つけたら、肩がこります、絶対！」

　カイルの亡き母という前侯爵夫人は、どれだけ宝石が好きだったんだろう。

　カイルが差し出した次の首飾りは、金の台座の中央に、大粒のサファイアをはめ込み、その周囲をぐるりと小粒のダイヤモンドで囲んだものだった。

　──お金持ちの感覚ってわからない……！

　家より価値があるものを首からぶらさげて平然としているなんて。

　また、カイルの方もあまり気にとめていない様子で、ぽいっとそれを宝石箱の中に戻すと、また新しい首飾りを取り出す。

「やっ……無理っ……そんなの渡されても……代金払えませんっ！」

　涙交じりの目で訴えたら、カイルはその場で固まった。それから彼は今宝石箱から取り出したばかりの首飾りを元に戻して、リネットの方へ近寄ってくる。

　──よ、余計なこと言っちゃった……！

　首をすくめて、ぎゅっと目を閉じる。

「……リネット？　ええと、これは……そうだな、必要経費だ、俺の婚約者としてふさわしい服装をするための必要経費」

　よかった、彼の声は怒ってはいないようだとおそるおそる目を開ける。

「母が使っていたものだから、リネットが受け継いでくれるのが正解だと思う──俺と、君との約束のこともあるし」

　約束、という言葉に胸が冷え込むような気がした。

　カイルとリネットの間にあるのは恋愛感情じゃないと改めて思い知らされる。

「……貸してくださるってことですか？」

「そうではないが……うん、リネットがその方が気が楽だというのなら、君に貸す」

　内心で悲鳴をあげたのは、カイルに気づかれていないといいなと思う。ソファの背もたれに手をかけた彼は、リネットの方へ上半身を屈かがめてきた。

「え、ええと、はああああいっ！」

　──ち、近い近い近い過ぎるっ！

　キスされそうな気がして、逃げ出そうとした拍子に、ずるりとそのまま床まで滑り落ちてしまう。

　苦笑したカイルは手を差し出してくれたけれど、リネットは情けなくて顔を上げることができなかった。




◇　◇　◇

　ナーヴにある別荘で療養している母に付き添っているメイベルから電報が届いたのは、それから二日後のことだった。

「……嘘っ！」

　母の病状が悪化したので、すぐに来てほしいと記されたその電報に、目の前が真っ暗になったような気がする。

　今、リネットが身に着けているのは百貨店から届けられた新しいデイドレスだ。

　全体に小さな花模様を散らし、レースの襟がついたそれはとても可愛らしい品だったけれど、それを着ていることも忘れてばたばたと廊下を走った。

「カイル様──カイル様っ！」

　静かにしているという彼との約束も完全に頭から消え失せて、彼がのんびりと時間を過ごしている図書室に飛び込む。

「どうした？」

「あのっ」

　カイルに呼びかけたまではよかったが、どう話を切り出したらいいのかわからない。自分が、どうしたいのかもわからなかった。

　──カイル様に、これ以上迷惑をかけたらいけない気がする……。

「ええと、その……」

　自分は、まだカイルに何も返すことができていない。毎晩一緒に寝ているのに、まだ子供はできないし、高価な品をたくさん買ってもらったばかりだ。

　たしかに母のところには行きたい。けれど、この屋敷でやらなければならないことを放置して出かけるなんて許されるのだろうか。

　──でも、それをカイル様にお願いしていいの？

　勢い込んでここまで来てしまったけれど、カイルに頼んでいいのだろうかと今さらながらに思いついた。

　突っ立ったまま、途方に暮れた様子のリネットの手にある電報に気がついたカイルは、そっとそれを取り上げて文面に目を通した。

「……大変だ、すぐに行ってあげないと。メイベル一人じゃ心配だろう」

「行っても……いいですか」

　じわり、と目に涙が滲にじむ。

　リネットの方に手を差し伸べた彼は、けれどそこで止まってしまった。

　それからしわしわになった電報の皺を伸ばして、リネットの手にもう一度持たせてくれる。

「当たり前だろう。俺も一緒に行くから。シモンズとアンに支度をさせよう。昼食も、馬車の中で食べられるように、サンドイッチか何か作ってもらう」

　ぽたりとリネットの目から涙が零こぼれ落ちる。

「……ご、ごめんなさ──」

　泣くつもりなんてなかったのに。

　今まで、途切れがちな叔父の援助を受けながらも、どうにか自分の力でやってきた。

　カイルのところに来てからは、助けられるばかりで何一つ返すことができていない。

「泣かなくていい──ええと、こういう時にはどうするものなんだ？」

　ハンカチを探してポケットの中を探っていたら、そっと目元にハンカチが押し当てられる。

「大丈夫。きっとお母上は大丈夫──だから、そんなに泣かなくてもいい」

　ぎこちなく、カイルの手が肩に回されて、そのまま腕の中に抱え込まれる。

　胸が強く締め付けられるような気がしたけれど、きっとそれは気のせいだ。




　なんでもできるシモンズが御者の役を引き受けてくれて──普通、執事はそんなことはしないと思う──あっという間に出かける支度はととのった。

　リネットのトランクとカイルのトランクは馬車の屋根に積まれ、サンドイッチやお菓子などアンが急いでつめてくれたバスケットは、リネットの隣の席だ。

　向かい側の席に座ったカイルは、馬車の中だというのに、何か難しそうな本を開いている。

　──私ってば、本当にみっともない。

　彼の様子を見ているのがいたたまれなくて、リネットは目をそらす。先ほどは、カイルの前でみっともないところを見せてしまった。

　本来なら、母のお見舞いに行きたいなんて言える立場ではないのに、カイルは嫌な顔一つせず、リネットに出かける許可を与えてくれた。

　それだけではなくて、一緒に行ってくれるという。カイルが一緒に来てくれるのは安心できる。

　都から出たことはなかったから、周囲の景色は新鮮だった。静かにカイルが本を読んでいるのを邪魔しないように、リネットは窓の外を見つめ続ける。

　──お母様、たいしたことないといいんだけど。

　せっかく転地したのに、具合が悪いなんて、いったい何があったんだろう。

　窓の外を見つめていても、嫌な考えばかり思い浮かんでくる。

　カイルが不安になっているリネットを励はげましたり、時にはじっと見守ったりしてくれながら、馬車はナーヴへの道を走っていた。

　けれど、別荘に到着したとたん、リネットは違う意味で声をあげてしまった。

「もーっ、全然たいしたことないじゃないのっ！」

「だって、熱が高くて、苦しそうだったんだもんっ」

　せっぱつまった電報の文面から、危篤状態だと思っていた。だが、母はものすごく元気だった。

　メイベルが焦ったのは、熱が三日下がらなかったかららしいけれど、三人で生活していた頃もひと月かふた月に一度程度はそんなことがあった。

「カイル様が無理して連れてきてくださったのに……」

　つい、恨みがましい言葉が口をついて出る。妹の目にじわりと涙が浮かぶのを見て、慌てて自分の発言を打ち消した。

「ご、ごめんね？　ちょっと私も言い過ぎたわ……でも……」

　カイルになんて説明したらいいんだろう。

　あんなに焦ってここまで来たのに、たいしたことはなかったなんて。

　それでも、事情を説明しなければと、重い足取りで居間に向かう。

　ここまで馬車を御してきてくれたシモンズは、疲れた様子も見せず、二人のトランクを運び込み、後の采配をここで働いている使用人達に割り振っていた。

「……あの、カイル様」

「どうだった？　俺もご挨拶に行きたいんだが──」

「そ、それが……メイベルの早とちり、で……」

　母は熱も下がって元気であること。慌てて会いに来る必要もなかったことをうつむきがちに告げる。リネットの前に立ったまま、うんうんと話を聞いていたカイルは、話が終わるとぽんと頭に手を置いてくれた。

「よかったじゃないか。お母上にたいしたことがなかったのなら」

「……でも、カイル様だって……暇なわけじゃないのに」

「俺のことは気にしなくていい。大切な家族のことなんだから」

　ぎこちなくカイルの手が背中に回り、そのままなだめるようにとんとんと叩かれる。そんな風に誰かに身をゆだねるなんてしばらくなかったから、そのまま彼の肩に顔を預けた。

「え……ええと、お義兄様にいさま」

　くすんと鼻をすすったリネットを抱きしめていたカイルが、ぱっと手を離す。

　扉のところからこわごわと二人の様子をうかがっていたメイベルは、カイルに向かって呼びかけた。

「お母様……母が、あの、お話をしたいって……寝室まで来ていただくのは、ごめんなさいって言ってました」

「わかった。すぐに行く──リネット。せっかく来たんだから少しここに泊まっていこうか。海を見たことはないのだろう？」

「いいんですか？」

　せっかくここまで来たのだから、もう少し母や妹と一緒にいたかった。自分からそれをねだっていい立場ではないこともわかっていたから言えなかったが。

　──やっぱり、カイル様は優しい。

　以前からそれはうすうすとわかっていた。

　カイルは、リネットに優しい。

　そこに、特別の感情があるわけじゃないのは知っているけれど、カイルは優しくしてくれる。その反面、少し優しくされたくらいで、もっともっとと欲張りになる自分が嫌になってくる。

　──でも、そうね……どうせだったら、意地悪されるより優しくしてくださる方がいい。

　せっかくカイルが家族と過ごす時間をくれたのだ。

　屋敷に戻ったら今までよりもっと頑張らなければと改めて決意した。





　　　第四章　海賊伝説と宝物







「うー、本当に申し訳ないです……」

　たしかに自分もいたらなかったとリネットは心から反省した。状況も確認せず、妹の電報だけで飛んでくるだなんて。

　母は寝室で休んでいるけれど、リネットとカイル、メイベルの三人は庭に面した部屋でお茶を飲んでいるところだった。

「すっごく焦ってたのは本当なんですけど……でも……ちゃんと確認すべき……だった、な……なんて」

　もともとあまり家から出たがらないカイルを、ここまで付き合わせてしまったのが問題なのだと思う。けれど、そんなリネットに向かってカイルは首を横に振った。

「いいじゃないか。お母上が無事だったんだからそれを喜んだ方がいい」

「──でも」

　なおも往生際悪く言いつのる。カイルがリネットのことを怒るとかなじるとかしてくれたらもっと楽だったのに。

「お母上にも、お見舞いを申し上げてきたよ。このところリネットは忙しかったんだから、休暇を取ったと思えばいい」

「ありがとうございます、カイル様」

　カイルが気遣ってくれたのは嬉しいから、ふわっとした笑みが浮かぶ。

　最近、彼が何かと気遣ってくれることを考えたらその厚意──好意ではない──は、喜んで受け取っておいた方がいいようにも思えた。

「ねえねえ、お姉様。キャプテン・ウォレスの洞窟って知ってる？」

　元凶であるメイベルは、大事おおごとになったのをあまり気にしていないようだ。久しぶりに会ったリネットの注意を引こうと忙しい。

「あのね、ここから少し行ったところに、ウォレスの洞窟があるのよ！　中には財宝が隠されているんですって！」

「メイベル、口のクリームを拭きなさい。たしかに、ナーヴに洞窟があるって聞いたことはあるけれど」

　メイベルの方に手を伸ばし、口についたクリームを拭き取ってやる。

　キャプテン・ウォレスの伝説については、リネットも少しだけ知っている。

　二百年ほど前に、この国の海を荒らし回っていた海賊だ。生涯で何百もの船を沈め、財宝を奪ったとされているが、その財宝はほとんど見つかっていない。

　いくら海賊といえど、何百もの船を沈めるなんてありえないから、海を恐れた船乗り達の伝説なのではないかと言う人もいるくらいだ。

「えー、だって、洞窟はすぐそこにあるのよ？　柵がついてて、中には入れないみたいなんだけど」

「……そうなの？」

　ウォレスの伝説については知っていたけれど、洞窟がそんなことになっているとは知らなかった。リネットが目を瞬またたかせていたら、渋い顔になったカイルが言った。

「あの洞窟は、危険だから封じてあるんだ。昔、子供があの中で怪我をしたことがあってね」

「……封じてあるって、カイル様もご存じなんですか？」

「うちの敷地の中にあるからよく知っている。洞窟に柵をつけて、封じたのは父なんだ」

　なんでもないことのようにカイルは付け足したけれど、それに素早く反応したのはメイベルだった。

「洞窟に行ってみたいの。ダメ？」

　立ち上がったメイベルは、カイルの方に近寄り、彼の腕に手をかけた。可愛く首を傾げてたずねているが、とんでもない。

「だめよ、メイベル。ちょっとお待ちなさい」

　──カイル様は、うるさいのが嫌いなのに！

　慌ててメイベルを制しようと立ち上がったリネットに向かって、カイルは手を振った。なかば諦めの表情でもあったけれど、メイベルに向かって問いかける。

「本当にウォレスの洞窟に行ってみたいのか？」

「うん！」

「行ってみても、何もないぞ。俺の言うことにはきちんと従うこと。それでよければ、明日連れて行く」

「いいの？　お義兄様、大好き！」

「ちゃんと、家庭教師との日課も午前中のうちに終わらせるんだぞ」

「はい、お義兄様！」

　飛び上がって両手を打ち合わせたメイベルは、勢いあまってカイルの頬に口づけた。

　カイルがぽかんとした表情になるのは見向きもせずに、「先生！」と大声をあげながらばたばたと部屋を出て行ってしまう。

「あの……本当に、ごめんなさい……」

　──やっぱり、ここに来るんじゃなかった。

　しゅんとなってしまったリネットの前で、けれどカイルは口元を緩めただけだった。

「子供のすることだ。あまり気にしなくてもいい」

「だけど！」

　──だって、嫌なんだもの。

　じっとりとカイルの頬、今、メイベルがキスしたところに視線が向く。たとえ妹でも、カイルには必要以上に触れてほしくなかった。

　──間違ってる、けど。

　お門違いの嫉妬心なのは自分でもわかっている。カイルとは、そんな関係ではないのに。

　それでも、目をそらせなくてじぃっとカイルを見ていたら、手招きされた。

「──俺は、本当に気にしてないから。妹という存在は、新鮮でいいな」

「私よりうるさいのに？」

「リネットとメイベルがうるさいのは……嫌じゃ、ない……か……な……」

　そう言ったカイルは、なぜか視線をうろうろとさせている。

　ちょっと勇気を出して、リネットは身を乗り出して彼の頬にキスをしてみた。メイベルのキスに上書きするように。

「なっ──」

「ご、ごめんなさいっ──」

　カイルが驚いたように頬に手を当てて、やっぱりやり過ぎたかと慌てて元の体勢に戻ろうとした。けれど、両頬を彼の手に挟まれ、そのまま引き戻される。

「リネットがキスするなら──こっちだろう」

　ふわっと唇を重ねるだけのキスをされた。こうやって、彼とキスをするのはあの雨の日以来。

　頬にキスだなんて、ちょっと図々しいかなと思っていたから、より親密なキスをされて、頭がふわふわとし始めた。

　恥ずかしくて、視線をさまよわせながらふとたずねてみる。

「あ、でも、ウォレスの洞窟、封じられているのに行って大丈夫なんですか？」

「鍵を管理しているのは俺というか、我が家だから。敷地の中にあると言っただろう」

「わあ」

　他になんて言ったら、いいんだろう。カイルの家が資産家であるのは知っていたけれど、リネットの理解の範疇はんちゅうを超えている。

「メイベルが、きちんとお勉強したらですよね？」

「あの様子だと、三日分くらい一気に片付けてしまいそうだな」

　くすくすとカイルが笑って、リネットもそれに同調する。ここに慌てて来ることになったけれど、こうして過ごすことができて幸せなのかもしれないと思った。




　翌日、メイベルはカイルの言うように大急ぎで勉強を終えたようだった。自己申告だけではなく、カイルがつけてくれた家庭教師からもきちんと報告がある。

「お義兄様、昼食を終えたら出られますよ！」

　カイルが先頭に立ち、その後にパラソルをさしたリネットが続き、メイベルはカイルと並んでみたり、リネットに並んでみたりと忙しい。

「わあ、海！」

　少し庭を歩くと、すぐに海岸線に出る。部屋の窓からも見えていたけれど、すぐ近くで見る海はとても迫力があった。

「青いですね？　すごい！」

　こんなにも空の色を映しているなんて思ってもいなかった。きゃあきゃあと騒ぐリネットに、メイベルが得意げな目を向ける。

「空が青いんだから、海が青いのも当然でしょ？　雨の日は、海も灰色になるんだから」

「いいじゃないの。初めてこんなに近くで見たんだから！」

　メイベルにたしなめられるのって、なんだかとても悔しい。メイベルはここにずっと滞在してるから見慣れているのだろうが。

　むぅっとふくれっ面つらになっていたら、先を歩いていたカイルが手招きしている。

「ほら、さっさとしないと置いていくぞ」

「お義兄様！　待って！」

　スカートを摘んでメイベルがばたばたとカイルの後を追う。リネットも走りたかったけれど、淑女はそんなことをしないので、少し足を速めただけだった。

「ほら、この先に洞窟がある」

　カイルが二人を連れて行ったのは、海岸が急に変化する場所だった。

　今までは綺麗な砂浜だったのが、急に入り組んだ岩場へと変化している。

「二人とも、足下に気をつけて。ここが入り口。地元の子達が探検する場所にはぴったりだろ」

「私、このあたりには来たことないの。先生が、行ってはだめって」

「メイベル、それは先生の言うことが正しいと思うぞ」

　ごつごつとした岩場をちょっと歩いたところにその洞窟はあった。岩の間にあって、海辺からは見えにくそうな場所にある。

　岩から砂の上にとん、と飛び降りると、すぐそこに鉄の柵があった。細かく格子状に区切られているから、中の様子を見ることはできるけれど、入ることはできない。

「これでは、中に入ることができないですね」

　リネットが柵に触れる。頑丈な柵を破るのは難しそうだ。

「父がこうやって封じたんだ。柵が傷んでいないか、年に二回地元の業者に確認してもらっている」

　ポケットから大きな鍵を取り出したカイルが、鉄製の柵を開く。

　地元の歴史研究家が洞窟の中や出土品を調べることもあるそうで、洞窟をつぶしてしまうという選択肢はないらしい。

「あら、意外と明るいんですね」

　中に足を踏み入れてみると、からりと乾いていた。奥の方は右に曲がっていて、そこから先は見えないが、曲がり角のあたりまではどこからか日が差し込んでいる。

「手前の方は、岩の間に穴が空いているところがあって、そこが窓の役割を果たしているんだ。それも、ここがウォレスの隠れ家だったとされている理由なんだろうな。奥の方は暗くなっている」

　洞窟の中央は、綺麗な水が流れている。その水は、ちょろちょろと岩の間を縫って海へと流れ出ていた。

「……これって海の水ですか？」

「川の水がここまで流れ込んでいるらしいんだが、潮の満ち引きの関係で、海水も入ってくる」

「……すごいすごい！」

　念願の洞窟に来ることができて、メイベルは大はしゃぎだ。

「メイベル。あまり奥の方に行くなよ──戻ってこられなくなる」

「はぁい！」

　メイベルはあっという間に洞窟の奥の方へと走って行ってしまった。

「戻ってこられなくなるって……？」

「この奥は、かなり深いんだ。実際、子供が迷子になったこともある。父がこの洞窟を封鎖した理由もわかるだろう」

「子供って、どこにでも入り込みますものね」

　それは、リネット自身の経験から出た言葉でもあった。子供の頃、屋敷の中のあちこち入り込んで両親を嘆なげかせたことを思い出す。

　今となっては、それも懐かしい思い出でしかないけれど。

「お姉様、見て見て！　貝殻拾った！」

　奥の方からばたばたとメイベルが戻ってくる。なんの貝かはわからないが、完璧な形をした綺麗なピンク色の貝だ。リネットの手にその貝殻を押しつけ、メイベルはまた奥の方へと消えた。

「わああああっ」

　奥の方から、メイベルの大声が聞こえてくる。リネットとカイルは顔を見合わせ、慌てて奥へと向かった。

「お義兄様、見て見て、金貨！」

　メイベルの手にあったのは、古い硬貨だった。たしかに、金貨のようにリネットの目にも見える。

「……メイベルは運がいいな。金貨が見つかるという噂もあったらしい。それで、子供が入り込んでいたんだけどな。帰ったら、専門家に見てもらおう」

　硬貨を発見して満足したのか、帰りのメイベルはとてもおとなしかった。リネットはカイルと並んで歩いていたけれど、その数歩後からメイベルがついてくる。

「ありがとうございます！　とても、楽しかったです」

　リネットが礼の言葉を述べると、カイルは首を横に振った。

「でも……カイル様、あまり気が進まなかったのでは？」

　洞窟に入った時のカイルの様子を見て、なぜかそう思ったのだ。

「リネットは──鋭いな、かなわない」

　カイルの口元にほろ苦い笑みが浮かぶ。二人を追い抜いて、メイベルは前に出た。たたたっと走っていって、砂浜から何かを拾い上げている。

「もともと俺の父親は、夢を追いかける人でね。それはそれでもちろん悪いことではないんだろうが──それは、結婚してからも変わらなかった」

　初めてカイルが自分のことを語ろうとしている。

　先に行ってしまったメイベルが、ぶんぶんとこちらに向かって手を振り、また歩き始めるのを見つめながら、リネットはカイルの次の言葉を待った。

「ウォレスの財宝を見つけるのが、父の夢だったらしい。それはそれでかまわないんだ。夢って──誰でも持つものだろ？」

　──では、あなたの夢は何でしょうか。

　そう問いかけそうになったけれど、リネットはそれを封じ込んだ。その問いは、カイルは喜ばないだろうとわかっていたから。

「だけど、それが母には許せなかったんだろうな。結婚しても夫は家に寄りつかず、ウォレスの伝説ばかり求めて全国を飛び回っているなんて」

「……それは、寂しいかも」

　カイルが屋敷にいなかったら、きっとリネットも寂しいと感じるだろう。

「そうだろうな。母は、その寂しさを埋め合わせるために散財するようになったんだ。家を傾けるような散財のしかたではなかったのが救いでもあったが」

　カイルの母は、自分が流行の最先端を行き、ちやほやされることに救いを見いだしたらしい。ドレス、宝石、靴にバッグ。侯爵家には多数の商人が出入りし、皆、自分のところの商品を買ってもらおうと、カイルの母をちやほやした。

「そんな中、俺はずっと家庭教師と過ごしていた。学ぶことは嫌いじゃなかったし──領主としてやるべきことはきちんとやってきたつもりだが──今でも、ウォレスは嫌いだ」

「うるさいのがお嫌いなのは……家にたくさんの人が来たからですか？」

「毎日のように誰かしら来ていたな。けれど、商品を買ってもらおうとする商人か、母の友人を自称して、母から金銭を引き出そうとする人間のどちらかしかいなかった」

「……まあ」

　他にリネットは言葉を持たなかった。カイルが、そんな生い立ちだったなんて。それは、なんて寂しいのだろう。

　けれど、カイルはリネットの様子には気づいていないように続けた。

「だから、家にあまり人を入れたくなかったんだ。だって、うるさいだろ？」

　しかめっ面つらになったのを見て、申し訳ないような気がしてくる。

「私……うるさいですよね……」

　カイルの邪魔をしたかったわけではないのに。けれど、カイルはリネットの頭にぽんと手を置いた。

「前にも言ったけど、リネットやメイベルがうるさいのは、嫌じゃないから──今のままでいい」

「……はい」

　カイルの手が、そのままそっと頬を撫なでる。リネットが目を閉じたら、軽く触れるだけのキスをされた。




　──もっと頑張らなくちゃ。

　カイルが話してくれたことは、リネットにとってはかなりの衝撃だった。だって、まさか人付き合いを好まない理由がそんなことだったとは思わなかったのだ。

　それと同時に、自分をカイルのところにやった叔父のウィリップに対して少々いらっとしてしまったのもまた事実だった。

　──カイル様に、なんてことをしてしまったのかしら。

　カイルには二十五歳までに結婚しなければならない理由があったとはいえ、きっともっと彼に釣り合った女性を見つけることだってできただろう。それなのにリネットを受け入れてくれて、ますます申し訳なくなる。

　カイルと並んで同じベッドに入るのはもう慣れたけれど、カイルの方はどう思ってるんだろう。

　いつもと同じように並んでベッドに入って、互いの呼吸に耳を傾けていたら、もっとカイルの側に寄りたくなった。

「……カイル様、もう少しそちらに行ってもいいですか？」

「──うーん」

「あ、嫌なら……いんです」

　リネットはカイルに好意を寄せているけれど、彼の気持ちはリネットには向いていない。彼がリネットに求めているのは、家事の切り盛りと跡取りをもうけることだけ。

　彼に気持ちを寄せたらいけないのもわかっている……けれど、なんとなく寂しい。

　その寂しいという感情が危険だということも頭のどこかではわかっているのに。

「嫌、じゃない──けど、俺の理性にも限界があるから」

　──理性？　理性ってなんだろう。

　カイルはいつも理性的に振る舞っているように思えるけれど。

「……嫌じゃないなら」

　もぞもぞと動いて、隣にいるカイルにぴったりとくっつく。隣に誰かいてくれる。それだけでこんなに安堵するなんて、カイルと共に寝るようになるまで知らなかった。

「──ああもうっ！」

　不意にカイルが大声をあげて、リネットはびくりとする。慌てて離れようとしたら、力強い腕がリネットを引き寄せた。

「……そうやって、くっついてくるのが悪い」

「ごめんなさい、離れる──今すぐ離れるからっ！」

　全力で腕から逃れようとしても無駄な努力だった。カイルはリネットを抱きしめたまま離そうとしない。

　腕を彼の胸に突っぱねても、押しやることはできなかった。それどころか、引き寄せる腕にますます力がこもるだけ。

　──なんで、なんで？

　困惑するリネットの唇に乱暴にカイルの唇がぶつけられる。

「ん──んんっ！」

　キスするのにはちょっとだけ慣れたが、こんな風にぶつけられるキスには慣れていない。カイルの歯が唇にぶつかって、ぴりっと痛みが走る。

「カイル様……？」

　震える声もまた、続くキスに呑み込まれた。

　唇を割って、中に舌が入り込んでくる。戸惑いに固まったリネットの舌を見つけ出したかと思ったら、そのまま舌を絡められた。

「ふぁっ……あっ……んぅ……あっ、あぁっ」

　一瞬、何があったのかとパニックに陥りかけたけれど、カイルの舌が口内をあちこちまさぐり始めたら、そちらに意識を奪われる。

　上顎を何度も舌の先で舐められて、意味もなくつま先をもじもじとさせた。身体全体が浮いたみたいになって、自分の身体に起きた変化におののく。

「やぁっ……ふっ……あっ……あぁんっ」

　カイルの舌は容赦なかった。リネットの舌を左右に揺さぶり、根元から先端までいたるところを舐めてくる。

　そうしている間に、彼の手が胸元に伸びてきた。

「やぁんっ！」

　いきなり乳房を掴まれて、リネットの身体がしなった。そんなところに触るなんて反則だ。誰にも触らせるべきじゃないのに。

　でも、彼の手が全体をゆらゆらと揺らし始めたら、そんなこともどうでもよくなってしまう。

「はっ──あぁっ……んぅ……ん、ん」

　大きな手が、胸の先端をつぶすのが気持ちいい。キスよりもずっとふわふわする感覚に、いつの間にか夢中になって、カイルの舌を追いかけていた。

　のしかかってくるカイルの重みでさえも心地よくて、うっとりと彼のキスに身を任せる。

「カイル様、何を……？」

「何をって」

　上にいるカイルが苦笑した気配がした。けれど、彼はリネットの乳房をもう一度柔らかく揺らしただけだった。

「……あんっ」

「リネットの声は可愛いな──こうされるのは、嫌？」

　問われて首を横に振る。なんだかとても『イケナイコト』をしているような気になったけれど、相手がカイルならそれでもいい。

「──じゃあ、こうするのは？」

　布越しに硬くなった胸の頂いただきを摘まれる。

「あぁんっ！　……やっ、わからない……」

　たしかに彼の指に摘まれて快感を覚えたけれど、それを認めたくなくて首を横に振った。だって、こんな風にふわふわするなんて絶対におかしい。

「ふぅん？」

　暗い中でも、カイルがなんとなく不満を覚えたようなのがわかった。そして、次の瞬間、リネットは自分の発言を後悔する羽目に陥った。

「やぁっ……あぁっ、あっ、だめっ、だめっ！」

　摘まれた頂をくりくりと捏こねられて、下腹部にずきりとした感覚が満ちる。でも、カイルはやめてくれなかった。

　さらに指で頂を転がしながら、耳に唇を寄せてくる。

「これは──どう？　気持ちいい？」

「ひぁんっ！　や、耳は、だめっ！」

　耳元で艶つやめいたカイルの声がするのは心臓に悪い。あっという間に鼓動は上がってしまって、首を傾け、少しでもカイルから逃れようとする。

　その間も、胸には彼の愛撫が加えられていた。指の腹で、頂の周囲をなぞるようにされると、背筋に甘い痺れが走る。

　耳に息を吹きかけられたら、反射的に肩が跳ねた。

「やぁ──あぅ……あ、あぁっ」

　身体がどんどん熱くなっていくのが怖い。だめと口にしても、カイルはやめてくれるつもりはなさそうだった。

「やぁっ……あっ、あっ……あぁんっ──胸、だめ、触ら……ないで……！」

「嫌だ。やめない」

　そう言うカイルの声もかすれていて、いつもとは違う響きを帯びていた。彼のそんな声は聞いたことがなくて、リネットの胸に怯おびえが走る。

「やぁ……いや……あぁっ……あ、あっ！」

　けれど、カイルはリネットを離そうとはしない。耳朶に舌を這はわせ、リネットがびくびくとしているのを見て取ると、そのまま首筋にキスを落としてくる。

　さらには首の柔らかな皮膚を吸い上げられて、リネットのつま先がシーツを蹴り上げた。

「あぁっ……やっ……だめ……だめって──！」

　拒む声も、カイルには届いていないみたいだった。彼の手が、ナイトドレスの前に並ぶボタンを外し始め、二つ外したところで中に忍び込んでくる。

「んぅ……あっ……あんっ……や、あぁっ」

　布越しに触れられるのと、直接触れられるのでは全然違う。リネットは目を大きく見開いた。

　カイルの手が、自分に触れている。それだけでも信じられないのに、胸の頂はつんと硬く尖ってしまって、カイルの指に簡単に翻弄ほんろうされる。

　右の先端は、人差し指の腹で転がすようにされていた。左の頂は摘まれて、引っ張るようにされる。

　左右から違う感覚を送り込まれて、リネットはただ身悶みもだえた。

　今まで、こんな感覚があるなんて知らなかった。身体がぐずぐずに蕩とろけたみたいで、意味のあることなんて何も考えられない。

　カイルはさらにボタンを外して、腰まで引き下げてしまった。自分の身体が露あらわになっていることに驚愕するけれど、袖が腕に絡まって手の自由を奪われ、動かすことができない。

「──あぁんっ！」

　ちゅっと音を立てて、片方の胸にキスされた。そのキスは少しずつ移動し、さらには震える頂、色の変わるあたりにまで近づく。

　さらに声をあげると、その場所をぺろりと舌が舐めた。とたん、指で与えられたのとは違う快感に腰が跳ね上がる。

「やぁっ……んっ……あっ、あっ、胸、だめ──舐めちゃ、だめっ」

「リネットのだめは、もっとってことだろ？」

　カイルの声が、今日はなんだか意地悪だ。硬くなった頂をしゃぶられ、吸われ、舌で転がされて、そのたびにリネットの身体はシーツの上でみっとなくくねった。

　もう片方の頂も、指で絶え間なく弄いじられていて、双方から送り込まれる喜悦に、手足が意味もなくシーツをかく。

「あっ……やだ、……熱いから、や、だ──」

　こんな風になるなんて、自分の身体はどうかしている。

　身体の芯にともった熱は、さっぱり引いてくれなかった。カイルに触れられるたびにどんどん大きくなっていって、ついにはリネットを呑み込もうとしてくる。

「やぁっ……んっ……あっ……あっ……あぁぁっ」

　くいっと片方を引っ張られ、もう片方は強く吸い上げられる。頭の先まで走り抜けた愉悦に、リネットは簡単に陥落した。

　力なく投げ出された手足は、カイルを阻はばむことなんてできるはずがない。今まで拘束されていた腕が、袖から抜かれてシーツの上に放り出される。

「はっ……ふぁっ……ああ……あっ」

　思わせぶりに裾を捲って侵入してきた手が、腿の内側をなぞる。そうしながらもカイルはリネットの胸に舌を這わせるのは忘れなかった。

　硬くなった頂に軽く歯を立てられれば、身体が跳ね、擦り合わせていた腿も簡単に手が入るだけの隙間を空けてしまう。

「──濡ぬれてる。こんなに濡れるものなんだ」

「……いやぁっ！」

　脚の間、秘めておくべき場所を撫で上げられて、思わず悲鳴をあげる。だって、そこは誰にも触れさせてはいけない場所だ。それなのに、カイルに触れさせるなんて間違ってる。

「カイル様──だめ、そこ……触っちゃ……だめぇ……！」

　下から上へ。濡れた布を貼り付けるように秘所にそって指を動かされたら、リネットの口からは力のない声があがった。

　彼の指がその場所に触れるたびに、とんでもなく気持ちいい快感を送り込んでくる。この快感に溺おぼれるのは間違っているとわかっているのに、身体は自由にならなかった。

「やぁっ……んっ……んっ……んんんっ！」

　指をその場所で動かされるたびに、お腹の奥の方がむずむずとする。その感覚を逃がそうと、上へずり上がって逃げようとしたら、腰を掴んで押さえつけられた。

「逃げるな、リネット──子供を作るんだろう？」

「やだ、知らない。知らない、もの」

　リネットはいやいやと首を振るけれど、カイルは手を休めたりしなかった。リネットの額ひたいに口づけ、さらに濡れた布を押し込めるように指を動かす。

「はぁんっ！　だめっ……あっ、あっ……あぁぁあんっ！」

　きっと、今その場所をのぞかれたら、秘密の場所の形がくっきりと浮かび上がっているんだろう。そのくらいに濡れた布がぴたりと貼り付いていて、指を動かされるたびに、溢れた蜜が滴したたる気がする。

「カイル様……や、熱い……熱いから、や、なの……！」

　切れ切れに必死に訴えかける。お腹の奥は熱いし、足先はもぞもぞするし、胸の頂はずきずきするし──こんな感覚は知らなくて、知らない感覚に翻弄される自分が嫌になる。

「熱い──？　それなら、これは？」

「あぁぁっ！」

　カイルの指が一点に触れた瞬間、リネットは背筋をしならせた。一点にしか触れられていないのに、一気に走り抜けていった感覚の大きさに呆然とする。

「そうか、ここか──ほら、もっと」

「やぁっ……あぁっ……あっ、あんっ！」

　その場所をくすぐるように指で触れられたら、もうどうしようもない。リネットは背中を何度も弓なりにしてひたすらに喘あえいだ。

　そうしている間に、下着を留めていた紐がしゅるりと解かれて、中にカイルの指が入り込んでくる。

　溢れた蜜はぬるぬるとカイルの指にまとわりつき、それもまたリネットの羞恥心しゅうちしんを煽あおる理由になった。

「指、やだ──触っちゃ、だめ……！」

　カイルの寝間着を掴んで懇願するものの、そんなことで彼を止められるはずもなかった。二本の指がびしょびしょの花弁を割り開き、溢れる蜜をすくい上げる。

「……ぬるぬるしてる」

　感心したようなカイルの口調に、じわりと涙が滲んだ。

「も、やだ──いや、やだ！」

「ごめん。リネットが感じていると思ったら、嬉しくなって、つい」

　なだめるように額にキスされるのが、なんとなく悔しい。くすんと鼻を鳴らすと、今度は頬にキスされる。

「リネットは勘違いしてるみたいだけど──子供を作るには、俺が君のここに入らないといけないんだ」

「あぁんっ！」

　カイルの指が、あやすように花弁の合わせ目で震わされた。それにもまた敏感に反応して、感じた声が上がる。

「じゃ、今までって──」

　リネットのしてきたことは無駄、だったんだろうか。けれど、カイルはリネットの唇にまたキスしてきて、続く言葉を封じてしまった。

「リネットがうんと気持ちよくなって、ここが解ほぐれないと俺が入ることはできない。それはわかるか？」

「ひぅっ」

　また、感じる場所をかすめられて悲鳴みたいな声をあげてしまったけれど、リネットは首を縦に動かした。どうやら、今の自分の身体に起こっている反応は、正常の範囲に含まれるものらしい。

「わかった……わかった、からぁ……」

　まじまじと顔を見ないでほしい。頭に血が上っていて、冷静な判断ができないこともわかっているけれど、そうやって下着の中で意地悪に指を揺らさないでほしい。

「あーっ、あっ、あぁっ……だめ、だめっ！」

　リネットが理解したと見て取ると、カイルはまた指を動かし始めた。リネットが首をのけぞらせ、白い首筋が露あらわになる。

　そこにキスされ、舌を小刻みに動かされながら片手で胸を弄られ、もう片方の手は下着の中をかき回している。

　あちこちから送り込まれる感覚が、リネットを混乱させて、シーツの上に投げ出した手をぎゅっと握りしめた。

「あぁぁんっ……ん、あっ──あぁぁっ！」

　硬くなった淫芽を指がゆるゆると撫で、指が往復するたびに頭の中でぱちぱちと火花が散ったみたいになる。

　指の動きに合わせて声があがり、腰が勝手に動き始めた。ぴんと伸びた足の指先だけがぎゅっと丸められる。

「はっ──あっ、あぁぁんっ！」

　淫芽を撫でる指の速度が上がった。意味のある言葉を吐くこともできず、ただ嬌声だけが響き渡る。

　そこから送り込まれてくる喜悦が熱になって身体中を駆け巡り、身体全体を痺れさせる。

「あぁっ……だめっ……へ、変っ……やめっ──」

　うわごとのように繰り返したけれど、カイルを止めるにはいたらなかった。

「だめ。このまま気持ちよくなるんだ」

　もう十分気持ちよくなってる。返事はできないけれど、そう思った。首を振って快感をやり過ごそうとするが、あまりにも大きな快感に身体はますます貪欲になる。

「あぁぁっ──」

　溢れる蜜を塗りつけられ、指で淫芽を刺激され、ついにリネットは今までとは違う階段を上る。頭が真っ白になって、ぴんと伸ばした手足が震えた。

「ひっ……んぅ……あっ……カイル……様……」

　生まれて初めての快感に、身体全体が包み込まれている。うまく対応できなくて、ただ、手足を震わせた。

　もう、無事に終わっただろうか。

「──可愛い」

　息を乱したままのリネットを見て、のしかかっているカイルが一人言のようにつぶやく。自分のことだと思わなかったから、リネットは回らない口で問いかけた。

「可愛いって……何が？」

「何がって、リネットに決まってるだろ」

　ちゅっと音を立てて額に落とされるキス。とたんにふわっとした感覚に身を包まれる。

　こんなにカイルが身近に感じられたことはなかった。

「あの、カイル様……えっ、あぅ」

　リネットの息が整うのを待っていたみたいに、今まで動きを止めていた指が再び動き始めた。

　今までは花弁の表面をなぞっているだけだったのが、くっと奥に指が潜もぐり込こむ。反射的に身体を硬くしたけれど、十分に柔らかくなったその場所は、抵抗することなく指を根元まで受け入れた。

「んんっ……あっ……カイル様……」

　何度も、何度もカイルの名を呼んでしまう。

　中を探るように指が小刻みに動かされる。そうされると、どうしようもなく切なくなってしまって、リネットはまた身体をくねらせた。

「……やぅっ……あっ……はぁ……んっ……んっ」

　先ほど快感を貪むさぼってしまったばかりの身体をまたなぞられて、リネットはさらに身悶えた。指が緩やかに往復するたびに、下着の中から湿った音が響く。

「やぁっ……んぁっ……あっ、あっ……」

　いやいやと首を振るけれど、カイルを止めるにはいたらない。彼はますます指の動きを速めてきた。
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　そうされると、お腹の奥の方がきゅうっと引きつれるような気がする。

　──だけど。

　こんなにも騒いでいたら、カイルに嫌がられそうな気がしてならない。

「あぁっ……ごめんなさいっ──私、あぁっ……うるさい……ごめんなさい──」

　快感に身を捩よじりながらも、リネットは懸命に訴えた。カイルの前で、こんなにうるさくするつもりはなかったのだ。

　静かに暮らしたいと、いつもカイルは言っているのに。

「リネット、こういう時は多少うるさくても──いや、うるさくしてくれた方がいいかな。そうしたら、リネットがちゃんと感じてくれているかどうか俺にもわかるから」

「あぅっ！」

　柔らかな壁を擦り上げられて、反射的に腰が跳ねる。

「ほん……とう……？　きらわ……ない……？」

　カイルに嫌われるのは嫌だ。嫌われたくない。リネットの懸命の訴えに、カイルは困ったような顔になった。

　けれど、いつもみたいに笑って、リネットを安堵させてくれる。

「──嫌わないよ」

　よかった、とリネットは安堵した。少なくとも、カイルには嫌われていない。愛されているわけでもないだろうけれど。

「あっ……あぁっ！」

　また濡れた花弁の間をかき回される。物足りなくて、腰がもぞもぞとした。

「カイル様……やっ、あっ……もっと……！」

　物足りないのはわかるのに、その物足りなさをどうやったら埋められるんだろう。経験のないリネットにはよくわからないが、きっとカイルならそれを埋める方法を知っている。

「あぅっ……んっ……あぁっ！」

　柔らかな胸にキスをされ、硬くなった頂を舌で弾はじかれる。そうされるたびに、シーツの上で不器用に手足がびくびくして、もっと深い悦楽をねだる。

　親指の腹でそっと敏感な芽をくすぐられながら、中で指を震わされて、また絶頂に押し上げられた。

　立て続けに追いやられて、ぐたりと手足から力が抜ける。

　カイルが身を離しても、露わになった自分の身体を隠す余裕もなかった。ばさばさと衣擦きぬずれの音がして、カイルが寝間着を投げ出す。

「腰を上げて」

　言われるままに腰を上げたら、まだ腰のあたりにまとわりついていたナイトドレスと下着がまとめて足先から抜かれた。

　身体を隠す役には全然立っていなかったけれど、腰回りから一枚取られただけで、ものすごく無防備になったような気がしてならない。

「え──？　あのっ」

　再びカイルが覆おおい被かぶさってきて、彼の素肌が直接触れた。それだけで動揺して上ずった声があがる。

「ごめん──俺も、もう我慢できない」

　言うなりカイルは脚の間に割り込んできた。

「えっ、あぅっ……だって！」

　一気に混乱して、何を言っているのか自分でも理解できない。だって、脚の間、濡れた場所に何か得体のしれないものが触れている。

　それは指より舌より熱くて──先端で濡れた花弁の間を擦り上げられると、下腹部の方がきゅっと引きつれるようだ。

「……もう、止めてやれない」

　そう言ったカイルが、どんな表情をしているのか──リネットにはわからなかった。ただ、首を上下させて、カイルを受け入れる意思があるということだけを示す。

「──あっ」

　溢れる蜜をまぶすように擦りつけられていたそれが角度を変えてめり込んできた。濡れた場所を開かれていく感覚に、思わず声が上がる。

「んっ──カイル様っ──！」

　少しだけカイルが腰を進める。リネットは大きく息を吐き出した。

　こうやって、先ほどまでの空虚感を埋めるのだと──そう、本能で理解する。知らず知らずのうちに腰が浮き上がって、カイルを奥へと招き入れようとした。

「リネット──もう、止められない──」

　リネットの名を呼んでくれたカイルが、不意に焦ったみたいな声をあげる。次の瞬間、リネットは悲鳴をあげた。

「あぁっ──痛い──！」

　今まではなんともなかったのに、少し奥まで進んだだけで身体が裂けそうな痛みに襲われる。

「カイル様っ！　やめてっ──痛いっ、痛いの──！」

　懸命にカイルを押しやろうとするが、腕には力が入らなかった。首を振って痛みを逃そうとするけれど、襲いかかってくる痛みはあまりにも強烈で、逃げることさえできない。

「いやあ……や、いやっ──！」

　こんなに痛いなんて、絶対どこかおかしいに決まっている。涙を流して訴えるが、カイルには聞こえていないみたいだった。

　両手をシーツの上に押しつけられて、みしみしと身体が開かれていく。

　最初のうちは痛みを訴える声をあげていたのも、そのうち消えた。声をあげる力も奪われ、荒い呼吸だけを繰り返して、なんとか痛みを逃そうとする。

　不意にカイルとの密着度が上がった。

「──すまない」

　密着したまま、彼がささやく。その言葉には、首を横に振った。

　なんとなく、なんとなくではあるけれど──カイルと結ばれたということをようやく理解したから。

「……ごめんなさい。うるさくして」

　今度は詫びの言葉を口にしたのは、リネットの方だった。

「──俺が、止められなかったから。泣かれても文句は言えない」

　ぴたりとくっついたままお互いに詫びているという光景を想像すると、ちょっとおかしくなってしまう。

「カイル様、痛い？」

　自分が痛かったから、カイルも痛かったのではないかと問いかけると、驚いたような顔をして首を横に振った。

「カイル様が痛くなかったら、それでいい、です」

　たしかに泣くほど痛かったけれど、こうやってカイルと密着しているのは幸せな気分になる。ぎゅっと敷布の上に押さえつけられている手を、彼の指と絡める形に繋ぎかえた。

「……きっと、次はもっと上手にできる……から」

　カイルとならば、どうなってもいいと思うけれど。それを彼の前で口にするのは気恥ずかしかった。

　指を絡める形で繋いだ両手から、何か温かなものが流れ込んでくるみたいだ。

　──幸せ。

　たぶん、今の感情を一番的確に表すとしたら、その言葉が近い。カイルと一緒にいることができて幸せ。体温を分かち合うことができて幸せ。

「──本当に、リネットは反則すぎる」

　カイルはため息をついた。

　そうしておいて、彼はそろそろと腰を引く。

「え──や、いや。行かないで……！」

　カイルが体内からいなくなってしまうのは寂しい。本能的なものであったけれど、そう訴えかけたら、額に優しいキスが落とされた。

　彼がそうやってリネットに触れてくる回数は増えたけれど、キスされるたびに身体の内側がぽかぽかしてくる。

「行かない──ほら」

「……あっ！」

　再びカイルが奥まで押し入ってきて、リネットは腰を浮き上がらせた。とたん、頭の先まですさまじい衝撃が走り上げていく。

「んーっ……んぁっ──！」

　開かれたばかりの場所を、押し広げられてじわりと痛みが広がる。苦痛の声を殺そうとしたけれど、無駄な努力だった。

　声をあげまいと懸命に唇を噛むのに、次から次へと声があがる。

　すまないともう一度カイルが詫びる声が聞こえた気がした。謝罪よりも苦しさの方が先に立つ。

「行かないでっ、いやなのっ」

　涙がぼろぼろと溢れてくるのを情けないと思うけれど、離れてほしくなかった。

「……わかった」

　カイルがそう言ってくれて、何度も髪を撫でてくれる。腕を回してしがみついたら、今までとは違う感覚が芽生えてきた。

　──私、カイル様のことが。

　やっぱり、カイルのことが好きだと思った。

　だけど、リネットとカイルの関係はあくまでも契約的なもの。気持ちを伝えられるはずなんてない。いろいろな想いが一気に押し寄せてきて、また涙が溢れた。

「なんで泣くんだ？　やっぱり嫌だったのか？」

「違うの、や、じゃないの……離れ、ないで……」

　自分の気持ちを説明できるはずもなかった。だって、今は溢れそうな気持ちを整理するだけで手一杯だ。

「……あ」

　リネットを抱きしめたままカイルが身じろぎして、その拍子に今まで知らなかった場所を擦り上げられる。

「──んぅ……あっ……カイル様……」

　この感覚は、なんて説明したらいいんだろう。身体がもぞもぞとして、カイルをもっと側へと引き寄せようとする。

「──動いていいか？」

　リネットの様子が変わったのを見て取ったカイルが耳元でささやいた。

「わかんない」

　舌っ足らずに返す自分の声も、もうどうでもいいような気がしてくる。カイルが一気に腰を引いて、痛みの再来を予期したリネットは息をつめた。

　けれど、ゆっくりと押し入ってくるその動きに、痛みよりは違う感覚が芽生えてくる。

「あぁっ……い……痛くない……か、も……？」

　あやふやな口調になってしまったけれど、先ほどとは違うというのがカイルにもわかったようだ。

　リネットの頬にキスをして、からかうみたいに鼻の頭に歯を立てて。そんな仕草だけで、身体の奥からまた蜜が溢れ出してくる。

「やぁっ……んっ……」

　今度はリネットの声にも甘い色が混ざった。彼はゆっくりと引いて、またじりじりと押し入ってくる。

　痛みはいつの間にか完全に消え失せていて、ただ、カイルの与えてくれる感覚に溺れた。

「あっ……んっ……あっ、あぁっ」

　体内をかき回される感覚に慣れ始めてくると、それは簡単に快感へと塗り替えられた。もっと深いところで彼を感じたくて、自然とより深いところで受け入れるような体勢になる。

「あーっ……あっ、あぁっ！」

　両脚が彼の腰に絡みついた。彼の首に腕も回して、しっかりとしがみつく。このまま離れてしまったら、どこか遠くまで流されてしまうような気がして──。

「あぁっ……」

　ずんと勢いよく突き上げられて、身体の奥深いところが反応する。

　やだ──気持ちいい。もっと、もう、やめて……やっぱり、やめないで。

　身体の奥から生じる熱を持てあまし、リネットは無意識のうちにカイルの律動に合わせぎこちなく腰を動かし始めていた。

　最初のうちはばらばらだった二人の動きが、少しずつ合うようになってきた。一番感じる場所を彼は的確に突き上げて、そのたびにリネットの口からは切れ切れに声が上がる。

「あぁぁっ……あーっ！」

　ひうっと高い声をあげて、背中を弓なりにする。そのまま身体を走り抜けた強い喜悦に身を任せた。

　一足遅れてカイルが、打ち付ける腰の動きを速めてくる。リネットを抱きしめる腕にますます力が込められ、体内の奥に熱が注がれるのを、呆然と受け止めていた。

　今、何があったのか頭ではまだ理解できていない。

「……カイル様……あの」

　リネットに覆い被さるようにして呼吸を整えていたカイルが、ずるりと自身を引き抜いた。やっぱり彼が離れていってしまうのは寂しくて、リネットの口からは失望の声が漏れる。

「──もう一度いい……か……？」

　引き抜かれたカイルの一部がリネットの身体に密着している。それはまだとても熱くて硬くて、とうてい収まらないのではないかと思えた。

「カイル様が……そう、したいなら……」

　リネットが思っていたよりずっと深い行為があったのだと初めて知った。カイルが望むのなら、何度でも受け入れたい。

　けれど、それが大きな失敗であるということを翌日リネットは思い知らされることになった。

　──私ったら、なんてことを。

　目が覚めて、リネットはものすごい勢いで冷や汗が流れ落ちていくのを自覚した。

　自分が「子供を作る」と、カイルのベッドに潜り込んでいたわけだけれど、実際の行為は思っていたのとまるで違っていた。

　自分がカイルに何をしてきたのかと思えば、耳を塞ふさいでわーわーと大声を出したくなる。

　隣にいるカイルからそろっと離れようとしたら、すかさず腕が巻き付いてきた。

「お、オハヨウゴザイマス、カイル様」

「おはよう──ってもう昼だけどな」

「……そうですね……」

　でも、昼近くなってしまってもしかたないんじゃないだろうかと往生際悪くなおもリネットは思った。

　だって、昨日の夜──というか明け方近くまでカイルはリネットを離そうとはしなかった。

　水が欲しいと上半身を起こそうとしたのに、そのままぺちゃりとシーツの上に崩れ落ちてしまう。

　──起きられない！

　腕にも力が入らなかった。というか、腰も痛いし、肩も痛いし──脚も横になっているだけなのにみしみしいっている。喘ぎすぎて喉はひりひりするし、どこもかしこも痛い。

「どうした？」

「……起きられません」

　あまりの事実に打ちのめされて、枕に顔を埋める。こんなことをしたかったわけではないのに──。

「しかたない。今日は一日ここにいればいい。全部俺が面倒を見るから」

　そう言ってくれるカイルが、妙に優しいのは気のせいだろうか。けれど、リネットはその答えを持ち合わせてはいなかった。





　　　第五章　近づく温かな気持ち







　──やらかした！

　隣ですやすやと眠るリネットを見て、カイルは額ひたいに手を当てた。

　結婚式までは、耐える心づもりだったが、リネットと同じベッドに寝ているのに手を出さない──なんて、ものすごく理性を働かせなければ無理だった。

　鉄の理性とシモンズに言い切った手前、正式に結婚する前に手を出したらいけないと半分意地になっていた面もある。

　リネットの方からくっついてきたからとかそんなの理由にはならない。

　──ウォレスの洞窟に行ったのが理由だとは思いたくないが。

　近寄りたくない複雑な思いを持つ場所に行ったことで、多少なりとも動揺していたのだろうか。

　いつもならカイルより先に目を覚ましてくるくるとあちこち動き回って働いているリネットも、今はまだ疲れが残っているようで深く眠っている。

　カイルの寝間着をしっかりと握りしめたままなのはどうかと思うが──正直なところ、悪い気はしない。

　一緒に暮らし始めたばかりの頃、リネットの手は荒れていたが、今ではすっかり艶々だ。同じベッドで眠るようになった後、荒れているのに気づいてシモンズにクリームを手配させたのも思い出した。

「何かございましたか、旦那様」

　起きてこない二人の様子を見にシモンズが来たのには、人差し指を唇に当てて静かにするようにと身振りで命じた。

　それだけでシモンズは、昨夜何があったのかを理解したようだった。

「……おめでとうございます」

　頭を下げたシモンズを怒鳴りつけそうになったけれど、リネットを起こすのは気の毒だったので声を呑み込む。

「お前な──面白がっているだろう」

「とんでもございません。喜んでおりますよ」

　何が喜んでいる、だ。面白がっているの間違いだろう──とは、口にはしなかった。

「……リネットが目を覚ますまでここにいる。水差しの水だけ替えておいてくれ」

「かしこまりました」

　新しい水の入った水差しを持ってきたシモンズが姿を消すのを待ってから、リネットの方へと向き直る。

　──なんて幸せそうな顔をしてるんだ。

　きゅっと寝間着を握ったリネットは、まだ目を覚ます気配はない。少し開いた唇に、思わず視線が吸い寄せられる。

　そういえば、初めてキスをした時も同じような気持ちになったと、カイルは懐かしく思い返した。

　雨が降って退屈していたから、日頃はあまり歩かない屋敷の中をうろうろとしていた。リネットの姿がないのにも気づいていたけれど、あまり気にもしていなかった。

　メイドも下働きの使用人達もどこにもいないと思っていたら、全員使用人用の食堂に集合していた。リネットも使用人達に混ざって、お茶を飲んで、おしゃべりをして、笑って。

　たぶん、あの時、あの光景から目を離すことができなくなった。

　両親が不仲だったし、母のせいで家には必要以上に人の出入りが多かった。だから、自分の好きに屋敷を采配できるようになってからは、誰も家には入れないようにしていた。

　うるさいのは嫌いなはずだった。それなのに、リネットの声は気にならない。

　ぼうっと立っていたら、リネットはカイルが退屈しているのに気がついた様子で、一緒に時間を過ごそうと声をかけてきた。

　彼をまっすぐに見つめる青い瞳。ふっくらとした唇。

　あの唇から、「『イケナイコト』しましょう」なんて言葉が出てきたら、勘ぐらない方がどうかしている。

　実際のところリネットの行動は、カイルの予想とはまるで違うものであったけれど。

　家の中にあり合わせの道具でテントを作り、その中にバスケットを持ち込む。

　妹のメイベルを楽しませるためにしていたことだとリネットはなんでもないことのように口にしていたけれど、改めて彼女の置かれていた状況を考える機会にはなった。

　──この腕で、家族を支えてきたのか。

　姿勢がいいし、元気もいいから、実際より背が高く見えることも多いが、リネットは平均女性より小柄だ。

　この細い腕で、華奢きゃしゃな身体で家族を支えてきたのだという。

　叔父からの仕送りもあったとは言うが、カイルのところに来た段階で、その叔父もあてにはならないことがよくわかる。

　その時、カイルの胸を過ぎった感情は──たぶん、『愛おしい』だった。

　彼自身にはその時理解できなかったし、なぜ、自分があんな行動に出たのかもわからない。

　リネットを引き寄せ、抱きしめ、気がついたらキスをしていた。

　実際のところ、彼は今まで交際してきた女性はいない──余計なことを考えるのは面倒だったから──キスをしたら、どうなるのかなんて考えたこともなかった。

　リネットは彼の腕の中で、くたりとしていて、薄暗い中でも目が潤うるんでいるのがわかった。紺のデイドレスを着た彼女の胸が、緩やかに上下している。

　そういえば、いつもリネットは同じような服を着ている。リネットにはもっと違う服も似合うだろう。シモンズに言って、調達させようか。いや、いっそ百貨店に連れて行ってやろうか。

　百貨店に連れて行って、新しい服を買ってやれば目を丸くし、豪華な宝石は首を振って拒む。

　女性は皆、母と同じようなものだと思っていたのに、気がついたらリネットの姿をいつも探すようになっていた。

　メイド達と一緒になって廊下を磨いていたり、庭師と一緒に庭の掃除をしていたり。かと思えば厨房で芋の皮を剥むき、食後のケーキを焼いて。

　昼間、ひょっとしたら一度も座っていないのではないかと思うくらいだった。それでも、カイルが呼べば、すぐに彼の前に姿を見せてくれる。

　──嫌いではないんだろうな。

　そう自覚しても、言葉にすることはできなかった。リネットの自分に対する感情は、義務感以外の何者でもないと知っていたから。

　リネットともっと話をしたい、リネットに触れてみたい、側にいてほしい──自分がどんどん欲張りになってくるのがわかるから、それもまた怖かった。




　メイベルからの電報が届いた日、電報を握りしめてカイルの前に立ったリネットは、いつもより小さく見えた。真っ青な顔をして、目からは涙を零こぼしそうだ。

　自分を買ってくれとカイルの前に立った日でさえも、リネットがそんな不安そうな顔をしていることはなかった。

　思いきって、リネットの持っていた電報をひったくってみれば、母親の容態が急変したという話だった。

「すぐに行こう」

「いい……んですか……？」

　すぐに出発しようと言ったカイルに対し、リネットが返したのは、許しを請こう言葉だった。

　当たり前だと返しかけて、その言葉を呑み込んでしまう。当たり前のはずがない。リネットにとって、ここは『職場』なのだから。

「俺も心配だし、一緒に行くよ」

　そう言うと、何かが壊れてしまったみたいに、リネットの目からぼろぼろと涙が零れ落ちた。背中を抱いて、なだめてやりながら、カイルはもう一度リネットに向ける気持ちを考え直した。

　──しかたがないな、好きになってしまったんだから。

　リネットに出会うまでは、できる限り結婚は引き延ばすつもりだった。

　祖母との約束があったとしても、彼の人嫌いまでは簡単に直るものではなかったし、直すつもりもなかった。その彼の作った壁を、いつの間にかリネットは越えてしまっていた。

　今さら気づくのもおかしな話ではあるが、リネットが側にいてくれるのであればそれでいい。

　シモンズに馬車を急がせ、到着してみれば母親の容態はたいしたことはなかった。

　きっとこれが出会ったばかりの頃なら、リネットに対して苛立ちを持たずにはいられなかっただろう。

　母親が、カイルと話をしたいというから、一人で二階の病室へと上がる。

　窓際に置かれたベッドに、背中にクッションをたくさん当てて座った義母ははは、出立した時よりも健康そうに見えた。

「リネットが──ご迷惑をおかけしていないか心配で」

　そう言う時は、母親らしい優しい目線になる。

　隣国の出身だから、こちらの事情に少し疎うといところがあるという話だったけれど、言葉も流暢だし、特に困惑することもなかった。

「よくやってくれています──心配しないでください……ええと……義母上ははうえ」

　なんて呼んだらいいのかさっぱりわからなかった。何しろ出発前の彼女はとても弱っていて、「行ってらっしゃい」と言うのがやっとだったから、まともに会話をするのは初めてなのだ。

「だって……ほら、結婚に関することも何も教えないままだったし……そんな余裕もなくて」

「リネットも大人なんだから、問題ないですよ」

「本当に？　あなた、本当にそう思っています？」

　真正面から問われて、不覚にも喉が妙な音をたてた。

　生活に関する面ではしっかりしているけれど、一部についてはとても疎いのもまた本当のことだった。

「あの子、年齢の割に幼いところがあるでしょう。家事だけは私の代わりにしてくれていたので、人並みにこなせるのですが」

　そうですね、と心の中で同意しておく。なにせ、リネットとの結婚を決めたのはその一点が大きな理由だったのだ。

「こう……その結婚とか男女のこと、とか……アルディさんのところでも、リネットの前では皆さん口になさらなかったみたいで──もっと早くお話ししていたらよかったのですが」

　まさか、『共寝』の意味を言葉の通りに捉えているとは思わなかった。

　いずれそこは修正しなければならないだろうが、今すぐ修正しなければならないというほどのことでもないだろうと放置しているのも本当のことだ。

「……あのまま娘を嫁がせるのは、申し訳ないと思って。でも、あのあと、すぐにこちらに来てしまいましたし……」

「リネットは問題ありません。よくやってくれています。リネットがいなければ、俺の屋敷はきっと困ったことになっていたでしょう」

「本当に？」

　義母が、不安そうに目を瞬またたかせる。それに向かって、カイルは笑みを向けた。

「もちろんです──言っておきますが、自分にとって、リネットはとても大切な女性です」

　最後にそう付け足したのは、結婚前に義母となる人には本当のことを告げておいた方がいいだろうと思ったからだった。もちろん、本人にも機会を見てきちんと伝えるつもりではいる。受け入れてもらえるかはわからないが。

「よかった」

　ほっと息をついた義母は、クッションに寄りかかって嘆息する。

「私のせいで──あの子には、つらい思いをさせてしまったから」

　──これが、家族というものなのか。

　リネットの家族は、皆がお互いを大切に思っているようにカイルの目には見えた。それは、カイルの両親には見られなかったものだった。

　羨ましい、と一瞬思いかけ、それからリネットを大事にしなければと改めて思う。

　メイベルとじっくり話をしたのも今回が初めてだったけれど、くるくるとよく変わる表情は、姉であるリネットとよく似ていた。

　メイベルは、リネットよりも六歳年下で、まだ家庭教師が必要な年齢である分、好奇心も旺盛なようだ。

　キャプテン・ウォレスの洞窟が見たいといわれた時には一瞬迷ったけれど──何しろ、あの海賊にはいい思い出がない──メイベルが喜ぶならと洞窟探検に同意した。

　それが、失敗だったのかもしれない。

　家族がぎくしゃくしていた理由を思い出し、そして、リネットの柔らかさにすがりついた。

　──たしかに、昨夜はやり過ぎた。

　静かな寝息をたてているリネットに、カイルはそっと寄り添った。

「うるさくてごめんなさい」と謝るリネットが可愛くて、つい、何度も声をあげさせた。

　だけど、と往生際悪く考える。リネットが可愛いんだからしかたないじゃないか。

　目が覚めたら、リネットはどんな顔を見せてくれるんだろう。




◇　◇　◇

　カイルと海辺の街で買い物をしたり、漁港を見学に行ったり、空いた時間にはヨットにも乗った。

　そんな風にして、数日を過ごしたあと、リネットはカイルと共に屋敷に戻ってきた。

「ほんのちょっと留守にしていただけなのに、ものすごい長い間出かけていたみたいですね」

　ふふっと笑えば、照れくさそうにカイルも笑う。

　──よかった。カイル様と仲良くなれたし。

　自分の『子作り』に対する認識がものすごく間違っていたと言うことを知った時には、顔から火が出るような気がしたけれど、こうしていられるのは幸せだ。

　カイルともっともっと距離が近くなったみたいな気がするし、彼がいてくれるだけでリネットの幸せも倍増するのだから。

「……リネット、そこで何をしている？」

「プラムの収穫ですよ、カイル様」

　戻ってきた翌日、庭でプラムの収穫をしていたら、カイルが庭へと出てきた。

　綺麗な服はたくさんカイルに買ってもらったが、汚したくない。そんなわけで仕事をする時には以前の服をそのまま着ているので、果物を収穫するくらいなんてことない。

「いや、プラムの収穫じゃなくて……」

「明日のお茶のために、プラムのパイを焼きますね」

「君がそこまでする必要はないのに──そろそろ終わりか？」

「はい。この籠がいっぱいになったら、今日は終わりです」

　プラムはそのままでも食べられるけれど、そのまま食べると酸っぱいから、お菓子に加工する方がリネットは好きだ。

　そんな話をしていたら、カイルがリネットが使っていた脚立を返しに行ってくれることになった。

「もう少し、メイドを増やそうか。リネットにそこまでさせるつもりはないんだ」

「そうですねえ……もう少し人数が増えると、いいかもしれませんね。でも、カイル様、賑にぎやかなのはお好きではないでしょう？　だから無理して増やさなくても」

「そういうわけじゃない──ただ、リネットともう少し……」

　なんだかもごもごとカイルは言うと、そのまま途中で言葉を止めてしまった。

　なんで、彼がそんなことをするのかリネットにはわからない。首をもう一度傾げていたら、カイルはわしゃわしゃとリネットの頭をかき回した。

「なんですか、もうっ！」

　むぅっとふくれっ面つらになると、カイルが笑う。

　──あ、こういうの好き。

　カイルが前よりも笑ってくれるようになったのが、リネットには嬉しい。

　屋敷に来たばかりの頃は、カイルの前に出るとぴりぴりしていたけれど、今はそれもだいぶ落ち着いてきているようにリネットには思える。

　毎晩のように抱きしめ合って眠りに落ちるのも好きだし、こうやって並んで歩くのも好きだ。

「やっぱり、メイドは増やそう。リネットの仕事はこれから増えるし」

「もう少し仕事は増えても大丈夫ですけど……」

「そうじゃなくて。今後は女主人としての仕事も少しずつ覚えてもらわないといけないから」

　こういう屋敷を切り盛りするには、女主人の役割も大切なものになってくる。

　けれど、カイルはあまり社交的ではないし、リネットもそうだし──リネットの場合は、単に貴族の付き合いに縁がなかっただけではあるが──あまり大変になるとは思っていなかった。

「もっと増えても大丈夫ですよ」

「──俺が、そうしたいんだ」

　カイルがそう言うのなら、リネットとしてはこれ以上逆らう必要もない。そんなことより、今は、プラムのパイの方が優先だ。

「いけない。今日はアーロンが来る予定だった──忘れてた」

　屋敷の玄関に回ったところで、馬車が走ってくる音が聞こえる。

「リネット、お茶の用意を頼んでもいいか？」

「はい。大丈夫ですよ」

　慌ててカイルが屋敷へと入り、リネットも厨房へとプラムの山盛りに入った籠を持って向かう。

　アンにお茶の用意をするよう頼んでいる間に、食料棚を確認した。昨日焼いたクッキーがまだあるし、チョコレートケーキもある。

　あとはアンに任せておけば、シモンズがうまく取り計らってくれるだろう。

　──私は、どうしたらいいかしら。

　カイルには同席するように頼まれなかったから、同席する必要はないということなんだろう。図書室の本にはたきでもかけてこようかと厨房を出て歩いていたら、背後から声をかけられた。

「リネット、どこに行くところ？」

「図書室に行こうと……」

　声をかけてきたアーロンは、リネットの頭の先から足の先までじろじろと視線を走らせた。

　アーロンにじろじろ見られてたら、気持ちが落ち着かなくなってくる。頭を下げて、逃げるように去ろうとしたら、腕を掴んで引き止められた。

「……あいかわらず、メイドみたいなことをさせられているの？」

「させられてるっていうより……私が、やりたいからやってるんです」

　カイルはそこまで頑張らなくてもいいと言ってくれたけれど、自分の引き受けている分くらいはきちんと仕事をしなければ。

　リネットの様子に、アーロンは何か勘違いしたみたいだった。

「ね、リネット。僕のところにおいでよ──君を大事にするから。君はこんなところで、メイドみたいなことをしているような人じゃない」

　──とても……まずい……雰囲……気……！

　気がついた時には、廊下の壁際まで追いつめられていた。

　両肩のすぐ上にアーロンが手をついて、腕の中に囲い込まれたみたいな形になる。

「やっ……」

　アーロンが身を屈かがめてくる。顔の距離が近づいて、リネットは息を呑んだ。

　こちらを見下ろしているアーロンの目に、背中が冷たくなったような気がした。

　──もう、だめ……！

　唇が頬に触れようとしたところで、身体にかかっていた力が抜けてアーロンが吹き飛んだ。ずるり、と床に座り込むリネットの目にカイルが映る。

「アーロン！　お前、リネットに何をしてる！」

　殴り飛ばされたアーロンは、床に尻餅をついていたけれど、慌てた様子で立ち上がった。

「……カイルが、彼女をメイドみたいにこき使ってるからじゃないか。リネットが──かわいそうだろう？　僕の屋敷においでと説得しているところだった」

　その言葉に、カイルは口を閉じてしまった。

「あの、カイル様」

　カイルの方に呼びかけると、困惑した様子でこちらを見ている。よろよろと立ち上がって、リネットはスカートの埃ほこりをぱんぱんとはたき落とした。

「来てくださって、ありがとうございます」

　カイルの顔を見ることができない。別にメイド扱いされているとか、そんな風に思ったことはなかった。

　屋敷の中が少しずつぴかぴかになっていくのが楽しくて、それで手を止めることができなかっただけ。

「ええと、アーロン様。あなたは誤解しておいでです。カイル様は、私をメイドとしてこき使ったりしてないんです……これは、私が好きでしていることなので」

「だって、家政婦としての役割もしてるって」

　なおも往生際悪く、アーロンは言いつのる。カイルは何も言わなかったから、リネットはぎゅっとカイルの袖を掴んだ。

「カイル様に家政の切り盛りを任されているのは否定しません。こうやって、掃除をしているのは……何もしないでいるのは、私が落ち着かないから、です……あまり、気にしないでください」

　言葉の後半は、カイルに向けてのものだった。カイルにもリネットの考えていることが無事に伝わったらいい。

「なんだよ、それ」

　アーロンは、少々むくれた顔になった。

「お姫様を助けるつもりだったのに、馬鹿みたいじゃないか」

「──人の婚約者に手を出す方が馬鹿だろう」

「まだ、君達は結婚してない」

　アーロンがそう言うのを聞いて、リネットは耳まで赤くなった。

　たしかにまだ結婚はしていないけれど、限りなく夫婦に近いことはしてしまっているので、今さらそういう意味でアーロンのところに来いと言われてしまってもとってもとっても困るのだ。

　──私の好きとカイル様の好きは重なってないのはわかっているけど。

　それでも、好きな人の側にいられるのだから、それだけで幸せだ。

「今日は、僕が悪かった。また、そのうち来る──ええと、リネットには何もしない」

　ぎろりとカイルに睨にらまれて、降参したようにアーロンは両手を上げる。シモンズが帰るアーロンを見送りに行くのを、カイルはそのまま見送った。

「……何してるんだ、まったく」

「……ごめんなさい」

　カイルには、謝ることしかできない。きっと、彼の機嫌をそこねてしまっているのもわかるけれど、リネットにできるのは謝ることだけだった。

「でも、アーロンの気持ちもわからなくはない」

　真正面からカイルに見られて、また違う意味で頬が熱くなる。

「どんな……気持ちですか……？」

　正面から目を合わせることができなくて、もぞもぞと視線をそらした。

「リネットの仕事は多すぎるということだ。やっぱりメイドの数はもう少し増やそう。男手もあった方がいいな。リネットが脚立に乗ってるのを見ると、落ちそうではらはらするから」

「……そのくらい、なんでもないです」

　カイルの手が耳を撫なで、頬を滑って首筋をなぞる。それは閨ねやでの仕草に近くて、リネットはどきりとして息をつめた。

「なんでもない、じゃないだろ──すまない。メイドとしてこき使ってるつもりはないんだ」

「わ、私も……そういうつもりは、なく、て──んっ」

　首筋を撫でていた手が、顎にかかる。正面からキスされて、甘い声があがった。

「まあいい。アーロンも帰ったことだし、リネットには俺に付き合ってもらおうかな」

　指を絡めて手を繋がれると、耳が熱くなって頬がかっかとする。

　──カイル様と一緒でよかった。

　手を引かれたまま、アーロンを迎えるはずだった客間へと入る。シモンズの手配りによって、そこにはきちんと支度が調えられていた。

「どれもおいしそうだな。リネット──口を開けて」

「へ？」

　間抜けな声があがったけれど、カイルの手によって口の中にチョコレートのクッキーが放り込まれた。生地にチョコレートを練り込んであってほろ苦い香りがする。

「……びっくりした。カイル様はどれがお好きですか？」

　カイルは返事をしなかったけれど、視線がテーブルの上をさまよって、リネットが焼いたイチゴジャムを載せたクッキーにとまった。

「お返しです」

　カイルに口の中に放り込まれたから、お返しにリネットも一つ取り上げてカイルの方に差し出す。

　一瞬きょとんとした顔になった彼だったけれど、リネットの差し出したクッキーを口を開けて受け止めてくれた。

「……楽しい」

　ぽつりとそんな言葉が漏もれる。

　この屋敷に来た時は、カイルとこんな関係になれるなんて思っていなかった。口の中に入れられたクッキーの甘さが、幸せを倍増させてくれる。

　──幸せ。

　カイルとこうやって一緒に過ごす時間があるなんて、幸せなんだろう。

　今度は、バニラの生地と、チョコレートの生地を渦巻き模様に焼いたクッキーを取り上げてカイルの口の中に放り込む。

「カイル様、どうですか？」

「うまい」

「よかったぁ……あ、スコーンはどうします？」

　スコーンを割って、ジャムとクロテッドクリームをつけて。リネットはそこに蜂蜜も追加するのが好きだ。スコーンはうんと甘くするのが好き。

　和やかにお茶の時間は過ぎていった。

　──たまには、二人きりもいいかも。

　給仕のシモンズもいない。カイルと完全に二人きり。普通ならありえないことだけれど、こうやってのんびり過ごすことができて幸せだ。

「──これが終わったら、図書室に行こうか」

「あ、私……図書室の本にはたきをかけるつもりでした」

　アーロンとカイルがお茶をしている間、図書室の本棚にはたきをかけるつもりでいた。すっかり忘れていたけれど──明日でもいいかと思い直す。

　二階の端にある図書室は、この屋敷の中でもリネットが気に入っている場所だ。

　日当たりはいいし、本はたくさんあるし、昼間仕事の合間や夜寝る前にソファの上で丸くなって本を読むのが好きだった。

　カイルも昼間はここで過ごしていることが多いから、リネットがここで過ごすのはカイルがいない時に限られている。

　日当たりのいい場所に置かれているリネットお気に入りのソファに、カイルが座った。

「……リネット」

「はい？」

　カイルに名前を呼ばれるのは、嫌いじゃない。

　彼に名前を呼ばれる度に、胸がぽかぽかしてざわざわして。きっと、カイルの方はリネットがいちいちそんな反応をしていることにも気づいていないんだろうけれど。

「あの、何か」

「うん……ここに」

　ぽんぽんとカイルは自分の隣の席を叩く。首を傾げながらも、リネットはそこに腰を下ろした。カイルと並んで座るというのは、あまり経験がない。

「さっきは──本当にすまなかった。アーロンが嫌な思いをさせた」

「気にしていません。私が、カイル様にふさわしくないから、そんなこと言われるんでしょう。釣り合わないって……私も……そう思ってる……か……ら……」

　自分で口にしていて、なんだか悲しくなってきた。カイルと釣り合わないのはわかっている。そもそも「買ってください！」とリネットの方から押しかけなかったら、カイルはリネットの存在すら知らなかった。

「そんなことない。俺は──」

　リネットの肩を抱く腕に力がこもった。

「──がいい」

　もごもごとカイルが言う。何を言っているのかは聞き取れなかった。

「私は、ここにいられてよかったです。だって、カイル様……優しい、から」

「リネットは、優しい……ばかりだな」

　両肩に手をかけられて、じっと真正面から見つめられる。

「わあ、カイル様……ええと、それは、ダメ、です」

　そうやって見つめられると、ものすごく困る。だって、カイルの顔を間近で見る機会なんてそうそうあるものじゃない。

「何がダメなんだ？」

「ええと──恥ずかしい、から」

　本当に、正面から見られるとだめなのだ。カイルの目を見ているといたたまれなくなって、リネットは視線をそらそうとした。

「俺は、リネットにとって、優しいだけか？」

「……意地悪」

　そうカイルに言う自分の声が妙に甘ったれているのもわかって、また動揺した。

　──こんなの、変なのに！

　カイルに甘えるのは間違っている。それはちゃんとわかっているのに、カイルは簡単にリネットの作った枠を壊してしまう。

「カイル様は恩人だし、優しいし、意地悪だし──ええと、それから」

　思っていることを口にするのって難しい。

　カイルに対する感謝とか尊敬とか──そういうことを全部言葉にできたなら、リネットの言う『優しい』をもっとわかりやすく伝えることができるのに。

「悪い──リネットが、俺のことをどう思っているか聞きたかった」

「……知りません」

　ズルイ、カイルはズルイ。言葉にはできなかったけれど、その不満はしっかりカイルに伝わっているみたいだった。

「そうだな、俺はずるい」

　苦笑交じりにそう言って、カイルはリネットの鼻の頭にキスをする。

「ひゃあ！　なんで、なんで鼻なんですか！」

　彼の唇の柔らかな感触は、好き。

　だけど、鼻の頭にこの状況でキスされるのはすごく違う気がする。リネットが文句を言うと、今度は唇が触れ合わされた。

　そうやってキスしている間にも彼の手はせっせと動いていた。

　隣に座っていたのに、さっと抱えられて彼の上にまたがる形で座らされる。そうしておいて、彼の手は背中のボタンをさっさと外し始めている。

「……あのですね、カイル様！」

　困惑している間に、背中のボタンは全部外されてしまった。着ていたデイドレスが肩から下ろされて、下着が露あらわにされる。

「なっ……なんで、こんなことを」

　なんでと問いを重ねようとした唇が、カイルの唇で塞ふさがれる。

　勢いあまって逃れようとしたら、彼の手が背中に回って身体を支えてくれた。けれど、もう片方の手が胸元に伸びてきて、リネットは小さく喘あえいだ。

「やっ……もっ……どうして……？」

「どうしてって、俺がこうしたいから」

　リネットの胸に顔を埋めるようにしながら、カイルがにやりと笑った。

　──カイル様って、こんな方だったかしら……。

　こんな風にカイルが笑うのは見たことがなかったような気がする。けれど、彼のその表情に胸がどきりとした。

　リネットの表情を見上げるようにしながら、やわやわと胸を揉まれて、快感に馴染なじんだ身体には簡単に火がつく。

「こ……こうしたいって──！」

　カイルの言っていることは、時々意味がわからなくなる。一応、抗議の声はあげたけれど、その声はあっという間に消されてしまった。

「やぁっ……んっ……あっ……あぁっ！」

　背中を支えてくれている方の手の指先だけが背中を動き回る。そこからもぞわぞわとした感覚が送り込まれてきて、身体をくねらせた。

「……もっ……カイル様……だめですっ……！」

　まだ昼間からこんなことをするのはすごく間違っていると思う。けれど、カイルを止めることはできなかった。

「だめ──って、そんな顔で言っても説得力がないな」

「それはっ……カイル様が──意地悪するからぁ──！」

　こんな風にしておいて、自分は何もしていないみたいな顔をしているのはズルイ。なんだか悔しくなって、リネットの方からも手を伸ばす。

　腹立ち紛れにカイルの耳に歯を立てたら、彼が肩を跳ね上げた。

「あぁっ……ん、あっ……あっ……」

　お返しにとばかりに指の腹で胸の頂いただきを転がされる。下着越しにではあったけれど、その刺激だけで身体の中心が熱くなるのを覚えた。

　必死にカイルの耳に舌を這はわせながら、首に巻かれたクラヴァットに手を伸ばす。解いたそれを、肩越しに背中の後ろへと放り投げた。

「──床に落ちた」

「……あとで拾い──あぁんっ！」

　また、カイルの手が胸元を滑る。硬くなり始めた胸の頂を布越しに擦り上げられて、身体の芯がより熱くなった。

「カイル様っ……あっ……ん、んぅっ……！」

　耳に舌を這わせる余裕もなくなって、落ち着かなくなってくる。シャツに手を伸ばしてボタンを外し始めたら、カイルがくすりと笑うのが聞こえた。

「俺に対抗してるつもりか？」

「あ──だめっ！」

　今度は胸に顔が寄せられた。布越しにキスされ、胸の先端に軽く歯を立てられる。勢いあまって膝から転げ落ちそうになるのを、カイルは両手で引き戻してくれた。

「やっ……だめっ……だめって……言った……言いま……した……！」

　首を振りながら訴えるけれど、カイルはそれを聞いてくれる様子も見せない。下着の肩紐が下ろされて、柔らかな双丘が露わになる。

「──柔らかいな」

「見ては──だめ、です」

「そんなこと言ってるのに、ここは硬くなってきた」

「カイル様っ！」

　慌てて胸から引き剥はがそうとするけれど、引き剥がすなんてことできるはずもない。カイルはリネットの胸に顔を埋め、舌先で柔らかな皮膚をくすぐってくる。

「やぁっ……んっ……」

　鼻にかかった声が零こぼれて、リネットはまた赤面した。カイルの手が、悪戯いたずらに背中を這い回り、背骨のあたりをくすぐってくる。

　身を捩よじって逃れようとしても、しっかりと抱えられているのだから逃げられるはずもない。

「アーロンともっと話がしたかったか？」

　その言葉には、ぶんぶんと勢いよく首を横に振る。

　アーロンは嫌だ──カイルと一緒にいる方がいい。

「カイル様……あっ……ん……」

　そっとカイルの名前を呼べば、胸の頂に舌が這わされた。じぃんとした感覚に、リネットは身を震わせる。

　その感覚が快感であることはもうよくわかっていた。

「……もっと」

　恥じらいに睫まつげを震わせながら、そうねだる。

　彼と初めて肌を重ねてから、そんなに日数が立ったというわけでもないけれど、身体は完全に作り替えられていた。

　快感を与えようという明確な意思を持ってカイルの手に触れられるだけで、快感に皮膚が粟立つ。

　その快感に、すっかり従順になっていた。

「──もっとって……こう？」

「あぁっ！」

　ぴんと舌で硬くなった場所が弾はじかれる。鋭い刺激が走り抜けて、声と同時に背中をしならせた。

「ふぅん……こうされるのがいいんだな」

　よく知っているくせに、あえて言葉にしながらカイルは同じ動作を繰り返す。そのたびにリネットの唇からは短い声があがって、快感を受け入れていることを告げていた。

「あっ……いい……気持ち……いい……」

　自分が何を口にしているのかもわかっている。感じていることを言葉にしたら、より強い快感が押し寄せてくる。

「だって……カイル様が……触る、から……」

　快感を彼自身の手で与えている癖に、カイルはとても意地悪だ。リネットがカイルの肩を掴む手に力を込めたら、お返し、とばかりに、喉にキスされた。

「俺に触られるとこうなるんだ。だったら──こうされたら？」

「ひゃん！」

　勢いよく硬くなった頂を指で弾かれる。感じるというより痛みの方が少し強くて、悲鳴があがった。

「それは……痛い、から……嫌……」

　自分でも甘ったれた口調になっているのがわかる。恨みがましい目を向けたら、カイルは少々気まずそうに微笑んだ。

「──そうか。今度は痛くないようにする」

「ん──あぁっ……は、……ぁん……」

　カイルの舌がちろちろと胸の頂を撫で回す。緩やかに広がる愉悦に、リネットの息が乱れた。

「んんっ……あっ……もっと……あぁっ」

　胸に触れられているだけでは物足りなくて、自然と腰が動き始める。下腹部を押しつけるようにしたら、熱を帯びたものが触れた。

「カイル様……あっ……んっ……あぁっ──」

　軽く歯を立てられ、また全身に痺れが走る。リネットが身体を揺らすたびに、カイルは同じことを繰り返した。

「……どうしようか。ここは図書室だし──ここでやめておくか？」

「うー」

　先に触れてきたのはカイルなのに、またじわりと涙が滲にじむ。どうしてこんな意地悪をするんだろう。

「……ぃ……や……です……」

　そう言う声は、リネット自身の耳にも自信なさそうに聞こえた。

「そうか。リネットはいや、なのか」

　くすりと笑うカイルはズルイ。自分だけ余裕でいるなんて。

　先ほどから、ズルイばかりを心の中で繰り返す。

　こうやって、甘えかかることを許されるのは、身体を重ねる時だけだとわかっている。分を越えた望みは抱かないようにしているのに、触れられるたびに、その決意も簡単に崩される。

「だって……だって、カイル様が……」

　先に触れてきたのは、カイルの方だ。そう訴えたいのに、彼には少しも響いていないみたいだった。

「……それなら、こっちはどうなってるんだろう」

「や──あっ！」

　慌てて膝を擦り合わせようとするけれど、そもそもカイルの上にまたがっているのだから閉じられるはずもない。

　悪戯に腿の内側に力を込めるだけになってしまう。スカートを捲り上げ、中に侵入したカイルの手はやすやすと一番奥まで到達した。

「……やだっ……ぁんっ！」

　その場所はもう濡ぬれていた。下着越しに秘所を撫で上げられれば、じわりとその場所が熱を帯びる。

「……なるほどな」

　なんてことない口調で言われて、リネットの羞恥心しゅうちしんは煽あおられる。

　リネットの反応をうかがいながら、カイルはその場所を刺激し始めた。じわりと蜜を押し込めるように、布を押し込まれ、物足りなさに身を捩よじる。

「……あぁっ……んっ……あっ、あっ」

　唇を半分開き、顎を突き上げて、少しでも強い快感を得ようとした。指の動きに合わせるように、腰がうねる。

　彼の指は濡れた薄布越しに的確に一番感じる芽を捉えていた。小刻みに指を振動させられ、また快感が煽られる。

「カイル様……あっ……ああっ」

「気持ちいい？」

「う──あぁっ……いい……気持ちいい……です……」

　彼の指に合わせて腰が揺れる。半開きになった唇からは艶ふやめいた声が漏れていた。目を閉じ、より強い快感を得ようと懸命になる。

　カイルが自分の顔を見ているのにも全然気がつかなかった。花芽を擦り上げる指が速度を増し、あっという間に絶頂へと押し上げられる。

「──あぁっ！」

　ぐたりと彼の肩に顔を預けたら、背中をゆっくりと撫でられた。

「こんなになるまで感じて可愛いな」

「知りません……」

　自分だけ快感を貪むさぼってしまって、リネットは彼の肩に顔を埋めたまま眉尻を下げた。

　自分だけ、感じているのが恥ずかしい。羞恥のあまり強く額を押しつけたら、カイルがくすりと笑う気配がした。

「……こっち向いて」

「や、です」

　リネットが反抗するのにもかまわず、頬に手をかけて元の位置へと戻される。

「んーっ」

　唇が重ねられて、中に舌が潜り込んでくる。リネットの混乱を楽しんでいるみたいに、カイルは悠々と口内をかき回してきた。

「んんっ、んんっ」

　一度高みまで押し上げられているから、リネットの身体はひどく快感に弱くなっている。

　それをわかっているカイルのしかけた罠にまんまとはまってしまって、リネットの腰が揺れ始める。

「……いや」

　このままでは物足りないと首を横に振った。ここがどこなのかなんて、完全に頭から消し飛んでしまって、快感を貪ることしか考えられなくなる。

「──リネットは、可愛い」

　カイルの言葉にいやいやと首を横に振った。可愛い、なんて言葉は欲しくない。

　それよりもリネットが欲しいのは。

「腰を上げて──そうじゃないと、脱がせられない」

　言葉にされて、腰を上げるように告げられると、ますます頬が熱くなる。喉がからからになっているのを誤魔化すみたいに唇を舐めた。

　それからそろそろと腰を持ち上げたら、ドロワーズを留めている紐がしゅるりと解かれる。片方の足から下着が抜かれて、もう片方の足首に残された。

　靴を履いたままの足首に下着がひっかかっている光景は妙にいやらしく、刺激的に見えて視線をそこからそらす。

「──あっ！」

　遮さえぎるもののなくなった濡れた箇所にカイルの指が滑り込む。ゆっくりと溢れる蜜をかき回すようにその場所を撫でられて、高い声があがった。

「はぁっ……ぅ……あっ……あんっ」

　表面を撫でられるだけでは物足りない。もっと奥まで欲しい。指を招き入れようと腰をくねらせるけれど、カイルの指は表面をなぞっているだけだった。

「──あぁっ、あっ、あんっ、や、だぁっ」

　物足りなさに、カイルの上にまたがったまま身体をくねらせる。首を横に振ったら、カイルはますます花弁の合わせ目を激しく震わせてきた。

「いやって──何が？」

「だって、だって！　奥──」

　身体の内側を擦り上げてほしいのだと、自分の口から言葉にするのは恥ずかしい。

「奥がどうかした？」

「指……指、入れて……ほ……しい……」

　こんなことを口にするなんてと羞恥に頬が熱くなる。カイルはリネットが素直に望みを口にしたのに気をよくした様子で、体内に指を押し込んできた。

「はっ……あぁ……」

　ゆっくりと中をかき回されて、陶然としたため息が零れる。自分から腰を押しつけるようにして、少しでも奥でカイルを感じようとした。

「……あっ、あんっ……あぁっ」

　指の根元で秘芽を刺激しながら、濡れた壁を擦り上げられる。簡単にリネットの身体についた火は再燃して、また快感を求めて腰を振ってしまう。

「んっ……あっ、あぁんっ！」

　昼間から図書室でこんなことをするなんて考えたこともなかった。カイルの方は何一つ乱れていないのに、リネットの身体は半分露わになっている。

　その倒錯的な状況に、よりいっそう快感が煽られて、寝室にいる時よりもいくぶん大胆になっているようでもあった。

「カイル様……あっ──また……また、きちゃう……！」

「いいよ。リネットが気持ちよくなっているところを俺に見せてごらん」

　指の動きに合わせて、懸命に腰を動かす。快感を貪ることだけに頭がいっぱいになっていたら、自分がどんな顔をしているのかも気にならなくなった。

　高い声をあげて、全身を強く震わせる。指が外される感覚に失望のため息が漏れた。

「……カイル様が……ほしい……の……！」

　指だけじゃ物足りなかった。

　もっと奥までみっちり埋め尽くして、そして全身を揺さぶってほしかった。真っ赤になって望みを口にしたら、ふっと耳に息が吹きかけられる。

「──リネットがそう望むのなら」

「うー……ほしい、の……」

　自分からねだらされて、頭の中まで沸騰したような気がした。身体の芯が熱を帯びて、秘めておくべき場所がはしたなくひくつく。

　ごそごそと音がして、彼が下衣を緩める気配がした。

「おいで」

　命じられたのは一度だけ。とても低い声で、うっかりしていたら聞き漏らしてしまいそうだった。

　けれど、リネットがその命令を聞き逃すはずもなく、ゆるゆると腰を上げる。両手でカイルの肩に掴まったけれど、そこから先はどうしたらいいかわからなかった。

「ほら──ここ。そのまま腰を下ろして」

「んっ……」

　足の間にぴたりとあてがわれた熱杭が、じりじりと体内へと侵入してくる。

　さんざん慣らされた蜜路が開かれていく感覚に、リネットは眉を寄せた。

「カイル様……気持ち……いい……」

　自分がこんなに快感に弱くなっているなんて知らなかったけれど、気持ちよくなっているという事実を口にしたら、もっと快感が深くなっていくような気がする。

「──あぁ」

　根元まで彼自身を呑み込んだら、うっとりとした声が零れた。

　待ち望んでいた充溢感に、濡壁は激しく収斂しゅうれんする。

「そんなに待ちかねていたんだな──ものすごい俺のに絡みついてる」

　体内の状況を言葉にされて、また頬が熱くなった。カイルはいつだって意地悪になれるのだ。

　リネットが頬を染めているのに気づいているのかいないのか──カイルがわずかに腰を動かす。

「はぁんっ」

　それだけでいいところを擦り上げられて、高い声があがった。

　腰を掴まれ、身体を動かされる。自分の体重がかかっている分、いつもより奥まで受け入れていて、その愉悦に身を震わせる。

「あっ──あぁっ……んっ……あっ、あぁっ」

　リネットはさらに身体をくねらせた。気がついた時には、自分から腰を動かしている。少し浮かせて落とすだけで、頭の先まで痺れるような喜悦が広がった。

「やぁっ……だめっ……また……また、きちゃう……！」

「何度でもイけばいい。リネットが満足するまで」

　言うなりカイルは激しく突き上げてきた。腰をがっしりと掴まれ、最奥を何度も刺激される。

　彼の身体の動きに合わせてリネットの動きも激しくなり、視界が上下に揺れた。零れ落ちる涙は快感のせいなのか、それとも違う何かのせいなのか、リネット自身にはわからない。

「やぁぁんっ、あぁぁんっ」
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　転げ落ちそうな気がして、必死にカイルにすがりつく。

　耳元で彼の息も乱れているのを理解した。こんな風に彼まで乱れるなんて──。下腹部を擦りつけるようにすると秘芽までが刺激されて、よりいっそう強い喜悦が送り込まれる。

「はぁっ……んっ……あっ、あっ……あぁあーっ！」

　何度も、何度も高いところまで追い上げられてしまう。

　体内をかき回されるたびに、蜜が滴したたり落ち、肉棒に絡みつく。

「んぅっ……ひっ……あっ……あぁっー！」

　また、高いところまで連れ去られた。それなのに、休む間も与えられず、がんがんと穿うがたれて頭がくらくらとしてくる。

　開いた唇は嬌声をあげる以外の役に立たなくて、揺さぶられるたびに、首も合わせて揺れる。

「はっ……んぅ……あーっ、あぁぁっ！」

　ここが図書室だとか、明るいとか、そんなことは完全に意識から消え失せていた。たしかなのはカイルと繋がっている場所と、そこから送り込まれてくる濃い愉悦だけ。

「もう……だめ……限界……！」

　リネットが泣きながら訴えると、カイルはようやく解放してくれるつもりになったようだった。

「俺もイくまで待って」

　そう言われて、ますます突き上げが激しくなる。

　リネットは声もなくのけぞった。あまりにも快感が大きすぎて、意識がどこかへと飛ばされてしまう。

　体内を濡らし上げていく感覚も、焦ったようなカイルの声も完全に意識の外に追いやられていた。

「……ごめん」

　一瞬、完全に意識を失っていたらしい。

　気がついた時には、ソファに横たえられていて、カイルが心配そうな表情でこちらを見下ろしている。

「……あの」

　自分がどれだけ乱れたのかを改めて思い知って、リネットは真っ青になった。

「わ……私……みっともなく、て……」

　言い訳のしようもない。こんなところで、あんな風に乱れるなんて本来ならありえない話だ。

　けれど、カイルはリネットの目尻から流れた涙の跡をそっと指でなぞっただけだった。

「リネットが……あんまりにも可愛い反応をするから、つい」

　気まずそうに詫びの言葉を述べられたら、それ以上は何も言えなくなる。

　──可愛いって言ってくださったから。

　自分のはしたない反応はいかがなものかと思うけれど、『可愛い』という言葉は素直に嬉しかった。





　　　第六章　海辺の甘い日々とちょっとした陰謀







　メイドの数も、下働きの者もずいぶん増えた。今までリネットがくるくる動き回ってやっていた掃除や洗濯、調理場の手伝いまで全て必要十分な数の使用人がいる。

「……すること……ないですねぇ……」

　リネットのつぶやきに、目の前にいるカイルは苦笑した。

　以前より賑にぎやかになった邸内にカイルは落ち着かないのではないかと心配していたけれど、その必要はなさそうだった。

　今、二人は図書室にいて、リネットは母とメイベルに手紙を書いているところだが、これが終わったらやることがなくなってしまう。カイルはカイルで何やら仕事があるようで、朝から何枚もの書類に目を通している。

「お屋敷の中、うるさくないですか？」

「……一番うるさいのは、リネットだと思う」

　言われてリネットは言葉につまった。

　──お邪魔したら、よくないものね。

　さっさと手紙を書いてしまって、それからどこか別の場所で時間を過ごそう。

　今日は天気がいいから、庭に出てもいいし……それとも、厨房にいるアンに頼んでお菓子を焼いてもらっておしゃべりしてこようか。

　唇をまっすぐに引き結んで、手紙の方に意識を戻す。この間カイルと訪問して以降も、順調に母の体調は回復しているようだ。うまくいけばカイルとの結婚式の前に、別荘を引き払って戻ってくることもできるかもしれない。

　──メイベルの勉強もきちんと進んでいるみたいだし……これもカイル様のおかげね。

　リネットは社交界に正式なデビューをしないまま結婚することになったが、メイベルはカイルが後ろ盾になってデビューさせてくれるそうだ。

　買ってもらった分の仕事をまだ終えていないのに、こんなによくしてもらうのは申し訳ないような気がしてならない。

　自分のふがいなさが情けなくて、書き終えた手紙を封筒に収めながら、小さくため息をついた。

「──嘘」

　不意にカイルが口を開いて、リネットはそちらに目を向ける。

　──嘘って何かしら。

「一番うるさいのはリネット──というのは嘘。リネットのおしゃべりはうるさくない」

　えっと思う間もなく、彼は書類の方に視線を戻してしまう。

　今のカイルの言葉を、どう捉えたらいいのかわからなくてリネットは困惑した。

　──嫌われてはいないってこと？

　それならそれでいい。カイルに想いを伝えることは許されていないけれど、側にいることができるのなら、それで十分だ。

　今の今まではすごく憂鬱だった図書室内の沈黙も、こうなってみると居心地よく思えてきた。

「また、ナーヴに行こうか」

「ナーヴ……ですか？」

「ああ、義母上ははうえの様子も気になるし。メイベルの進み具合も確認したいし」

　でも、とリネットは考える。あちらに一度顔を出してから、まだ、ひと月くらいしかたっていない。そんなにしょっちゅう、家を空けてもいいんだろうか。

「最近暑いから、二週間くらい、ナーヴに行くのもいいんじゃないかと思ったんだ」

　リネットが気乗りしないと思ったみたいで、カイルが言葉を重ねる。

　カイルが家族のことを気にかけてくれるのは嬉しい。リネットがにっこりと微笑む。

「行けたら嬉しいです。カイル様が、よくしてくださるから──私、もっと頑張らないといけないですね」

「──いや、それはいいから」

「なんでですか？」

　リネットが目を瞬またたかせると、カイルは顔を赤くして書類の影に顔を隠してしまった。




　思い立ったらすぐに行動できるのが、差し迫った予定がないという点ではありがたいのかもしれない。

　図書室で話したその日のうちに別荘の方へ連絡をやり、カイルとリネットを迎えるようにとカイルが命令した翌々日には、再び馬車に乗り込んでいた。

　──前とちょっと違うな。

　とリネットが思ったのは、前は向かい合って座っていたのが、今は横並びに座っているから。カイルとの距離が前より近いからすごくどきどきしてしまう。

　それよりも、問題なのはちょっと動くだけでカイルと手が触れ合ってしまうこと。

　自分だけがどきどきしているのがわかるから、困る。

　座席の端に小さくなって座っていたら、カイルがリネットを引き寄せた。

「わぁ！」

「俺と並んでいるのは、そんなに嫌か？」

「そうじゃなくて……カイル様が……嫌じゃないかなって……」

「──リネット！」

　少し強い口調でリネットの名を呼ぶなり、彼はリネットの身体に回した腕に力を込めた。ぎゅっと彼の方にくっつけられて、リネットはますます慌ててしまった。

「あう、カイル様、あの……困る……んです」

　耳まで熱いし、頬は熱いし、もうどうしようもないくらいに心臓がどきどきしている。

　カイルとの結婚は決まっているけれど──こんな想いを抱えているのは、リネットだけだとわかっているから。

「……困る？　何が？」

　語尾を上げて問われて、リネットはまた困ってしまう。この状況を、彼に説明できるとは思えなかった。

「……だって、どきどきするから……困るんです……」

　──馬鹿みたい。

　こうやって、困惑しているのはリネット一人だってわかっているのに。

　カイルにくっついていられるのはすごく幸せな気分になるけれど、一方的な想いであることもわかっているから、必要以上のことは望みたくない。

「本当に？」

　ますます強くリネットを抱きしめて、カイルが胸の鼓動を感じ取ろうとする。

「俺も、どきどきしてるけど」

　ぴったりと密着しているおかげで、彼の鼓動を感じることもできた。リネットの鼓動と同じくらい速くて、強く脈打っている。

「カイル様も？」

「──ああ」

「同じですね」

　カイルがどうしてこんなにどきどきしているのかはわからないけれど、同じ、というだけで幸せになる。

「……よかった」

　唇が触れて、離れて、その柔らかな感触にまたリネットの鼓動が速くなる。彼と手を握り合い、馬車の中にいる間、リネットはずっと幸せだった。

　だが、その幸せをぶち壊すように、別荘についたとたんカイルの機嫌は悪くなった。アーロンが別荘で待ち構えていたのだ。

　カイルの従兄弟であることは、別荘の使用人は知っていたし、誰もアーロンを追いやろうとはしていなかった。

「アーロン、お前──何しに来たんだ？」

「ごめんごめん、謝るよ。もうリネットには手を出さないから」

　じろりとカイルに睨にらまれて、アーロンは申し訳なさそうに頭を下げた。リネットはカイルの後ろに半分隠れるようにして、アーロンの様子をうかがっている。

「……本当だってば！」

　アーロンが重ねて言うと、カイルはふぅっとため息をついた。背後に回したカイルの手が、リネットの手を探り当てて強く掴んでくれる。

「──おばあ様にも、アーロンとの付き合いは続けておけと命令されているし、今回だけだぞ」

　カイルがあまり人付き合いをしない分、アーロンがいろいろ気を使っているという話は聞いている。カイルを気遣う祖母の命めいがあるのだろう。

「そういえば、こちらに来てからリネットの親戚という男性を見かけたよ。ナーヴのホテルに滞在してるんだって。ダンフォード男爵って言ってたかな──ちゃん挨拶をする時間はなかったんだけど」

「ダンフォード男爵だったら、私の叔父です。父の弟で──今は、家を継いでいます」

　リネットが男子だったら、叔父に家を渡さなくてもすんだ。

　──でも、変ね。

　リネットは首を傾げた。だって叔父は、金銭的に苦しくて、母の転地療養の費用をお願いしても無駄だったのに。

　とはいえ、それがカイルとの出会いに繋がったのだから、悪いことばかりでもなかったけれど。

「……それなら、こちらに来るように誘ってみるか。客用寝室はまだ空いているし」

「よろしいのですか？」

「もちろん」

　その場で叔父に使いを出して、別荘に泊まらないか誘ってみることが決められる。

「……そうそう、町長の屋敷で明日、パーティーが開かれるんだけど、君のところにも招待状が届けられるんじゃないかな。フォールス侯爵が別荘に滞在することはめったにないし」

「……そうか」

　招待状と聞いて、カイルが憂鬱そうな顔になる。

　こういう場所では、滞在している貴族や資産家同士が親交を深められるように、地元の名士がパーティーを開くというのはよくあることなのだそうだ。

　暑い時期は、社交界の人々もあちこちに避暑に出向くから、こういった場で都では知り合う機会のない人と友好を深める目的もあるらしい。

「パーティーは好きではないが、俺も参加するか。リネットもいるし」

「私？」

　自分の名前がここで出てくると思っていなかったから、リネットは驚いてしまった。そんなリネットに向かって、カイルは当然のように言った。

「皆に、婚約者の紹介もしておかないとだろう」

　カイルの屋敷の静かな生活も嫌いではなかったし、彼が静かに暮らしていきたいのならそれで十分だった。この町で皆に紹介されるなんて、予想もしていなかった。

「リネット、ドレスは持ってきているか？」

「ええ……私はいらないと言ったけれど、アンが持って行くべきだって」

　やはり、アンの忠告に従って正解だったとリネットは胸を撫なで下おろした。アンに選んでもらって、二着か三着、正式なお呼ばれに着られるようなドレスと、それに合わせた靴やバッグも入れてもらっているはずだ。

　もちろん宝石類も持ってきたが、移動の最中の紛失や盗難も心配なので、カイルの母、つまり前侯爵夫人が購入したもの──失われてもまだ諦めがつくものばかりだ。代々伝わる貴重な品は、屋敷に置いてきた。

「じゃあ、僕は失礼するよ。そのうちまた遊びに来るよ」

　そう言い残したアーロンが、引き上げていって、ようやく落ち着くことができた。

「アーロンの別荘もこの近くにあるんだ。歩いて十分くらいのところに」

「そうなんですね。それにしても、叔父が来ているとは思っていませんでした」

「そうだな。ここで金策をしようとしているんじゃないか。ナーヴは避暑地の中でも、資産家に人気があるから」

「……ああ、そういえばアルディさんもあちこち出かけてましたけど、ナーヴに滞在することが多かったですね」

　夏になると、リネット達事務員を残して、雇い主のアルディはしばしば都を離れていた。

　てっきり避暑に行っていたのかと思っていたけれど、新規顧客開拓という意味もあったのか。

　アルディなら、貴族の知り合いも多数いるし、新しい知り合いを増やすのにもさほど苦労しないですむだろう。

「──私、ドレスを確認してきますね」

　別荘のメイドが荷物を解いてくれているだろう。中に何が入っているのかまったく確認していなかったから、早めに確認しておいた方がいい。

「そうだな、頼む──もし、荷物の中に適当なドレスが入ってなかったら、町へ買いに出ればいい」

「ありがとうございます。でも大丈夫──だと思います」

　カイルにそう言ったら、ちょっと残念そうな顔をしていたのはなぜだろう。




◇　◇　◇

　──こんなにもたくさんの人がいると緊張してしまうわ。

　リネットは、会場内にたくさんの人がいるのを見て、小さく息をついた。カイルは、町長に呼び止められてしまい、彼と話し込んでいる。

　胸元が大きく開いた明るいグリーンのドレスは、今日初めて袖を通したものだ。腕にぴたりとそった袖は、腕が透けて見えるほどに薄い布で仕立てられている。スカートも、緑の布地を何枚も重ねてふわふわさせたもので、一番上は袖と同じ薄い布を使っていた。

　首周りには大粒のダイヤモンドを連ねた首飾り。カイルの母が購入したもので、百貨店に出かけた日、彼が最初にリネットに見せたものだ。

「──リネット！」

　向こう側から、大声でリネットの名を呼ぶ声がする。

　声の方へ顔を向けると、そこに立っていたのは叔父のウィリップだ。

　黒いフロックコートを身に着けているが、以前と違って流行の最先端の品だ。

「叔父様、お元気でした？」

「ああ、リネットも元気そうでよかった。義姉ねえさんとメイベルはどうしている？」

「二人とも元気よ。お母様の病気も、すっかりよくなったの」

　自分ばかり幸せになっているのが申し訳ないような気もしていたが、服装が改まっているところを見ると、ダンフォード男爵家についてもうまく回り始めているのかもしれない。

「侯爵のお誘いは受けることにしたよ。しばらく義姉さんの顔も見ていないしね。もっとも、まだやらなければならない仕事があるから、それに目途をつけたらお邪魔させてもらうよ」

「そうしていただけたら、メイベルも喜ぶと思うわ」

　残っているたった一人の親族に、メイベルはとても懐いていた。叔父と一緒に海辺で過ごすことができると聞いたら大喜びだろう。

「それなら、よかった。それで、お前に頼みがあるんだが──ダラム伯爵家の長男、アーロン殿に引き合わせてほしいんだ。フォールス侯爵とは従兄弟だっただろう」

「アーロン様？　どうして？」

　叔父がアーロンとよしみを通じたがる理由がわからなくて、リネットは首を傾げた。

「この間、お見かけしたが話をするところまではいかなくてね。ダラム伯爵と知己を得たいんだ。今回、伯爵はこちらには来ていないようだから」

　──アーロン様にお願いするのも、申し訳ないような気もするけれど。

　アーロンと顔を合わせるのはいささか気まずかった。

　だが、リネットを見つけたアーロンは嬉しそうに目を細めてこちらに近づいてくる。

「やあリネット。今日もとても──綺麗だね」

「ありがとうございます」

　別荘にいるメイドに支度を調えてもらったから、この場にいてもそんなには浮いていないと思う。

　周囲の女性達も、皆華やかなドレスを身にまとっていた。開け放しになっている窓から心地よい風が吹き込んでくる。

「……アーロン様、私の叔父です。父が亡くなったあと、ダンフォード男爵家の当主になりました」

「先日はどうも──一度、ゆっくりお話ししてみたいと思っていたんですよ」

「こちらこそ」

　叔父とアーロンが何やら話を始めたのを見て、リネットはするりとその場から離れた。

「リネット、やっと見つけた。どこに行ってたんだ？」

「ご……ごめんなさい、カイル様。その、叔父様と会って──アーロン様に紹介してほしいって言われたから、引き合わせてました」

「さっき、あちらで挨拶したよ。以前とは少し印象が変わったかな。数日中に別荘に移動してくれるそうだ」

　叔父の印象が変わったのだとしたら、以前とは身に着けているものが変わったということもあるのだろう。

　リネット達への援助をやめただけで、そんなに家計が楽になるはずもないが、リネットとカイルの婚約が発表されたことで、社交界における叔父の立ち位置もずいぶん変化したのかもしれない。

「……そんなことより」

　真正面からカイルに見つめられて、リネットは息をつめた。

　本当に──カイルは素敵だ。

　彼が人嫌いじゃなかったら、きっと社交界中の女性が彼を追いかけ回していたはずだ。

「──君は、ダンスはできるか？」

「一通りは」

　カイルは何を言っているんだろう。そう思う反面、心の奥の方でちらりと期待した。

「……それなら、行こうか」

　行くってどこに？　その疑問が表情に出ていたみたいで、カイルはダンスフロアの方へリネットを半分押し出すようにする。

「……あの、カイル様？」

「期待はするな。俺はダンスをしないと、有名なんだから──実際、上手くはない」

　そういえば、そんな噂をちらりと聞いたような気もする。

「私が、たぶん、足を踏んでしまうと思います……」

「リネットに踏まれるならかまわない」

　──夢みたいだ。

　フロアへと連れ出されながらリネットは思った。

　父が亡くなってから、社交界へのデビューはないと思っていた。

　舞踏会への招待状なんて来るはずもなくて、だから、子供の頃習ったあれこれも宝の持ち腐れになると思っていた。

　それなのに、カイルがこうやってリネットをフロアの中央へと連れ出してくれる。

　慣れていないと言ったのも本当みたいで、時々口の中でリズムを刻んでいるのがリネットにもわかる。

　リネットの方も、最後にレッスンを受けたのは、もう何年前なのかというくらい前の話だから、あまり上手には踊れなかったと思う。

　それでも周囲の人達にぶつかることもなく、カイルの足を踏んだのも二回だけ。それなりに一曲を終えることができた。

「──次は、もう少し練習してからにしよう」

　庭に設けられている休憩所の方へリネットを連れ出しながら、カイルはつぶやいた。

「でも、嫌じゃないですか？　あまり、人前に出るの……お好きじゃないでしょ？」

　嫌なことをわざわざする必要もないと思う。だって、カイルにはカイルの生き方があるし、リネットにはそれを受け入れる準備ができている。

「そうだな、あまり……好きじゃない……が、リネットとなら……いいかな……と」

「ああ！　侯爵家の義務ですね！」

　リネットは声と同時に両手を打ち合わせた。

　そういえば、独身の頃なら見逃してもらえるあれこれも、結婚したら見逃してもらえないという話を聞いたことがある。

　カイルが侯爵家の当主として、やらなければならないことに乗り出そうとしているのなら、それもいいのではないかと思えた。

「わかりました！　ちゃんと協力するから大丈夫です！　帰ったらダンスの先生の手配をしないといけないですね。後は何が必要ですか？」

「あー……」

　けれど、カイルは唸うなっただけだった。

　──何か、悪いことを言ってしまったかしら。

　けれど、カイルと過ごしたその日はとても楽しくて、リネットの心の中にまた一つ、大切な思い出が増えた。




◇　◇　◇

　先日の会で、カイルと知己を得たいという人がたくさん現れたらしい。アーロン共々そちらの方に行くとカイルは朝から出かけていた。

　リネットは朝からこうしてメイベルの相手をしているが、カイルに相手をしてもらうことを楽しみにしていたメイベルは、彼が留守にしているので何かと面白くないようだ。

「いいなあ、お姉様は。あんな素敵な人が婚約者で」

「だめよ、あげないんだから」

「いいもん。私、叔父様に遊んでもらうから」

　叔父のウィリップも、この別荘に滞在し始めて三日ほどが過ぎた。

　メイベルは何かと叔父にまとわりついていて、彼の方も姪との時間を愉たのしんでいるみたいだ。

　けれど、実のところリネットは少しばかり面白くないと思っていた。

　──叔父様、最近は家には来てくださらなかったのに。

　会いに来たら援助を重ねて要求されると思っていたのだろうが、この二年ほどの間はウィリップがリネット達の家を訪れることはほとんどなかった。

　婚約が決まり、カイルの許可が出たとたん別荘に滞在するなんてちょっと面白くない。

　それに腹を立てているというほどのこともないけれど、もやもやしてしまうのは否定できない。

「叔父様に遊んでもらうって何をするのよ？」

「公園までお散歩に行ってくるわ。町に一人で出てはだめって言われてるもの。叔父様と一緒ならいいでしょう」

　ぷいと行ってしまったメイベルの後を追おうとして、リネットは足を止めた。

　──そうね。叔父様が一緒に行ってくださるのなら、追いかける必要もないわね。

　出かけたカイルは、まだ戻ってきていない。リネットは、図書室から持ち出してきた本を引き寄せると、ページを捲り始めた。

　今日は誰にも邪魔されないから読書が進む。一冊読み終えた時には、間もなくお茶の時間になろうとしていた。

「……あら？」

　そろそろお茶の時間だというのに、叔父もメイベルも戻ってこない。

　お茶の時間に戻ってこないなんて、ちょっとおかしい。

　──カイル様は、夕食前にお戻りになると言っていたから、もう少しかかるでしょうし……。

　様子を見てこようかと、リネットが玄関から外に出ようとした時、目の前に一人の男が現れた。

「リネット様で……？」

「ええ、そうよ」

「ああ、よかった」

　男はにっこりと笑って、リネットに向かって頭を下げた。

「──これを」

　差し出された封筒を受け取ると、男はそのまま姿を消してしまう。残されたリネットは途方にくれて、封筒を開いてみた。

『妹は預かった。町長の屋敷でつけていた首飾りを持って、ウォレスの洞窟まで今すぐ一人で来い。この件については誰にも言うな』

　そう記されたそれに──目の前が真っ暗になったような気がした。

　これは、誘拐事件ではないか。

　それに、たしかにメイベルは出かけたまま戻ってきていない。指定されていた首飾りは、それだけで家が一軒や二軒建ってしまいそうな金額のもの。

　──だ、誰にも言うなって……。

　言えば、メイベルの命が危ない。それはわかる。

　とにかく、指定された品を持って、指定の場所に行くしかない。慌てて階段を駆け上がり、宝石から取り出した。

　──でも、これは私のものではないし。

　メイベルの命がかかっているのだから、カイルもだめとは言わないだろう。

　万が一、奪われるようなことがあれば、必死に働いて返す気もあるが、本来ならリネット一人で判断していいことではない。

　──出かける前に、できる限りのことはしておかないと。

　メイベルの命には代えられないが、この首飾りはカイルのもので、リネットは借りているだけ。以前、カイルとそう約束した。

　ぱっと思いついた対策だけはとって、リネットは別荘を飛び出した。




　──メイベルは……大丈夫かしら。

　慌ててリネットが洞窟の方に向かうと、向こう側からアーロンが歩いてくるのが見えた。今日の彼は、いつもと同じようにのんびりとした雰囲気だ。

「こんにちは、リネット」

「こ……こんにちは、アーロン様」

　こんなところで、アーロンと話をしている場合ではない。けれどアーロンの方は、リネットを逃がしてくれるつもりはなさそうだった。何気なさを装って、リネットについてくる。一人で来いと書かれていたのに、これでは困る。

「あの、アーロン様」

「あのさ」

　どうにかして追い返そうと思っていたら、アーロンが口を開いた。

「散歩してたら、洞窟の柵が空いてたんだけど、何かあった？」

「……実は、メイベルが」

　ここまできたらしかたないので、アーロンに事情を話すことにした。身代金として指定された首飾りを持ってきたことも、一人で来いと言われたことも。

　話を聞き終えたアーロンは、考え込む表情になった。

「そうか……じゃあ、僕が一緒に行くのはまずいね。ここで待っているから、君が一人で行くといい。もし、何かあったら声をあげて。すぐに行くよ。君の声が、聞こえるところに隠れているから」

「あ……ありがとうございます」

　思いがけないところで、アーロンの優しさに触れて胸がじわりと熱くなった。

　──カイル様が間に合わなくても、アーロン様がいてくれるのなら安心ね。

「メイベル……いるの？」

　洞窟の入り口のところまで来て、開いた柵の中をのぞいてみるが返事はない。足を踏み入れて、メイベルがいないかを確認したが、見える範囲には誰一人としていなかった。

　──どういうことなの。もう少し、奥の方へ行かないとだめなのかしら……。

　ここに来れば、メイベルをさらった人間と会うことができると思っていたのに。

　そこに立ち止まったまま不安になっていたら、がちゃんと音がして洞窟を封鎖している柵が閉められた。

「アーロン様、どうして……！」

　振り返ったら、柵の内側に入り込んだアーロンが、柵を閉じたところだった。そして、鍵までかけてしまったようだ。

「どうしてって……君も鈍いね」

　どうしようもない、というようにアーロンは両腕を広げてため息をついた。それから、リネットの方へ一歩踏み出す。

「僕とここで一晩過ごしてもらう。それを知ったら、カイルはどう思うかな」

「なっ……触らないでっ！」

　リネットは、一歩退いてアーロンを睨にらみつけた。

　アーロンには触ってほしくない。リネットに触れていいのはカイルだけだ。けれど、アーロンは笑っただけだった。

「うん。いいよ別に──君に本当に触れる必要はないんだし。ここで一晩二人きりで過ごした。それだけで、どんな噂になるか君も想像できるだろ？」

「なっ……一晩……二人きり……って……」

「僕と君の間に何かあったと他の人達が思い込むのは簡単ってこと。君がカイルを裏切って、僕に走ったとね」

　なんてことを言うのだろう。リネットは目を大きく見開いた。

「だ、だって──そんなことをしたら」

　リネットの評判だけではなくて、アーロンの評判にも傷がつくではないか。けれど、アーロンはもう一度笑い声をあげて、両腕を大きく広げてみせる。

「知ってた？　こういう時、悪く言われるのは女性に限られてるんだ。僕もしばらくの間は、白い目で見られるかもしれないけれど、一年か二年外国に行ってほとぼりをさませばすむ話だ」

　なんで、どうして。

　そう繰り返すことしかできないリネットに向かって、アーロンは気の毒がっているような目を向けた。

「それは、君が僕の提案を断ったからだよ、リネット。君を救ってあげようと思っていたのに」

　アーロンが何を言いたいのか、リネットにはさっぱり理解できなかった。

「ええと、でも」

「君に、あの屋敷は……カイルの隣はふさわしくないとそう思っていたのに──なのに、僕が声をかけても、君はカイルの側を離れようとはしなかった」

　カイルの側から離れないのは当たり前ではないだろうか。リネットは、カイルの婚約者なのだから。

「そのあげく、『好きでやっていることだから』なんて言われたら、僕が馬鹿みたいだよね。カイルのどこがそんなによかったの？」

　リネットは、視線をうろうろとさせた。なんだか、アーロンとは話がすれ違っている気がする。

　カイルのどこがよかったのかと聞かれても、リネットを救ってくれた恩人だ。それだけじゃない──少しずつ距離が近くなっていくのが嬉しくて。

　些細なことでも笑ってくれる。屋敷が居心地よくなったと喜んでくれる。

　一人ではないと思わせてくれる──それだけで十分だった。

「だから──あいつの」

「あなたは、カイル様がお嫌いなんですね」

　あいつというアーロンの声音から、リネットは一気にその結論にたどり着いた。しばしば会いに来てはいたけれど、アーロンは、カイルのことが好きではなかったのだろう。

「……かもね。家に引きこもって、自分からは外に出てこないで──あちこち顔を出すのも最低限でさ。全部僕がお膳立てしてやらないといけなかった。なのに、顔を出せば毎回、カイルにばかり注目が集まる──面白くなくて当然だろ？」

「……なんで」

　それにもまた、アーロンは肩をすくめただけだった。

「なんでって言われても……なんでかな。周囲があいつにばかり気を使うのが許せなかったのかも。あいつがそれに甘えているのもね」

　あるかどうかわからない海賊の宝探しに血眼ちまなこになって、家庭を放置した父親。それを許せずに、散財するようになった母親。

　家庭教師の手できちんとした教育は与えられたものの、カイルはすっかり人嫌いになってしまった。

　そんな彼を祖母が気にかけるのも、カイルの母の妹である、自分の母が気にかけるのも──彼らの好意に甘えたまま、カイルが貴族としての義務を最低限しかこなしてこなかったことも。

　それらは、アーロンの目から見た真実だった。

「……全て、許せないと思うのが間違いなのかな？　あいつの大切なものを一つくらい奪ってやろうって、そう思うのは間違ってる？」

　そう問われて、リネットは返す言葉を持たなかった。

　カイルはリネットに救いの手を差し伸べてくれたけれど、それは彼の気まぐれ。リネットが彼に取って都合のいい存在だったからでしかない。

　だが、必要なかったとはいえ、アーロンの差し出してくれた救いの手を払いのけたのもまた本当のことだった。

「だからね、君をここに呼び出すことにした。首飾りを持ってくるようにと言ったのは、身代金があった方が本当に誘拐されたと思ってくれるだろう。実際、君は慌てふためいてここまで来たし」

　じっとアーロンを見つめると、彼は軽く肩をすくめた。

「あの首飾りなら、フォールス侯爵家に伝わる品を持ち出させるより迷わないと思ったんだけど、実際簡単に持ち出してきたよね。ああ、取り上げるつもりはないから、安心していいよ」

「……あの、妹は……」

「君の妹なら、ダンフォード男爵に連れ出してもらって、君が家を出たあと戻るように頼んであるよ。彼にそう頼んでおいた」

　叔父まで、アーロンに協力していたというのか。なんてことだと、身体から力が抜けるような気がする。

「ねえ、リネット──僕が、君を助けたかったと思うよ」

　その言葉に、リネットは動きを止めてしまう。アーロンがリネットに対して、そんな風に思っているなんて想像したこともなかった。

「でも──」

　その言葉にも首を横に振る。

　アーロンだって、たぶん、「条件」からしたら悪くないのだろう。

　カイルより少し低いとはいえ、平均より高い堂々とした長身。整った顔立ち、気品のある物腰。ダラム伯爵家という爵位と財産を持ち合わせた家の嫡子で、縁談ならよりどりみどり。リネットにこだわる理由なんて、ないように思えた。

「……それは、困るな」

　不意に洞窟の入り口から声がして、リネットとアーロンはそちらに目を向ける。

「たしかに、俺にはいたらないところはたくさんあるんだろうが、リネットを連れて行かれるのは困る」

「カイル様！」

「なんでお前がここに！」

　驚いた声をあげるアーロンの隣を通り抜け、リネットはカイルの隣に立った。

「なんでって……私、シモンズさんにお話ししてきましたよ？　あのお手紙のこと」

「は？」

　あまりにも悪びれないリネットの言葉に、アーロンの口からこの場にはふさわしくない間の抜けた声があがった。

「だから、私……シモンズさんにあのお手紙を渡してきたんですってば。だって、私の判断で勝手に動くわけにはいかないじゃないですか。持って来るようにと指定された首飾りだって、私のものではないんだから」

「ひ、人には話すなと……そう書いてあったはずだが」

「書いてありましたけど……それを守るより、カイル様にお話しした方がいいと思ったんです。だって、カイル様は私の婚約者だから。カイル様がお留守だったので、シモンズさんにお願いしました」

　残念ながら、自分はあまり賢くないとリネットは知っていた。だとしたら、自分より賢い人に手を貸してもらうしかない。

　この場合、カイルの代理であるシモンズに任せるのが一番安心だと、そう判断したからそうしたまでだ。

　あまりといえばあまりなリネットの対応に、アーロンは目を丸くしている。

「シモンズから聞いて慌てて追いかけてきたら、リネットはいない。洞窟の入り口は閉じられているのに中から声がする。だから、じっと話を開いてみたというわけだ」

「だから、なんでカイルに言うんだよ……」

　往生際悪くくり返すアーロンに、リネットは首を傾げてみせた。

「だって、カイル様に隠し事なんてできるはずないでしょう？　カイル様は私を信じてくださっているのに。だから、私もカイル様を信じて、隠し事はしないんです」

　カイルがリネットを信じてくれる。それだけでリネットには十分なのだ。

　彼からの厚意は望んでも、好意は望んではいけないと、彼と初めて結ばれたあの日からちゃんとわかっている。

　──ここまで迎えに来てくださった。

「カイル様……来てくださって、ありがとうございます」

　彼からの厚意を与えられた──それだけで十分。それ以上は望んだりなんてしない。

「アーロン、さっさと帰れ。それと──今後、家には出入り禁止だ」

　カイルの言葉に、アーロンは悔しそうな目をこちらに向けた。

「おばあ様にも、当然報告はするぞ」

　その言葉に追い打ちをかけられたかのように、アーロンは悄然と洞窟を出て行った。

「……カイル様……あの」

　彼の顔を見ることができなかった。自分の勝手な行動のせいで、彼に迷惑をかけてしまった。

「……リネットは、俺のことを信頼してる？」

　そう問われて、リネットはこくりとうなずいた。カイルを信じてるし、信じてほしい。

「カイル様を信じてます。信じてるけれど……ごめんなさい」

　危険な行動を取ってしまったのは本当のことなので、やっぱり、詫びる言葉しか出てこなかった。しゅんとなってしまったリネットを、彼はそっと引き寄せた。

「──気がつかなくて悪かった。まさか、アーロンがこんな馬鹿げた行動を取るなんて」

　その言葉には、首を横に振る。

　馬鹿げた行動を取ったのは、リネットも同じ。アーロンを責めるなんてできるはずもない。

「シモンズに話をしてくれてよかったよ。あいつなら、信用できる。メイベルは、俺が帰宅する前に帰ってきたよ。ナーヴの町でアイスクリームを食べて、キャンディを買って帰ってきたらしい──彼はまた出かけてしまったらしいが、ことが露見するのを恐れたのだろうな」

「メイベルが無事なら、よかったです」

　それきり、何を言ったらいいのかわからない。カイルに迷惑をかけてしまった──その申し訳なさばかりが先に立つ。

「顔を上げて」

　言われるままに顔を上げたら、カイルはそっとキスしてきた。唇が触れ合っただけで、なんだかほっとしてしまう。

　キスが終わってしまうのが寂しくて、リネットの方からもう一度唇を押しつけた。

　やっぱりこの人のことが好きなのだ。

　口にしたら、きっと今の関係は壊れてしまう──彼がリネットに望んでいるのは、家の存続のために後継者をもうけることだけなのに。

　リネットからキスしたら、カイルも止まらなくなったみたいだった。より深いキスをされ、舌が熱烈に絡み合う。

「ん──んぅ……ぁ……あ、あぅ……」

　リネットの唇から柔らかな声が上がって、背中に回された腕に力がこもる。気がついた時には、夢中になって互いの唇を貪むさぼっていた。

「カイル様──あっ」

　腰を抱かれ、洞窟の奥へと連れて行かれる。カイルが何をしようとしているのかわからなかったけれど、リネットはおとなしく従った。

　湾曲している陰へと入れば、外から中の様子はうかがえなくなる。そこまでリネットを連れ込んでおいて、彼はさらに深いキスをしかけてきた。

　口内をあますところなく探られて、足から力が抜ける。洞窟の壁にもたれるようにしたら、彼の手が胸に忍び寄ってきた。

「……あっ」

　柔らかな膨らみをそっと包み込まれる。それだけで、リネットの身体は震えた。

「……あんっ、カイルさまぁ……」

　彼の手にかかったら、簡単にぐずぐずになって、甘ったれた声をあげてしまう。リネットの身体を支えるように腰に手が回され、片方の手で胸を愛撫されながら、よりいっそうキスが深まっていく。

「だめ……私、もう、だめ」

　壁にもたれていても身体を支えることはできなくて、そのままずるずると砂の上に座り込んでしまった。

「──好きだ」

　不意に耳に飛び込んできた言葉に、一瞬にして現実に引き戻される。

「……あの……今、なんて……？」

「好きだ──と言った」

「あ──え、あの──だって」

　あまりにも思いがけない言葉を聞いたものだから、頭がついてこない。思いきりうろたえていたら、カイルはもう一度言ってくれた。

「俺は、リネットが好きだ──と言ったんだ。俺のことを信じてくれて、嬉しかった」

「あの、あう、でも」

　現実がリネットの理解の範囲を軽々と飛び越えていて、完全に混乱した。

「好きって……ええと、どの好きですか？」

　挙げ句の果てに、とんでもない言葉が口から飛び出した。好きにもいろいろ種類はあるけれど、今、それを問わなくてもいいだろうに。

「どの好きって──」

　リネットの身体を腕の中に閉じ込めたカイルが笑う。どの好きなら彼の迷惑にならないですむんだろうとそうされながら考えた。

「リネットが好き──というのに、一人の女性として、という以外の意味があるか？」

「だって……だって！」

　カイルは都合のよい花嫁としてリネットを買ってくれたのではなかったか。もともとそれを期待して押しかけたのはリネットだ。

「……だって」

　カイルの言葉を、どう受け止めたらいいのか心がついてこない。嬉しいはずなのに、涙がいきなり溢れてきた。

「──い、嫌だったのか？」

　カイルの方が、逆に焦っておろおろとしている。リネットは首を横に振った。

「嫌、じゃないです──でも……信じられないというか……夢みたい、というか」

　カイルに好かれるなんてことありえないと思っていた。期待していい立場でないこともわかっていた。それなのに、こんな優しい言葉をかけられたら……。

　溢れた涙をどうしたらいいのかわからないまま、リネットは頭を振った。こんな風にべそべそ泣いているところを見せたいわけじゃないのに。

「……ええと、好き──です。あなたが……好き……なんです……」

　言葉にするのってなんでこんなに難しいんだろう。思うところはたくさんあるのに、何一つ出てこない。

「でも、どのくらい好きなのか、どんな風に好きなのか、言葉にするのは難しいんです」

「ああ──そうだな。難しい」

　困った顔になったカイルが抱きしめてくれて、髪を撫なでてくれる。なんだかそれだけでいろいろなものがまた溢れてくるみたいだ。

　たくさんキスをして、もっとキスをして、リネットの想いを全てぶつけるみたいに。

　カイルの首に腕を巻き付けて、リネットからキスをねだる。

　胸が甘く、きゅうっと疼うずく。気がついたら、こんなにも彼のことを好きになっていた。

　リネットのキスに答えてくれたカイルは、何度も何度もキスをしてくれる。

　今までにだって、何度もキスをしてきたけれど、こんなにも甘いキスは初めてのような気がした。

「んっ──カイル様、もっと」

「リネットは欲張りなんだな」

「欲張ったら、ダメ──ですか？」

　カイルの全部が欲しいのだ。たぶん、今のリネットはものすごく欲張りなのだと思う。

「いいよ」

　そうやって、笑い交じりに応えてくれる彼の声も愛おしいから。

　──けれど。

「カイル様、何をしてるんですか？」

　脱いだ上着を砂の上に広げたかと思ったら、カイルはリネットの背中に手を回してきた。首を傾げている間に、ボタンが全部外されて、頭からドレスが引き抜かれる。

「──え？　な、何してるんですかっ」

　もう一度問いかけ、慌てて抜かれたドレスを取り戻そうとするけれど、彼の方が素早かった。岩の上にぽいっとドレスが投げ上げられて、そのまま上着の上に押し倒される。

「え……ええと……」

　洞窟の天井を見上げてリネットは困惑した。いったい、どうなっているんだろう──。

　斜め右方向から差し込んでくる光はだいぶ西に傾いていて、そろそろ帰らないといけなそうな雰囲気だ。

「リネットが欲張りたいって言うから」

「……そういうつもり、では──」

「本当に？」

　──カイル様ってこんな人だったかしら。

　さんざんキスした唇に触れてから、カイルの唇が喉元へと下りてくる。湾曲した陰に隠れているから、洞窟の入り口からは見えないだろうけれど、外で下着姿になっているのはどうなんだろうと頭の後ろの方で考える。

　でも、リネットの名を呼ぶ彼の声は蕩とろけそうに甘くて。

　ここが外だなんて、小さなことみたいに思えてきた。

「──あっ……ん……」

　小さな声をあげて、リネットは身悶みもだえた。

　胸元を飾るレースの隙間から、カイルの手が中に忍び込んでくる。柔らかな皮膚を撫でるようにして、先端へと到達した。

「ん──ぅ」

　声をあげかけて、なんとか噛み殺そうとする。ここに人が来ることは少ないとわかっていても、嬌声をあげてしまうのは恥ずかしかった。

「はっ……うぅ……あ、あぁぁっ」

　喉元を吸い上げながら、指先で胸の頂いただき、色が変わっているあたりを思わせぶりになぞられる。

　自分が快感に完全に弱くなってしまっているのはわかっていたけれど、こんなにも簡単にぐずぐずになってしまっていいんだろうか。

「あ──だめっ……だめっ……！」

　だめ、と言葉では拒んでいても、身体の反応は正反対であることももうカイルには知られている。肩から下着が引き下ろされて、露あらわになった胸の頂にキスされる。

「──リネットの『だめ』が、『いい』なのはもう知っている」

　余裕たっぷりにそんなことを言う彼が憎らしい。

　もう──と抗議の言葉を発しようとして、代わりに嬌声があがる。

　舌の先で転がされ、唇で挟んで震わされる。もう片方の胸にもすかさず手が忍び寄っていて、指の腹で捏こね回される。

「あぁっ……あっ、あっ……んぅ、ん──」

　カイルには感じる場所を完全に知り尽くされているから、もう身を捩よじって悶えることしかできない。

　胸から送り込まれてきた快感が下腹部へと流れ落ちて、足先が砂を引っかいた。

「──ほら、もうこんなに感じてる」

「カイル様は──意地が悪いっ！」

　懸命の抵抗もあっさり笑い飛ばされる。なんだか悔しくなって、カイルのシャツに手をかけた。

　クラヴァットを砂の上に放り出し、シャツのボタンを一気に外す。下の方に手を伸ばしたら、こら、と焦ったような声がした。

「だって、私ばかりずるいじゃないですか」

　シャツの中に手を滑り込ませれば、自分のものとはまったく違う男の肉体に触れることになる。

　カイルと結婚すると決めた時──こんなにも大切にしてもらえるなんて、想像もしていなかった。

　恋に落ちるなんてことも完全に想定外だったから──今、こうしているのが信じられない。

「それは、リネットが可愛い反応をするのが悪いんだと思う」

　そう言うカイルの方はものすごく真面目な表情で。可愛い反応ってなんだと問いかけようとしたら、足の間に手が割り込んできた。

「あぁっ──」

　とたん、リネットの身体が跳ねた。

　その場所が濡ぬれているのはわかっている。けれど──。

「──これ以上濡れたら大変だから、脱いでしまえば？」

「カ、カイル様の──意地悪っ！」

　何もわざわざ言葉にしなくてもいいじゃないか。カイルが快感を与えたのだから、そういう反応をしてもしかたがないのに。

　真っ赤になったリネットの表情をうかがいながら、彼が下着の中に手を入れてくる。濡れた場所に直接触れられて、リネットは声をあげた。

「だから──だめって──あっ、……あぁぁっ！」

　花弁の間をゆっくりと指が往復する。その動きがもどかしくて、身体をくねらせて少しでも感じる場所に指を導こうとしてしまう。

　はっと息をついて、リネットはカイルの顔を見上げた。こちらを見下ろしている彼の表情にも、欲情が浮かんでいることに安堵する。

　カイルが欲しくて、どうしようもなくて、目を閉じたら、波の音がやけに強く響いてきた。

「──実を言うと、俺も限界だ」

　カイルは世慣れているはずなのに、こんなにもリネットに夢中になってくれている。彼を夢中にさせているという事実に、頭がくらくらするような気がした。

「──きてください」

　きっと、今こんなにも嬉しいのは──身体以外でも繋がっているから。カイルとはこんな関係を築くことはできないと思っていた。

　ゆっくりと押し入ってくるカイルの視線と、見上げるリネットの視線が交差する。

「──あぁ……」

　こんな風に触れ合うことができるなんて、なんて幸せなんだろう。

　ゆったりと波の音に合わせるように身体を揺らされて、快感の縁ふちをふわふわとさまよう。

「……カイル様、もっと、側に来てください」

　腕も足もしっかりと絡みつけて、自分の一番奥で彼を感じようとする。

　最奥を突き上げられるたびに、幸せが身体中を流れていくのを自覚した。

「はぁっ……んっ……あぁ……あっ」

　やがて彼の動きが小刻みになってきて、リネットも必死に後を追う。

　強く腰を押しつけられたまま、最奥をぐりぐりと抉えぐられた。感極まって、高い声をあげれば、ぐっとカイルが息をつめる。
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　二人揃って上り詰めたあとも、彼はリネットを離そうとはしなかった。

　ようやく身体を離したのは、快感の名残が完全に消え失せてから。

　脱ぎ散らかした服を、ごそごそと身に着ける間が妙に気恥ずかしくて、リネットは目についた光景を口にした。

「カイル様の……上着、砂だらけですね」

　リネットのドレスは、彼が早めに脱がせて岩場に置いてくれたし、上着の上にいたから、下着にもあまり砂はついていなかった。

　けれど、敷布代わりに使われた彼の上着は砂だらけでひどい有様だ。

「……しかたない。払い落とせるだけ払い落として帰ることにしよう──シモンズがうるさく言うだろうな」

「そうですね。こんなに上質の上着を砂だらけにしてしまうなんて」

「違う違う──ちょっとこっち向いて。鼻に砂がついてる」

　リネットの鼻の頭についた砂を払いながら、カイルは笑った。

「シモンズはとても鋭いから、この上着がどういう使われ方をしたのかすぐに気づいてしまうだろうってこと」

「──なっ」

　もう、別荘に戻ってもシモンズの顔を見ることができないかもしれない。

　真っ赤になって口をぱくぱさせているリネットの耳には、カイルの笑い声しか入らなかった。





　　　第七章　一つくらいは夢を見ようか







　リネットは可愛い。全力でカイルはそう思っている。

「……シモンズ。リネットは何をしたら喜んでくれると思う？」

　使用人の数も増えた。リネットの負担もだいぶ減って、今では下働きの仕事にはほとんど手を出さないでいる。

　厨房でのお茶会はやめられないらしく、しばしば厨房に出入りしているのはカイルも知っているがやめさせるつもりもない。

　この間、しれっとして紛れ込んでみたら、リネットだけではなくて、メイド達全員が悲鳴をあげていた。

「それは、旦那様がご自分で考えることだと思いますが」

　若い頃はたいそうもてたと自慢してくるシモンズであったが、カイルにその点を指導してくれるつもりはないらしい。ドレス選びのように、カイルが適切な行動に出た時には全力でアドバイスしてくれるが。

「……ただ、お母上のことは気になさっているようですね。そろそろこちらも暑くなってきますし、ナーヴに避暑に行かれるのもいいかもしれませんね」

「それだ！　よし、なるべく早く行けるように支度しよう」

　そんなわけで、新しく雇った御者が馬車を御し──シモンズは御者の隣に乗ることを選んだ──再び訪れたナーヴでは、リネットの叔父であるダンフォード男爵やアーロンと再会した。

　リネットに対するアーロンの「野に咲く可憐な花のようだ」という評価は、少し違うのではないかと思うけれど、彼がリネットに対して向けている想いまでは否定できない。

　リネットの方は、アーロンの気持ちに気づいているのかいないのか。話しかけられれば嬉しそうに話をしているけれど、特に好意を寄せている様子は見えなかった。

　ばかばかしい、と自分でも思う。

　祖母を黙らせるために、金銭で縛り付けた婚約者だ。

　必要最低限の接触さえあればそれで問題ないと思っていたのに、今ではカイルの方が常にリネットを目で追っている。

　リネットが大きな目でカイルを見つめてくると、心臓のあたりがやけにどきどきする。きっと病気なのだろうと自分でも思う。

　リネットに向ける感情を整理するのは難しかった。

「……舞踏会って……大変なんですね。子供の頃はとても憧れていたんですけど」

　ナーヴには多くの貴族や資産家が集まってくる。リネットをお披露目する意味もあって、今回はナーヴの町長に招待された舞踏会にも参加した。

　今回初めて袖を通したらしい明るいグリーンのドレスは、リネットの美貌を最大に引き立てていて、それだけに周囲の男共の視線が気になってしかたない。

　──ダンスの特訓をしておくべきだった！

　と焦っても今さら遅い。

　たしなみとしてダンス教師を家に呼んでいた時期もあるが、自分が積極的に誰かをダンスに誘うことがあるなんて想像したこともなかった。

　リネットの方も、十三歳の時から働きに出ていたということもあって、久しぶりのダンスだったらしい。

　周囲の人にぶつからないようにするのが精一杯。リネットに足を踏まれるのはあまり気にならなかった。

「──楽しいけど、疲れますね」

　困惑した様子でそう言うリネットも可愛い。というか、今すぐそのあたりに連れ込んで、全部貪むさぼりたいという気になるのは、自分がどうかしてしまったからだと思う。

　──最初は騒がしいだけの女だと思っていたのに。

　今では毎晩のように抱き合って眠っているから、リネットが一番身近な存在だ。半分彼に乗るようにして寝ていることもあるけれど、彼女の重みなら全然気にならない。

　──アーロンと、ダンフォード男爵……リネットの叔父上か。

　ダンフォード男爵家は、彼の代になってからますます没落していると聞いている。

　カイル自身が人に頼んで調査させた結果でも、あまりよろしくない連中との付き合いもあると聞いた。

　ひょっとしたら、カイルの方からも何か手を差し伸べてやった方がいいのかもしれなかった。

　ちょうど今、ナーヴには多数の名士が集まっている。

　もちろん、何もなしに金銭援助をするつもりもないけれど、働きたいというのであれば職場くらいは提供してもいい。今では、貴族が働くのもさほど珍しいことではないのだから。

　──問題は、受け入れてくれるかどうかだが……。

　リネットが町長夫人に呼ばれて、そちらに向かうのを確認してからアーロンの方へと出向く。

「ダンフォード男爵とは、何を話していたんだ？」

「ウォレスのこと。財宝に興味があるみたいだ」

「……ウォレスの宝か」

「カイルが渋い顔になるのもわかるけどさ、なんていうか──ロマンなんだろうな」

　家庭を放置して、宝探しに夢中になっていた父のことを思えば渋い表情にもなる。

「……ウォレスの足跡を追いたいっていう資産家がいるらしくて──地元の歴史家の紹介を頼まれたとこ」

「知り合いにいるのか？」

「何人かはね。歴史家っていうよりウォレスの人生を小説にしたいという人もいるし──君は、こっちに来ても屋敷にこもりきりだから知らないんだろ」

　それを言われてしまうと耳が痛い。

　父の死後、別荘に来たのはたったの四回。そのうち二回はリネットに同行してのことだし、リネットと知り合う以前は敷地の中にあってもウォレスの洞窟には近寄ろうともしなかった。

「そうだ。明日、君の都合がよければ一緒に昼食会に参加するかい？　ダンフォード男爵と、何人かを引き合わせようと思って、昼食会を開くことにしたんだ」

　アーロンがあげた店の名は、町の中心にある。

　ちょうど、町の名士と顔を繋ごうと思っていたところだったから、カイルはアーロンの提案にすかさず乗った。

　カイルの知人はアーロンほど多いわけではないが、それでも侯爵家の当主という地位があれば、アーロンとだけではなくてカイルともよしみを通じたいという相手はたくさんいる。

　都に戻ってからまた交流を深めるのは面倒なことでもあったけれど、今後のことを考えればそれも必要なことだ。

　昼食会は和やかに終わり、そのまま場所を移して歓談となる。急遽飛び入り参加のカイルにも、周囲の人達は嫌な顔をしたりしなかった。

　男爵に仕事を紹介する話もまとまりそうで、ひとまず大きな荷物を下ろしたような気になったのも本当のことだった。

　だが、カイルのその目論見はあまりにも甘いものだった。

　男爵を屋敷に招き、何気なく観察する機会を設ける。もちろん、シモンズもそれには手を貸してくれた。

　シモンズに命じ、ナーヴに来てからの男爵の素行を調査させる。

　──あまりよくない人間と付き合いがあるようだな。

　たしかに、ウォレスの財宝に興味を持っている資産家というのも実在していた。リネットとカイルの婚約が決まったために、リネットの叔父である男爵に近づいたのだろう。

　だが、それ以外にも犯罪行為を犯しているとまでは言えなくても、合法と違法ぎりぎりの線の上を行き来しているような人間とも付き合いがあった。

　──こちらに来てから、妙に羽振りがいいと思えば。

　近いうちに、手を打った方がいいだろう。

　だが、周囲の人々と親交を深めるために出かけた会合から別荘に戻ってみれば、リネットがいない。

　メイベルは別荘に戻っていたが、一緒に出かけていた男爵は、ウォレスの財宝に興味がある資産家と会うと言ってまた出かけてしまったらしかった。

　──相手が本当に資産家ならばいいのだがな。それより、リネットを捜す方が先か。

　散歩に行くならば、別荘の使用人達に声をかけるだろうが、誰も何も聞いていないという。

「──旦那様」

　メイベルを家庭教師と一緒に部屋にやり、どうしようかと考え込んだところでシモンズがそっと寄ってくる。

「──こちらを」

　リネットが残していったという手紙に顔をしかめる。

　それは、まぎれもなく脅迫状だった。だが、メイベルは叔父と出かけていただけで誘拐なんてされていない。

「先に何人か、リネット様の後を追わせております。軽はずみな行動には出ないよう命じておきました」

「当たり前だが、俺も行くぞ」

「もちろん、お供いたします。もう何人か連れて行きましょう」

　念のために拳銃を持ち、シモンズ他数名の使用人を伴って洞窟に行ってみれば、なぜかアーロンとリネットが一緒にいる。

　シモンズ達をその場に残し、一人洞窟に入ったが──まさか、アーロンが自分に対してそんな想いを持っているなんて思っていなかった。

　反省すべき点は多々あるが、今はリネットの方が大切だ。

　──戻ってきて、二人の思いが通じたことに気づいたシモンズがにやにやしていたのは、全力で見なかったことにするしかなかった。

「──リネットには、余計なことを言うなよ」

　とだけ口止めして。

　洞窟の空気が変化したのに気づき、使用人達を全員連れてそっと引き返してくれたのはありがたいが、この事実については、一生リネットの前では口にしないと決めた。
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　アーロンとウィリップが手を組んでいたと聞いて、リネットはしかめっ面つらになった。

「叔父様ったら……アーロン様を紹介してくれって……そういう意味だなんて思いませんでした」

「リネットにアーロンが興味を示した。そして、ダンフォード男爵と意気投合したというのがきっかけなんだろうな」

　そんなところで意気投合なんてしてくれなくてもいいのに。

「……でも、叔父様ってばなんでそんなことを」

「俺の父親と同じ海賊の宝に目がくらんだ資産家から、宝を探すよう依頼されていたらしい。ナーヴの歴史研究家を紹介してくれと言ったのも、それが理由なんだそうだ」

　アーロンとリネットを一晩あの洞窟に閉じ込める手伝いをする代わりに、アーロンが別荘から亡き父の集めた資料を持ち出して、ウィリップに渡すという約束をしていたそうだ。あとはちょっとした金銭的援助も。

　叔父は別荘に滞在してはいたが、図書室にある膨大な書物や書類の中から資料を見つけ出すのは大変だからと、アーロンの誘いに乗ったらしい。

　アーロンはリネットのことをたぶん、それなりに好いてはいただろうけれど、どちらかと言えばカイルに一泡吹かせてやりたいという想いの方が大きかったような気がする。

「まあ、あと一点付け足すとすれば、俺よりアーロンを御しやすいと思ったんだろうな」

　カイルの説明によれば、ウィリップがリネットに用意したリストは、ある意味、御しやすい人物ばかりだったそうだ。カイルの名が一番上にあったのは、社交の場に出ることも少なく、他人とかかわらないようにしていたから、おとなしい人間だと思ったのだろう。

「……叔父様が迷惑をおかけしてごめんなさい」

「いや、俺も、一つ謝らないといけないことがあるんだ」

　カイルが真剣な表情になったから、リネットも居住まいを正した。彼の言葉は、今、真剣に受け止めなければいけないと思ったから。

「アーロンが、俺達にしでかしたことについては、本来ならきちんと罰するべきだと思う。ただ──妙な噂になるのも困る」

「妙な噂？」

　リネットがいま一つ、恋愛の機微に疎うといというのはカイルに教えられて知った。

　そんなリネットに向かって、苦笑交じりにカイルは説明してくれる。

「アーロンの策略に乗って連れ込まれた──が、アーロンの策略によって連れ込まれ一晩を一緒に過ごすことになった──なんて噂になったら、いくらでも邪推はできるだろう」

「……そうですね。洞窟でアーロン様もそう言ってました。ごめんなさい、カイル様……私、そういうことまで全然思いいたらなくて」

「しかたないさ。リネットは今まで、周囲の人に恵まれてきた。それは、すごくいいことだと俺も思うし」

　リネットが働いていた宝石商人のアルディのところでは、皆、リネットを可愛がってくれた。年頃になっても、『その手』のことを何一つ知らないままだったのは、周囲の人達が全力でリネットの耳には入れないようにしていたかららしい。

　十三歳の時から働いてきたし、そこまで子供ではないつもりだったが、彼らにとってはいつまでも「守らなければいけないかわいそうな子」だったようだ。

「ただ、今後はそういうわけにもいかなくなるだろう。俺も……今までとは、少し違う生き方をすることになるだろうから、リネットの周囲にも悪意に満ちた人が増えてくることになる」

　今までカイルは、屋敷に引きこもって、漫然と時間を過ごしていた。

　リネットが来て、少しだけ外に出るようになって──その結果、何か彼の中でも変わったのだそうだ。何が変わったのか、まだカイル自身にもよくわかっていないけれど。

「だから、アーロンの処分については、おばあ様に任せてほしい。きちんと、一族なりの処分は受けさせる」

「カイル様が、そうお決めになったのなら、私から何も言うことはないです。すぐに助けに来てくださったし……何もなかったから。それに、私も……お借りしていた首飾りを持ち出してしまったので……」

　洞窟で待っていたのがアーロンだったし、そもそも誘拐自体が狂言というか成立していない。だが、本当にメイベルが誘拐されていたとしたら、首飾りは取り上げられていたはずだ。

「今後は、援護の体制が整うまでもう少し待っていてくれるとありがたいかな。本当に誘拐犯だったら、リネット一人で乗り込むのは危ない」

　今後、同じようなことはそう何度も起こらないだろうが。

　リネットはそっとカイルに寄り添う。それから、小さな声で言った。

「あの、ですね……もし、嫌じゃなかったら」

「嫌じゃなかったらって、リネットの提案なら、たいていのことには乗れると思うが」

「もう一度、洞窟に行ってみませんか？」

　あの時、カイルの前では言うことができなかった。あとでシモンズに相談するつもりだったけれど、今のカイルなら一緒に行ってくれそうな気がする。

「今度は、下に敷くものを持って行こうか」

「そうじゃないですよ、もうっ！」

　笑ったリネットが、カイルの腕をぴしゃりと叩く。

　こんな風にカイルとじゃれ合うことができるなんて、出会ったばかりの頃は想像もしていなかった。きっと、これからは何もかもが変わっていくだろう。

　そして──叔父であるダンフォード男爵についても、カイルから提案があった。

「叔父上には、しばらく国外で苦労してもらうというのはどうかな。ちょっと調べてみたら、いろいろ後ろ暗いところのある人間と付き合いがあって、まずいことに巻き込まれているようでもあるし」

　カイル自身の伝手つてではないけれど、祖母である公爵夫人の伝手で、外国にやることはできるという。もちろん、こちらから援助はしないが、飢え死にされるのも後味が悪いから、仕事の手配はするつもりだとか。

　男爵家の土地屋敷については、カイルの方で買い取り、きちんと手入れしてくれるという。

「義母上ははうえとメイベルについては、そちらで生活してもらってもいいな。もちろん、俺達と一緒に暮らしてもらってもいい」

　人嫌いで通っていたカイルであるけれど、なぜかリネットの母親とは馬が合うらしい。

　リネットは受け入れてもらえるまでちょっと時間がかかったから、自分の母親相手とわかっていても焼きもちをやいてしまうけれど、それもまた幸せなのかもしれなかった。




　リネットの提案によって、もう一度洞窟を訪れたのは、明日は都に戻るという日のことだった。夕方、先日と同じくらいの時間帯だ。

「……ええとですね、ここ。カイル様も、ここに座ってみてください」

　リネットが示した位置にカイルが腰を下ろす。リネットが天井を見上げるのと一緒になって、彼も天井を見上げた。

「……そこ、何かありませんか？」

　リネットの言葉にカイルが首を捻ひねる。何度か角度を変えて、リネットの指先が示す場所を追っていた彼が、突然あっと声をあげた。

「本当だ──なんだろう」

「……海賊の宝物……ってことはないですよね？」

　リネットに言われて、カイルは苦笑交じりに立ち上がる。

「いくらなんでもそれはないと思うぞ──俺の父親が、何年かけても見つからなかったものなんだから」

　手を伸ばしてみるけれど、彼の長身でも少し足りない。

「リネット、君を抱え上げるから、君が取ってくれないか」

「大丈夫かしら……」

　カイルは力持ちだから、リネットを軽々と抱え上げることくらいできるだろうが心配だ。だが、リネットの心配はまったく必要なく、カイルはやすやすとリネットの腰のあたりを掴んで持ち上げた。

「えっと……もう少し右、右……はい、ここです。大丈夫」

　ちょうど岩がうまい具合にくぼんでいて、洞ほらのようになっている。そこに何か布にくるまれたものがあった。

　布は防水布で、かなり長い間ここに置かれていたらしい。ここには雨は入り込まないが、海の空気にさらされてぼろぼろになっていた。

　包みを開いてみると、中には金で作られた箱があった。リネットの手のひらに載るくらいの大きさだが、金でできているということはかなりの値打ち物だろう。

「よく気がついたな」

「ええと、それは、ですね……」

　もごもごと言い訳をしようとしたけれど、カイルはすぐに気がついたみたいだった。

　あの時、リネットは横たわって天井を見上げていたけれど、カイルの方はリネットに覆おおい被かぶさっていたから気がつかなかった──ということに。

「……なるほど」

「もうっ！　なるほど！　じゃないですっ」

　真っ赤になったリネットがぱしぱしとカイルの腕を叩く。それを笑ってかわしながら、カイルは箱に視線を落とした。

「──なんだろうな、これ。子供のいたずら……ということは、ありえないか」

　なにせ、洞窟には頑丈な柵が設けられ鍵がかけられている。

「……ここ、カイル様の名前じゃないですか？」

　リネットが箱の底面をさした。そこにあるのは消えかけてはいるけれど、『ウッドハウス』の文字。

「いや、違うな。ここにあるのは……父の名前だ」

　ますますカイルは渋い顔になった。

　──この洞窟に、あまりいい思い出はないものね。

　カイルが、海賊伝説に心を奪われた父親のことも、家庭を顧みなかった夫への腹いせに散財した母のこともあまりよく思っていなかったのは知っている。

「ごめんなさい……余計なことを。その箱は、ここに戻して帰りましょうか」

　もしかしたら、という想いがあったのは否定できない。

　でもよく考えたら、何百年も前にここにいた海賊達の宝がこんなところにあるなんていうのもおかしな話なのだ。

　昔は自由に出入りできたというから、あんなわかりやすいところにあるものを見つけられない方がどうかしていた。

　けれど、カイルは箱をポケットにしまい込んだ。

「……いや、持って帰ろう。せっかく、リネットが見つけてくれたんだし」

　そう言うカイルの表情はとても険けわしくて、それ以上、何も言うことができなかった。




◇　◇　◇

　もともとあまり派手な式にする予定もなかったが、ウエディングドレスは用意しないといけないし、招待客まったくなしというわけにもいかない。

　カイルの祖母、従兄弟達──リネットの方は母と妹。カイルの交際範囲がとても狭いとはいえ、結婚式後の披露宴には百人近くを招待しなければいけない。そんなわけで準備はかなり大変だった。

「──あなたが、リネットね」

「はい。公爵夫人」

「面倒ね。おばあ様とお呼びなさいな」

　カイルの祖母──結婚を命じたのはこの女性だという──が戻ってきたのは、結婚式の前日のことだった。もう少し早く戻る予定が、船が予定より一週間近く遅れたのだそうだ。

「はい、おばあ様」

　どちらかと言えば、気むずかしそうに見える女性だったけれど、リネットは一瞬にして公爵夫人に好感を持った。

　カイルの血縁者だというだけで、リネットにとっては神様みたいな存在だ。

「素直でよろしい──で、カイルのどこが気に入ったの？」

　扇で自分の顔に涼しい風を送りながら、公爵夫人はたずねる。リネットは真っ赤になってしまった。

「……あの、カイル様……すごく……お優しく、て──わ……私でいいのかなって……思うんですけど……」

　リネットをこうやって屋敷に入れてくれただけではなくて、母の面倒も見てくれる。妹の面倒も。

「よくわからないんですけど、カイル様の側に行くと、どきどきするっていうか……どこが気に入ったのかと言われても私、わかりません……！」

　かあっと赤くなった顔を両手で覆ったら、目の前に座った公爵夫人は笑い始めた。

「あの唐変木とうへんぼくにそこまで想ってくれる相手ができるなんて想像したこともなかったわ。あなたを捕まえるなんて、カイルもよくやったものね」

「あの、おばあ様……気に、なさらないんですか？　私……ええと、父は男爵なんですけど爵位は叔父に渡したし、この間まで働いていたし」

「何を言ってるの、気にするに決まっているでしょう」

　ぴしゃりと公爵夫人は言った。やはり、身分差のある結婚であることを気にしてはいるようだ。リネットは肩をすくめた。

「もちろん、気にしますとも。けれど、カイルはあなたを愛している。あなたは家族を養うために働いていただけで、罪を犯したわけじゃないし、カイルを愛しているのでしょう？　それなら、これ以上気にするのは無駄です。私もあなたを孫の嫁に迎えたいと思った。これで十分でしょう」

「おばあ様……」

「カイルにね、二十五までに結婚しなさいと言ったのは私。両親があまりにも愚かだったから、人との関わり合いを避けるようになったあの子に家庭の温かみを知ってほしかったの。娘の変化に気づかなかった私は悪かったし、あの子に詫びようもないけれど、あなたと暮らすようになってから、カイルは変わったわ」

「……そう、でしょうか」

「ええ。前より、いい顔で笑うようになったわ。無理をする必要はないけれど、あなたがあの子を愛している限り、あの子の隣にいてあげて」

　一応、これは公爵夫人に認めてもらったということでいいのだろうか。はい、と元気よく返事したけれど、夫人は少しだけ憂鬱そうな表情になった。

「アーロンのことは悪かったわね」

「……いえ、それは」

　リネットは視線を落とした。

「あの子は、もともと妙な対抗心をカイルに持っていたから」

「なぜでしょう？　対抗心を持つ要素なんて……私、最近気がついたんですけど、アーロン様の方が社交界では人気ありましたよね？　もともとカイル様はあまり外にお出にはならなかったし」

　もっとも、彼があまり表に出なかったからリネットが彼と結婚することができたという事情もある。きっと彼が社交界に頻繁ひんぱんに姿を現していたならば、リネットなんて彼の目にもとまらなかっただろうから。

「……そうねえ。皆が、カイルを心配していたから、かしら」

　カイル自身が親戚付き合いもごくごく最小限にしてしまっていたけれど、その大本の理由がどこにあるのかを皆知っていた。

　それだけにカイルに同情する人が多かったのだという。

　もちろん、アーロンをないがしろにしていたわけでもないけれど、何かにつけてカイルを気にかけていたのが気に入らなかったのかもしれないと、公爵夫人は語った。

「……娘の不始末は、私がつけるべきと思っていたけれど……少し、やり過ぎたかもしれないわね。孫達を差別していたつもりなんて、少しもなかったし、どの孫も可愛いと思っているのに」

　そう語って、公爵夫人はため息をついた。

　その他にも、家に引きこもったままのカイルの方が、少しだけアーロンより勉学に優れていたとか。アーロンが想いを寄せていた女性が、一時期カイルに夢中だったとか。

　そんな些細なことが少しずつ積み重なっていった結果なのかもしれないそうだ。

　リネットは公爵夫人の手をそっと取った。

「……きっと、誰も心配しなかったら、カイル様はもっと大変なことになっていたと思います」

「あら、どんな？」

「家にいる使用人はシモンズさんだけで、ぜーんぶシモンズさんに任せるとか」

「あらあらまあまあ、それは大変だこと」

　公爵夫人が笑ってくれたから、リネットもほっとした。

　アーロンに対する気持ちは、少々複雑ではあるが、これから先は彼自身で解決してもらうしかない。子供の頃、周囲の人達が多少カイルの方を気にかける機会が多かったとしても、大人になってまでそれを引きずるのは間違っているような気がする。

　──私も、あまり人のことは言えないんだけど……。

　なにせ、ものすごい常識外れの行動をとったことが今はわかるから、あまり他の人のことは責めてはいけないのではないかとリネットは思った。




　翌日の結婚式は盛大に行われた。

「いいなあ……お姉様は。私も、早くお嫁に行きたい」

「ウエディングドレスが着たいからじゃないわよね？」

　リネットのドレスを撫なでてうっとりしているメイベルに言ったら、あははと誤魔化すように笑って逃げ出した。

「もうっ、どうしようもないんだから──」

　腰に手をあてて憤慨ふんがいしているリネットの肩に、カイルの手がかかる。

「……今日は、そんなに怒らなくてもいいだろう」

「……でも」

　むくれた表情をしてみせると、カイルが耳元に口を寄せてくる。

「……ええと、今日のリネットはとても綺麗だから、笑っていた方がいいと思う」

「ハ、ハイ……」

　カイルにそんなことを言われたら、すぐに真っ赤になってしまう。

　やっぱり、思っていることを口にするのはあまり得意ではないみたいで、こうやって誉めてくれる時には、何を口にすべきか懸命に考えていることが多いのはリネットにはよくわかる。

　ただ──そうやって、一生懸命リネットのことを考えてくれているのがわかるから、どんな言葉でもカイルがかけてくれたら嬉しいのだ。

　教会での結婚式、内輪でのお披露目会──公爵夫人の罰によって国外に行くことになったアーロンと、同じく国外に出て行った叔父の姿はない──が終わってみれば、邸内は静けさを取り戻した。

　公爵夫人は一番上等の客用寝室に。母とメイベルは、屋敷の別棟に宿泊している。

「……今日は、とっても大変でしたね」

　カイルと同じ寝室で休むのはいつものことだが、きちんと結婚式を終えてから夜を一緒に過ごすのは初めてだ。

「そうだな──これからは、もう少し外に出ないとだめかもしれない」

　リネットがこの屋敷で暮らすようになってから、カイルの交友範囲は少しずつ広くなっている。

「……その箱、どうしたんですか」

　カイルがテーブルの上に置いて、穴の空くほど見つめているのは──あの日、洞窟で見つけた箱だった。

「今、開けてみようと思って。あの人のことだから、ろくなことではないような気もするんだが」

「きっとそんなことないですよ。私、開けましょうか」

「いや、俺が開ける」

　カイルは、箱に手をかけた。鍵がかけられていたわけでもないから、金具を捻るだけで簡単に開けられる。

「……まったく、こんな箱をあの洞窟に隠しておくなんて」

　ぶつぶつ言いながらも、カイルは蓋を開く。そして、その中に油紙で厳重にくるまれた何かが入っているのに気がついて動きを止めた。

　それと、金の土台に美しいサファイアをはめ込んだペンダント。さほど大粒ではないけれど、とても綺麗な青だ。細い金の鎖がついていて、すぐに首にかけることができるようになっている。

　ペンダントには見向きもせず、カイルは油紙を開いた。そして、その中にあった紙を開いて目を見開く。

「あの、カイル様……？」

「──本当にしかたのない人だな！」

　驚き半分、あきれ半分といった声音でカイルは叫んだ。それから、リネットの方に紙を差し出した。

　受け取ったそれにリネットは目を落とす。それは、カイルの父──前侯爵が記したものだった。




　カイルへ

　長年の間、捜してきたけれど、どうやらウォレスの宝を見つけるまでには、まだだいぶかかりそうだ。

　だから、代わりにこの箱を隠しておこうと思う。君の十五の誕生日に間に合わないと困るからね。どうだ、びっくりしただろう。

　この箱を見つけることができたら、中身は最初に恋した女性に贈るといい。もちろん、最後に恋した女性でもいいけれど。




　父より

　追伸：宝探しは、男の夢だぞ。君も、一つくらい夢を見るといい。




「……ええと」

　リネットは手紙を見て困惑した。

　カイルの父親というのは、想像していた以上に夢想家だったらしい。きっと、前侯爵はカイルが十五歳になったらあの洞窟に連れて行くつもりだったのだろう。そして、これを見つけさせるつもりだった。

　だが、夢想家なりにカイルに愛情らしきものがあったのはなんとなく理解できた。

　なんとなく、でしかないけれど。

「どうだ、びっくりしただろう──って、俺はもう十五歳の子供じゃない」

　カイルは、またあきれたみたいな口調で言ったけれど、そこに少しだけ優しさのようなものがこもっているのにリネットは気がついた。

　なんだか、カイルも複雑な心境みたいで、手紙をテーブルの上に放り出す。

「カイル様、一つくらい夢を見るといいって……どうします？」

「夢の一つくらいは、見てもいいかな」

　いろいろ思うところはあったみたいだが、今のカイルは何かふっきれたようにも見える。

「何を考えているんですか？」

「──あの人は、楽しかったんだろうな。家庭をないがしろにしてまで、のめり込む趣味ではないと俺は思うが、楽しかったならそれはあの人の人生なんだろう」

　カイルの手が、箱の中からペンダントを取り上げる。華奢きゃしゃな鎖を丁寧に外して、リネットの首にかけてくれた。

「でも、おかげで一つ見えたこともあるよ──俺は、父みたいにはならない。一生、リネットを大事にする。これは最初で最後の恋人に贈ろう」

「……わ、私も！　カイル様が最初で最後……です」

　カイルがペンダントヘッドを取り上げて、そっとリネットの耳に触れさせる。そのまま、首筋をたどって、鎖骨へと移動していく。ひんやりとした金の感触に、思わず肩をすくめた。

　カイルがどう気持ちの整理をつけたのかは、リネットにはわからない。だが、今の彼はいつになく満足そうな顔をしている。

「……ねえ、カイル様」

「ん？」

　ペンダントヘッドを手から放したカイルは、リネットの頬や髪にキスをするのに忙しい。向かい合って座っているけれど、彼の手が肩を撫でてくれるのは嬉しかった。

「ええと……これからもよろしくお願いしますね？」

「こ……こちらこそ」

　なんだか、微妙な空気になってしまった。今まで普通に話をすることができていたのに、改まって挨拶なんかしたからだろうか。

「大丈夫です。私、丈夫だし、よく働くし──買っていただいた分は、きっちりお返しします！」

　最初に出会った日の会話を思い返して口にしたら、耐えきれないように彼が吹き出した。

「……今、その言葉を口にするのは間違っていると思うな。けれど、人生で一番の買い物には成功したような気がするよ」

　どちらからともなくベッドへと倒れ込んでも、まだくすくす笑いは続いている。

　先ほどまでのちょっと重い空気はどこかへ行ってしまったけれど、甘い雰囲気もまたどこかに行ってしまった。

　──でも、これでいいような気がするの。

　他の人達がどう思うのかはよくわからないけれど、リネットはすごく幸せだし──カイルにもそうあってほしいと思う。

「ひゃあっ」

「時々リネットは、ものすごく色気がなくなるんだな」

「……知りませんっ」

　いきなり組み敷かれたから驚いただけだ。色気がないのは──それはもう諦めてほしい。十年ぐらいたったら、少しは色っぽくなるかもしれないというより、そう期待したい。

「──ごめん」

　そうやって、素直に詫びてくる言葉を口にするのもズルイ。どうしたって、カイルにはかなわないのだと思い知らされてしまう。

「……キス、してください、カイル様」

　リネットの願いをカイルは聞き入れてくれた。

　そっと唇を触れ合わせる。まるで互いを壊してしまうのを恐れているかのように。

　けれど、それはたった一瞬のことで、そこから先はもう止まらなかった。

「……あっ」

　角度を変えながら口づけ合って、夢中になって互いの口内を探る。

　今日のために選んだナイトドレスは、レースをたっぷり使った繊細なものだったけれど、そんなことはお構いなしに身体から剥はがされた。

　もう、というリネットのちょっぴり憤慨した声が聞こえているのかいないのか、カイルの手が身体中を滑る。

　柔らかな膨らみを撫でて、脇腹をそっとたどる。腹部もしっかりと撫でて、そこからさらに膝へと下りた。

「んっ……」

　いたるところにキスを落とされて、こらえきれなくなって彼に背中を向ける。

「逃げられると思った？」

「そういうわけじゃ」

　けれど、言い訳にもならない言い訳は、あっという間にかき消された。

　背後から両手を前に回されたら、しっかりと胸を包み込まれてしまう。後ろから抱えられていたら逃れようもなくて、彼の腕に翻弄ほんろうされるしかなかった。

「や、だぁ……」

　身体を前に倒して逃れようとしても、しっかり抱えられているのでそれは無理。おまけにカイルは脚まで絡めてきた。

　完全に彼の手足に絡めとられてしまったら、リネットの分が悪い。だって、手足の長さにものすごい差があるのだから。

「あっ……あぁっ……耳──だめですってばぁっ！」

　脚を絡めて身動きを取れないようにしておきながら、カイルはさらに胸を揉みしだく。そうしながら、背後から耳に唇を寄せられて、リネットの受ける快感はますます大きくなるだけ。

　じわじわと耳朶に舌を這はわされ、唾液で濡ぬれたところにふっと息を吹きかけられる。

　そうしながら、さらに胸の頂いただきを両手の人差し指で同時に押し込められたら、とたんに拘束された身体が不器用に跳ねる。

「はっ……あっ……あっ、あぁぁんっ！」

　うなじにキスされ、首を舌が撫でる。肩にもキスされて、また耳に戻ってくる。時々彼の手が、かけてくれたペンダントに触れて、それもまたリネットを悩ませる。

「はっ……あぁ……あぁ……あぁん」

　カイルの手が、そっと乳房を揺らせば、背中に痺れが走った。

　それに下腹部のあたりに甘い愉悦が淀み始めて、もう危険な感覚を受け入れていることをリネットは知っていた。

　片方の胸を弄いじっていた手が、そのまま脇腹を撫でて、くすぐったさに身体をくねらせる。その間に少し開いた膝の間に、前から手が割り込んできた。

「はっ……ふっ……ん……あ、あぁん……」

　その場所に指が忍び込んだとたん、くちゅりという音がした。さっそくその場所が濡れていることを知らしめられて、また頬が熱くなる。

「カイル様……あの、ええと」

　吐息の合間に紛らわせるように彼の名を呼んだのは。

　腰のあたりに凶暴な感覚が押しつけられているのに気づいているから。

　雄々おおしく立ち上がっているであろうそれは、背後からぴたりと腰に押しつけられていて、そこから熱を送り込んでくる。

「──まだ、だめだ。リネットの準備ができてないから」

「や──そうじゃなく……あっ」

　花弁の間に割り込んだ手が、敏感な場所をかき回す。リネットが喘あえぐと、カイルは中に指を潜り込ませてきた。彼の与える愛撫になれた身体は、簡単に与えられた快感を受け入れる。

　二本の指を一気に押し込まれても、身体の奥がもっと欲しいとわなないただけだった。

「あっ……ふぅ……あぁ……あっ、や、あぁっ」

　リネットは、与えられる快楽に弱い。

　自分からどんどん貪むさぼってしまうのはいつものことだ。今だって彼の指の根元に感じる敏感な芽を自分から擦りつけるようにして、与えられる以上の快感を貪ろうとしてしまう。

「んんっ……あぁー、あっ、あぁぁんっ！」

　内部を擦り立てる指が速度を増して、リネットはますます腰をくねらせた。彼の指の根元で刺激される淫芽が気持ちよさを倍増させる。

　中で蠢うごめく指と一緒になって快感を増幅させてくるから、思いきりその快感に浸って、一気に絶頂へと上り詰めた。

「リネットは──貪欲だなあ」

「カイル様の……せい……でしょう……」

　はぁはぁと肩で息をつきながら、リネットは肩越しにカイルを睨にらみつけた。

　リネットが快感に弱いのはリネットのせいだけれど、教え込んだのはカイルなのだから、しかたないと思う。

　おまけに腰に熱いものをわざと押し当ててくるのだから、これで感じない方がどうかしていると思う。

「──お願い、カイル様……」

　身体の方は、彼を受け入れる準備を完全に終えている。肩越しに見上げて、目を潤うるませて訴えたら、カイルは思いがけない行動に出てきた。

　背後から右膝を抱え上げられる。困惑している間に、脚の間に熱いものがあてがわれた。

「あ──あぁっ」

　腰を少し後ろに突き出すような体勢を取らされたかと思ったら、そのままぐっと熱いものが押し込まれてくる。

　先ほどから埋めて欲しいと訴えていた場所は、与えられた快感を喜んで受け入れたけれど──。

「あっ……そんな、あぁっ──だめぇっ」

　今まで受け入れたことのない体勢にリネットは完全に混乱していた。背後から緩やかに穿うがたれて、じわじわとした快感が送り込まれてくる。

　それだけではなくて、カイルはさらに手を動かしてきた。リネットの身体を抱えている方の手で胸を弄まさぐり、あいている方の手は下半身へと滑らせてくる。

「あーっ、あぁっ……んぅ……ん、あぁっ！」
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　あまりの快感にのたうち回りたくても、完全に押さえつけられているからそれもできない。びくびくと震えていたら、耳にふっとまた息が吹きかけられた。

「この体勢も悪くないだろ──リネットの感じるところを全部触ることができるし」

「あっ……んぅ……あぁっ……あぁぁんっ」

　耳元でそんな意地悪なことを言うから、また内部がきゅっと引きつれた。

　こんな風にカイルが意地悪くなれるなんて、誰が予想しただろう。それでもあらゆる敏感な場所から与えられる快感はどんどん大きくなっていって、快感にすすり泣くことしかできなくなった。

「だめ、……また、きちゃう……また、くる……！」

　感じていることを言葉にして告げれば、敏感な場所を刺激している手が激しさを増す。

「いいよ。もう一度イッて──違うな、もっとイッて」

　カイルの声も、快感を深める理由にしかならない。

　身体を震わせて、また絶頂へとたどり着く。

「まだ……また、くる──」

　余韻に浸ることもできなくて、また、新たな快感の波が襲いかかってくる。カイルはいつの間にこんなにリネットの感じる場所を的確に見つけることができるようになったのだろう。

「あぁぁっ！」

　また達して、リネットは身体を震わせた。

「顔──顔が見えなくて……怖い……」

　あまりにも過ぎた快感は怖い。泣きながら訴えると、カイルはあちこち触れていた手を一度離してくれた。

　それから正面から抱きしめる形になって、もう一度ゆっくりと中に入ってくる。顔が見えないのは怖いけれど、こうやって正面から抱きしめてもらえるのは安堵する。

「怖かったのか？」

　ゆったりとリネットを揺さぶりながら、カイルが問いかけてきた。

「ん……怖かったの。とても、怖かったの」

　押し流すような大きな悦楽ではなく、ふわふわと漂うような心地よさに、鼻にかかった甘えた声が漏もれる。

　ごめん、とカイルがすぐに謝ってくれるのも気持ちよかった。

「カイル様……あのね、好き」

　夢見心地でささやいたら、鼻の頭を擦り合わせながらキスされる。そうやって、じゃれ合っているのもまた楽しい。

「ああ──でも俺は愛してる、の方が近いかな」

　言うなり、カイルは律動を早めてきた。

「あ、愛してるって──あ、ぁんっ」

　真意を問いただそうとしたけれど、穿つ角度がどんどん深くなっていって、あっという間にリネットを翻弄ほんろうする。

「あぁっ──あ、あぁぁっ」

　何度目かわからない快感の極みにたどり着いた時──カイルもまた果てたのだと知る。

　愛してる、とリネットから伝える隙は与えられなかった。きっと彼はわかっているのだろうけれど。

　たぶん、一生カイルにはかなわないのかもしれない──。

　でも、ものすごく今は幸せだと、自信を持って言うことができる。それだけで十分なのかもしれなかった。





　　　エピローグ







「カイル様！　こっちですよー！」

　向こう側から、リネットが大きく手を振る。カイルは急ぎ足になった。

「そんなに急ぐ必要もないだろうに」

「……だって、カイル様が一緒に行ってくださるの初めてじゃないですか。私、すごく楽しみにしてたんですから」

　結婚式を終えてから数週間後。結婚式を終えた後、カイルはますますリネットべったりになっていた。

『初めての恋ですから、溺おぼれたいだけ溺れたらよろしいのではないでしょうか。幸い、リネット様も旦那様に夢中でございますから』

　と、しれっとしているシモンズの後頭部をひっぱたいてやりたい衝動については、全力で押さえ込んだ。リネットと結婚できたのは彼のおかげだからしかたない。

　二人は、再びナーヴを訪れていた。今回義母ははと義妹いもうとは、都の屋敷で待っている。

　今日は、ナーヴの菓子屋に行きたいというリネットの希望に付き合った形だ。それに、カイルにも別荘の図書室でやりたいことがあるから、こちらでしばらく過ごすのは悪くない計画だった。

「──土産を買うって、メイベルと義母上ははうえはずっとこちらにいたのに」

「だからですよ、カイル様。お気に入りのお菓子屋さんがあるんですって。明後日には帰るから、注文はすませておかないと」

　カイルがリネットに追いつくと、リネットの方からカイルの腕に腕を絡めてくる。

「──そういえば、カイル様、別荘の図書室を調べているんですって？」

「シモンズのやつ……本当に口が軽い」

　カイルがため息をつくと、リネットはくすくすと笑った。

　先代の頃から屋敷の采配を振っていたシモンズにかなう日がくるとは、カイルには思えなかった。

　何しろ、リネットとカイルを結びつけた一番の立役者なのだ。あの日、扉のところで、二人ならうまくいくとピンときたらしい。

「ウォレスの財宝について、調べていらっしゃるのでしょう？」

「父を許すとか許さないとか、そういうのではないんだ。ただ──調べた結果を、どこにも公表していなかったみたいだから……記録が出たら、どこかきちんとしたところに渡そうと思っている」

「専門家の方に資料を見てもらったら、何か新しい発見があるかもしれないですよね」

　長い間放置していた父の研究資料。

　それは、夢物語だけではないのかもしれないとようやく思えるようになったのはリネットのおかげだ。

　大きな屋敷の中で、一人膝を抱えて過ごしていた時間を今さら取り戻すことはできない。けれど、変わりたいと思うようになったのは、リネットが隣にいるようになってからだ。

「何を、考えていらっしゃるの？」

　きょとんとした顔で見上げているリネットの方へ身を屈かがめ、こめかみにキスをする。

「リネットがいてくれて、本当によかったと思って」

「私、お買い得商品になれるように頑張りますね！」

「十分お買い得だと思うよ」

　リネットをカイルが『買った』というのは、今ではすっかり笑い話になっている。祖母になれそめを語ったら、パラソルで殴られそうになった。

　──おばあ様も、意外に手が早い。

　アーロンがいなくなってしまったから、カイルに向ける祖母の期待は以前より大きくなっている気もするが、それも悪くないように思えるから不思議なものだ。

　以前だったら、どうやって逃げるかしか考えていなかったのに。

「リネット。買い物に行くなら道が違うだろう──そろそろ店も閉まってしまうぞ」

「あのですね、私カイル様に見せたいものがあるんですよ……一緒に、見られたらいいな！　お店はその後でも間に合うから大丈夫です」

　買い物に行くと言って連れ出されたはずなのに、気がつけば海の方に向かっている。

　──寄り道もいいか。

　何しろ、リネットが隣にいてくれたら、何をしても楽しいのだ。

「ほら、私、これを見せたかったんです！　すごくないですか？」

　例の洞窟から少し離れた岩場。もちろん、カイルもその存在は知っていた。

　けれど、この時間に来るのは初めてだ。

　岩場から海の方を見てみれば、灯台の明かりと沈んでいく太陽の輝きが重なって、幻想的な光景を描き出している。

　ここでこんな光景が見られるということに、今まで気がついていなかった。

「よかった。間に合いました」

　隣にいるリネットは、満足そうにため息をついた。

　リネットはいつもそうだ。些細なことでも、その中に喜びを見つけるのがうまい。

　カイルの様子をうかがうように、リネットがちらりとこちらを見上げる。

「ここで、こんな景色が見られるとは思ってもいなかった。リネットと一緒だと、今まで気がつかなかったことにどんどん気づかされるな」

　ふふっとリネットが幸せそうに笑って、愛おしさがこみ上げてくる。

　出会いはリネットのとんでもない一言。それからいろいろあって、今は隣同士で立っている。

　こうして二人はいつまでも、いつまでも幸せに暮らしたのです──そんなおとぎ話の締めの言葉が、カイルの心を過ぎる。

　その言葉は、リネットと一緒ならきっと現実のものになる。彼はそれを確信していた。





　　　あとがき







　七里瑠美です。ヴァニラ文庫新刊、『どうか私を買ってください！　〜侯爵様は押しかけ花嫁を溺愛する〜』いかがだったでしょうか。

　今までしっとり目なお話を書かせていただくことが多かったのですが、今回はわりと軽めのテイストで、一生懸命だけど空回り気味なヒロインなので、いつもとは少し違う雰囲気になったのではないかと思います。

　カイルは引きこもり気味のヒーローですね。面倒なことは基本、お金を払って人に任せてしまうタイプです。好きな本を読む時間さえあれば満足というか。

　でも、侯爵家はなんでもできる万能執事シモンズが全部取り計らっているので大丈夫です。わが家にもシモンズが欲しい……！

　作中、リネットがバスケットにおやつをつめて、『イケナイコト』をしていますが、普段とは違うことをすると、ちょっとどきどきしませんか？　この作品を書いていた時、よく屋上にお弁当を持って行って食べたのですが、外で食べるというだけでなんだか気分が違うなあと思いました。

　それから、前はよく通るのに、一度も入ったことのないお店に入ってみたりとかいつもとは違う道を歩いてみたりとか。意識して普段と違う行動をしてみたら、新しい出会いがあったりしたので、少し得した気分になりました。近所は割と開拓したのですが、今地元の駅が開発中なので、もう少ししたら新しい出会いがまたあるかもしれません。

　今回、イラストを担当してくださったのは幸村佳苗先生です。

　カバーイラストのリネットが本当に可愛くて、ずっと眺めていました。作中、カイルの魅力が倍増しているのは、イラストの彼がものすごく色っぽいからだと思います。今回はお忙しいところをお引き受けくださり、本当にありがとうございました。

　担当編集者様、今回も大変お世話になりました。いつもとちょっと違う雰囲気なので、ドキドキしながら提出したのですが、「面白かった」と言っていただけて安堵しました。今後も、どうぞよろしくお願いします。

　読者の皆様、ここまでお付き合いくださって、ありがとうございました。

「『私を買ってください！』って売り込みにくるヒロインってどうですか？」と担当様にお話をしたところから始まったこのお話、楽しんでいただけたらいいなと思います。

　また、いつか、お目にかかれますように！


　　書名：どうか私を買ってください！〜侯爵様は押しかけ花嫁を溺愛する〜

　著者名：［著］七里瑠美／［イラスト］幸村佳苗

初版発行：２０１８年１月20日

　発行所：株式会社ハーパーコリンズ・ジャパン

　　住所：東京都千代田区外神田3−16−8

　　電話：03-5295-8091（営業）／0570-008091（読者サービス係）

　制作日：２０１８年２月１日

　制作所：株式会社パピレス

　　住所：東京都千代田区紀尾井町3−12　紀尾井町ビル

　　電話：（03）6272-9533

※本書の無断転載・複製等は、著作権法上禁止されております。
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